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プロローグ



　夕日を浴び、オレンジ色に染まる部室で、少女は読書をしていた。

　表紙を飾るのは、ドラゴンと対たい峙じする、騎馬に跨る甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎士。ファンタジー文学のようだ。

　ただ、その目は虚うつろで、果たして文章が目に入っているのかすら、定かではない。

　部室には、少女以外にも数人の男子生徒がいる。少女とは対照的に笑顔を浮かべていた。

　だが、彼らが浮かべるのは、嫌悪感を抱かせるような、いやらしい笑み。その笑顔は少女に向けられ、口々に少女に対する誹ひ謗ぼうや中傷をぶつけていた。

　少女は小説を見つめながら、彼らの悪態を無視する。だが、次第に少女の本を持つ手が震え、瞳ひとみには涙が溜たまり始めた。

　そして、少女が顔を伏せ……部室の扉を開ける音に、少女は思わずといった風に、視線を動かした。

「君、ちょっといいかな？」

　そこには、少女に笑いかける、少年がいた。

「……ここって、二年生からでも入部出来る？」









第一章　ラブストーリー（？）は突然に



　朝日が差し込む廃工場に、刃と刃が重なり合う、鋭い音が響いていた。

　龍りゆう斗とは手にした剣を、アイリスに向けて真横に薙なぐ。アイリスに教えられた通り、刀身は地面と水平になるよう正確に、かつ迅速に。

　アイリスは腰を落とし、剣を避け移動する。足元まで伸びた純白のドレス、その上に鎧よろいを着込んでいるというのに、アイリスの動きは軽やかだ。

　龍斗は第二撃を与えるため、剣を構え直す。が、もう龍斗の視界にアイリスはいない。

　反射的に龍斗は振り返る。龍斗の目に映ったのは、下段に剣を構えるアイリス。

　アイリスは、龍斗の首元に剣を斬きり上げ──

「……頚けい動どう脈みやくへの一撃。軽傷でも即死、ですね」

　ぴたりと、手にしていた剣を龍斗の首筋に止めた。

「……参った。降参だ」

「降参も何もないですよ。実戦なら死んでるんですから。これで二十一回目の戦死ですよ」

「二十一回か。オーバーキルにも程があるな」

　アイリスは手にした剣を振る。同時に、身に付けていた鎧やドレスが光の粒子となり──アイリスは青いジャージ姿に戻った。

　腰まで伸びた金色の髪。宝石にも似た神秘的な瞳ひとみ。先程のドレス姿に比べ、今のジャージ姿はどう見てもミスマッチだ。だが、体のラインがはっきり分かるジャージは、アイリスのプロポーションの良さを際立たせていた。

　息をつき、龍斗はその場にへたりこんだ。季節は初夏に差し掛かり、いくら汗を拭ぬぐっても止まらない。しかも数時間トレーニングをして、龍斗が着ている服は汗だけでなく、土の汚れでくしゃくしゃになっていた。

　対して、アイリスのジャージは砂一つ付いていない。息も少しも荒れておらず、涼しい表情で龍斗を見下ろしている。

「身体能力も知識もアイリスと同じはずなのに、何で負けっぱなしなんだろうな。一本くらい取っても良さそうなもんだけど」

　一つ息をつき、龍斗は握っている剣に目を落とす。

　煌きらびやかに銀色に輝く刀身。柄つかに彫られた狼おおかみの紋章。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』から召喚された、アイリスの戦闘能力をコピーすることが出来る、ベオウルフ。龍斗はこのベオウルフに慣れるために、わざわざ人目につかない廃工場を選び、アイリスと模擬戦闘をしていたのだ。

　凶暴なドラゴンを一刀で斬り伏せるほどの剣技を、龍斗は持っている。だが、何な故ぜアイリスから一本も取ることが出来ないのか。

「思うに、心構えの問題ではないでしょうか。反応の速さも申し分なく、ちゃんと人体の急所も狙ねらえています。しかし、私に斬きりかかる時リュートは多少戸惑っているように感じられました。そのラグが、決定的な敗因ではないでしょうか」

「つまり、まだ覚悟が足りないってことか？」

「そうとってもらっても構いません」

　それもしょうがないだろ、と龍りゆう斗とは思う。

　騎士として多くの戦場を経験したアイリスなら、紙一重で剣を止める自信があるかもしれない。だが、戦闘に慣れない龍斗は、アイリスを傷つけてしまうのではないかと思うと、剣を振り下ろす瞬間、躊躇ためらいを感じてしまうのだ。こればっかりは心の問題なのだから、どうしようもない。

「まだベオウルフを召喚してから二週間しか経たっていないんですから、戦闘に慣れないのも仕方ないですよ。私が何年もかけて会得した技術をリュートがすぐに使いこなせたら、正直悔しいですしね」

　アイリスは座っている龍斗に手を伸ばし、

「でも、私と共に戦えるくらい強くなってくださいね？　私のための騎士になると、約束してくれたんですから」

　ふっと、龍斗に微笑ほほえんだ。

　アイリスの服装は、女の子に似合うとは言い難いジャージ姿。しかし、龍斗に笑いかけるアイリスは見み惚とれてしまいそうなほど美しく、その笑顔は優しい。

「……ああ、そうだな」

　龍斗はアイリスに笑い返し、服の下に収めてあったホルダーから『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出した。ベオウルフは光の粒子となり、本の中へ消えていく。

　アイリスの手を取り立ち上がる。さっきまで運動をしていたというのに、アイリスの手は少しも汗をかいていない。アイリスの手を離した後も、龍斗の手には柔らかな肌の感触と温かさが残っていた。

　……だが、

「それでは、いつもより早いですがトレーニングは切り上げて、予定通りユキの家へ行きましょうか」

　その言葉に龍斗は一瞬でアイリスの手の感触を忘れ、背筋が冷たくなるのを感じた。

「な、なあ、アイリス、本気なのか？」

「当然です。この一週間、ユキからみっちり手ほどきを受けましたからね。そろそろリュートに私の実力を披露したいんです」

　アイリスの言葉に、顔を引きつらせる龍斗。

　さっきと同じ笑顔を浮かべているのに、こんなにも冷や汗が流れるのは何な故ぜだろう。

「では、早く行きましょう。あまりユキを待たせるのも悪いですから」

　そう言うと、アイリスは龍りゆう斗とに背を向け歩き出した。心なしか足取りは軽く、ハミングでもしそうなほど浮かれているように見える。

　龍斗はその背中を見つめながら、重い溜ため息をついた。



　キッチンから聞こえる、包丁で食材を切る音や、流しに水が流れる音。テーブルに座りながら、龍斗はその音を苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で聞いていた。

　キッチンに視線を移し、調理するアイリスの姿を見つめる。桜さくらヶが丘おか高校の制服の上に付けられた、白いエプロン。アイリスのエプロン姿は新鮮だ。違和感を覚えるほどに。

　続いて、龍斗は正面の、文庫本を広げた少女を見る。

　栗くり色のショートヘアにきめこまかい白い肌。百ゆ合りの花を連想させる、華きや奢しやな体つき。ページをめくる指まで細くたおやかで、その物静かな佇たたずまいは文学少女、という言葉がぴったりだった。

　村むら枝えだ由ゆ紀き──龍斗の、文芸部の後輩だ。

「本当に由紀がアイリスの傍そばにいなくても、料理出来るのか？　すごい心配なんだけど」

「大丈夫ですよ。一人で料理が出来るくらいには私が教えましたから。卵焼きと味み噌そ汁しるだけの、簡単な料理だけですけど」

　文庫本から顔を上げず、由紀が龍斗に答える。由紀の声は素っ気なく、いつも龍斗と話す時満ちていた愛あい嬌きようも、今は欠片かけらも見られない。

「でも、由紀だってアイリスの料理食べたんだろ？　あの料理を食べたら、不安にもなる」

「……それもそうですけど」

　そこでようやく、由紀は微かすかに不安そうな表情を見せた。きっと、アイリスが作った料理の味を思い出しているのだろう。その気持ちは龍斗にも痛いほど理解できた。

　以前、龍斗はアイリスが作った料理を食べたことがあるが、出されたのは野菜スープとは名ばかりの、痛みしか感じられないどろどろの液体だった。

　それ以来、龍斗はアイリスに料理を作ることをそれとなく避けさせていたのだが、由紀の作る料理を気に入ったアイリスは、自分から料理を教えて欲しいと由紀に頼んだのだ。

　それが一週間前のことなのだが……、

「一週間で本番なんて、流石さすがに早くないか？」

「確かに、あんな独創的な料理を作れるなんて一つの才能だと思います。でも──」

　由紀は文庫本から顔を上げ、じとーっと龍斗を見る。

「石いし馬ま先輩はアイリスさんが料理の練習をするところを何度も見たんですよね。なんてったって同じアパートに住んでるんですから。だったら、アイリスさんのこと信じてあげたらどうですか？」

「……うぐっ」

　刺々とげとげしい由ゆ紀きの口調に、龍りゆう斗とは押し黙る。

　確かに、龍斗はアイリスが料理の本を熟読していることを知っている。卵をうまく割るために、何パックもの卵を駄目にしたことも。

　だが、龍斗が申し訳ない気持ちになっているのは、アイリスの努力を疑っているからではない。アイリスと同居していることがバレてから、明らかに由紀が龍斗に対して不機嫌になっているからだ。

　まるで龍斗がいないかのように、小説を読んでいる態度だっておかしい。以前なら、軽い世間話くらい交わしそうなものだ。

　だが、由紀が怒る気持ちも分かる。アイリスのことを同じアパートの住人と説明しておきながら、実際は一つ屋根の下一緒に暮らしていたのだから。

　いいかげん仲直りしたいのだが、由紀の冷ややかな目を見ると萎い縮しゆくしてしまい、龍斗は謝ることが出来ずにいた。おかげで、由紀と二人っきりでいると、何となく気まずい。

　話題を変えるため、龍斗は思いついた疑問を由紀に投げかける。

「そ、そういえばエミリ遅くないか？　いつもなら、俺が来る前には席についてると思うんだけど」

「エミリさんは今日は来ないそうです。学校に提出するレポートで忙しくて朝食を食べる暇もない、って言ってましたから」

「……エミリは、今日アイリスが料理作るって知ってたのか？」

「はい。アイリスさんが料理の勉強をしているところを見学したこともありますよ。アイリスさんの調理する姿を見て、顔を凍りつかせていましたけど」

　由紀の言葉に、龍斗は苦笑いを浮かべた。……あいつ、逃げたな。

「ユキ、もうすぐ朝食が出来ます。料理の盛り付けを手伝ってくれませんか？」

「はい、分かりました。……あっ、綺き麗れいに卵が巻けてますね。もしかしたら、今までで一番上手かもしれませんよ」

　どうやら、アイリスの料理はうまく出来たらしい。キッチンから女の子らしい弾んだ声が聞こえてきた。ほどなくして、由紀がアイリスの料理を運んでくる。そして、

「……ん？」

　龍斗は疑問の声をもらした。テーブルの上に用意された食事が二人分しかないのに、由紀が席に座ろうとしたからだ。

「由紀、二人分しかないんだけど」

「……石いし馬ま先輩の朝食はありません」

　拗すねた子どものように、由紀がぷいっ、と龍斗から視線を逸そらす。

「……はい？」

「石いし馬ま先輩、アイリスさんの料理を食べるの嫌がってたみたいですから。そういうの、料理を頑張る女の子に対して失礼ですよ」

「お、おい、嘘うそだろ？　じゃあ俺は何を食えばいいんだよ」

「食べられる野草とか、探せばいくらでもありますよ。無かったらそこら辺にあるタンポポでも食べて下さい」

「俺はハムスターかっ。大体、生で食えるかよ」

「そうなのですか？　最近日本ではハーブを食べる男性が増えていると本で読みましたが」

　エプロンを外したアイリスが、キッチンから戻ってきた。

「……もし草食系男子のことを言ってるなら、とんでもない勘違いしてるぞ。日本のことを勉強するのは立派だけど、ちゃんと意味まで覚えてくれ」

　龍りゆう斗とがアイリスと同居して二週間経たつが、まだ一般常識は不十分のようだ。

「……冗談です。でも、言葉には気をつけた方がいいですよ。アイリスさん、料理のこと熱心に勉強したんですから」

　そう言うと、由ゆ紀きは朝食を龍斗の前に並べた。

「……悪い。確かに言い過ぎだったな」

　しかし、あの温厚な由紀がこんな悪戯いたずらっぽいことをするとは。今まで冗談なんて、滅多に言わなかったのに。















「どうですか？　リュート。今日の料理は自信があるのですが」

「ああ、そうだな」

　改めて、龍りゆう斗とは朝食を吟味する。狐きつね色に焼けた卵焼きに、ほんのりとダシの香りがする味み噌そ汁しる。そして白ご飯。見た目は何の問題もない。

　龍斗は卵焼きを口にした。食感は柔らかく、丁寧に焼いたのか半熟の黄身の味が口の中に広がった。隠し味に酒を使ったのか、砂糖の甘さとは別のうま味が程よく調和している。

　龍斗は卵焼きを咀そ嚼しやくしながら、目を見開く。料理の勉強をしていたことは知っていたが、まさかこれほどとは。

「ど、どうでしょう？　……おいしい、ですか？」

　アイリスが不安と期待の入り混じった表情で龍斗に尋ねた。緊張しているのか、上目遣いに龍斗を見つめている。

「……アイリス、本当に料理頑張ったんだな」

「つ、つまり……？」

「おいしいよ。それも、すごくな」

「ほ、ほんとですか？　……良かったです」

　胸に手を当て、アイリスが安あん堵どの溜ため息をついた。よほど安心したのか、ぷしゅ～っと肩の力が抜けているように見える。

「でも、少しだけ卵の殻が入ってるな。噛かむとたまにがりっとする」

「あっ……もしかしたら、そうかもしれません。卵を割った時に少し殻が入ってしまったので、出来るだけ取り除いたのですが……」

「でも、卵の殻なんて気にならないくらいおいしいよ。案外、アイリスは料理に向いてるのかもな」

　しゅんとなったアイリスに、龍斗はフォローの言葉をかける。

　そうとも、卵の殻が混ざってたなんてかわいいものだ。料理を学ぶ前のアイリスなら、確実に得体の知れないものを作っていたのだから。

「……私もまだ精進が足りません。まさか、こんなに料理の道が険しいものだとは」

「そんな悔しそうな顔しなくてもいいんじゃないか？　ちょっとミスしただけなんだし」

「いえ、より一層リュートに満足して頂くよう努力します。ユキ、これからも指導を──」

　はたと、アイリスが言葉を止める。由ゆ紀きがぼーっと、龍斗を見つめていたからだ。

「……ユキ？」

「は、はいっ!?　何でしょうか!?」

「これからも、色んな料理を教えてください。私はリュートにも、ユキにも、私の作った料理をおいしいと言ってもらいたいです」

「……ええ、分かりました」

　顔を引き締めるアイリスに、由ゆ紀きは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

　ただ、由紀の笑顔がどこか困っているように見えたのは、龍りゆう斗との気のせいだろうか。



　龍斗達は朝食を食べた後、由紀の家を出て学校を目指した。

　由紀の家は学校に近いだけあって、歩いていると桜さくらヶが丘おか高校の生徒を見かける。その生徒達の中でアイリスと肩を並べて歩くことに、龍斗は不思議な緊張を覚えた。

　龍斗はちらりと、隣で由紀と会話しているアイリスを見る。

　白を基調とした、胸に赤いリボンを飾る制服。薄いグレーのスカート。何度も見た服装なのに、アイリスの制服姿は未いまだに新鮮だ。

　アイリスが、龍斗の視線に気付く。

「どうしたんですか？　私の顔をじっと見て」

「……ん、何でもないよ」

　アイリスに見つめ返されたのが照れくさく、龍斗は視線を外した。

『獣使いの乙女サモナー・オブ・メイデン』の事件から、アイリスは随分変わった。龍斗のことをマスター、ではなく名前で呼ぶようになったし、料理に興味も持ち出した。出会ったばかりのアイリスなら、不必要なものと切り捨てていたに違いない。

　何よりも、アイリスはよく笑うようになった。それだけでも大きな変化だ。

　ふと、龍斗の視界の隅に由紀が映った。何か言いたげな、じとーっとした目付き。

「……？　どうした、由紀？」

「……何でもないです」

　機嫌を損ねたように、由紀は龍斗から目を逸そらす。

（……まだ、俺に怒ってるんだろうなあ）

　登校中も、由紀は龍斗に話しかけないどころか、視線も合わせようとしない。

　不機嫌な由紀の態度に、龍斗は居心地の悪さを感じる。……やっぱり、由紀にはちゃんと謝った方がいい。

「なあ、由紀──」

　龍斗は、それとなくアイリスのことを隠していた件に触れようと、口を開く。

　だが、口にしたい言葉を、全すべて言うことは出来なかった。

　龍斗の胸に重い衝撃が走り、吹き飛ばされていたからだ。

（……へ？）

　視界の隅に映る、驚いた顔をするアイリスと由紀。腕の中に感じる温かい感触。鼻をくすぐる甘い匂におい。

　だが、それも一瞬。

「だあああああああああ！」

　龍りゆう斗とはアスファルトの上に、仰向けに激しく投げ出された。

　衝撃で視界がぶれ、何が起こったのか龍斗には分からない。理解できるのは何かにぶつかったことと、ひりひりとした背中の痛みだけだ。

　龍斗は体を起こそうとして、お腹なかの辺りに柔らかい、確かな重みがあることに気づいた。謎なぞの物体がもぞもぞと動く度にくすぐったさを感じ、変な声が出てしまいそうになる。

　誰だれかが俺の上に座っている？　そう龍斗が思うと同時に、ぼやけた視界がはっきりし、

「……うぇ？」

　今度こそ、龍斗は変な声をもらした。

　龍斗の目に映ったのは、お腹の上に馬乗りしているポニーテールの美少女。

　少女らしさを感じさせない、凜り々りしい顔立ち。知性を感じさせるような、怜れい悧りな目付き。そして何な故ぜか、口にくわえているのは、食べかけの食パンだ。

　少女は桜さくらヶが丘おか高校の制服を着ていた。豊満な胸の上にはリボンが飾られており、紺色のスカートはめくれ上がっている。形の良い健康的なふくらはぎ、さらには下着までも覗のぞかせていた。黒色だ。そう思うと同時に、龍斗は慌てて少女の顔に視線を逃がした。

　数秒の間、龍斗は呆ぼう然ぜんとしたまま、少女の顔を凝視する。

　少女は龍斗を見つめながら、おもむろに口から食パンを離し、

「すまん、ぶつかった」

　ぶっきらぼうに、しかし鈴が転がるような響きを持つ声で言った。

　だが、龍斗から動こうとも、弁解の言葉を口にしようともしない。

「……とりあえず、降りてくれないか？　この体勢は、非常にまずいと思うんだが」

　龍斗は道行く人の好奇や怪け訝げんな視線を感じながら、少女に言った。

「それは嫌だな。出来れば、私はここから動きたくない」

「い、嫌？　無理とかじゃなくて？」

「ああ。君のお腹の上は温かい」

「……はい？」

　一瞬、龍斗には少女が何を言っているのか分からなかった。

　お腹の上が温かい。……もしかして、それが降りたくない理由？

「それに、意外と君は筋肉質だ。見た目からは分かりづらいが、無駄な脂肪が一切ない。実に座り心地がいいな」

「は、はあっ!?　お前は何変なこと言ってんだ!?」

「変なこととは心外だな、私は褒めてるんだぞ。喜ばれはしても、罵ば倒とうされる覚えはない」

「阿あ呆ほかっ。こんな状況で、しかも初対面の女の子に筋肉のこと褒められて嬉しいわけないだろ！」

「……そうなのか？　体格が良いというのは、男子にとって、最高の殺し文句だと思ったんだがな」

　龍りゆう斗とから退く様子もなく、ふむ、と少女は顎あごに手を当てる。

「そんなことはいいから、いつまで俺の上に──」

「いつまで先輩の上に乗ってるんですかあっ！」

　二人の成り行きを見ていた由ゆ紀きが、大慌てで龍斗の許もとに駆け寄った。それを見て、少女は龍斗から立ち上がる。

「大丈夫ですか、石いし馬ま先輩！　怪け我がとかないですか？」

「あ、ああ。大したことないぞ」

　おろおろと龍斗の心配をする由紀の姿は、龍斗がよく知っているいつもの由紀だ。最近不機嫌だった由紀とのギャップに、龍斗は思わず動揺してしまう。

　由紀はきっ、と少女を見ると、

「……何なんですか？　あなたは。突然石馬先輩に体当たりして」

「体当たりとは人聞きが悪い、私はたまたまぶつかっただけだ。遅刻しそうになって慌てていたからな。ほら、この食べかけの食パンがその証拠だ」

　ぱくりと、少女が食パンをくわえる。

　胡う散さん臭い。死ぬほど胡散臭い。

「適当なこと言わないで下さい！　遅れそうって言いながら、石馬先輩のお腹なかの上でゆっくりしてたじゃないですか！」

「不可抗力だ、許せ。私だってリビドーを抑えられない時だってある。それに、男の体に快楽を覚えるのは、女の喜びらしいからな」

「か、かかか快楽とか、何言ってるんですかーっ！」

　ぼっ、と顔を赤くする由紀。それを横目に食パンを食べる少女に、龍斗は顔をしかめた。

　少女は偶然ぶつかっただけだと言うが……それにしては、奇妙な点が多い。

　遅刻しそうになったとはいっても、朝礼まではまだ余裕がある。それに、龍斗はアイリスたちと並んで歩いていたというのに、少女は龍斗にピンポイントにぶつかってきた。

　こんなに都合よくぶつかることなんて、あり得るだろうか？

「ところで、君は石馬と言うらしいな。下の名前は？」

「……何で名前なんか聞くんだ。俺達は通りがかりにぶつかっただけの仲だろ？」

「袖そで振り合うも他生の縁とも言うだろう。それに、君には興味がある」

　龍斗はしばらく少女と見つめ合った後、

「……龍斗だ。石馬龍斗」

「りゅうと……龍斗か。なるほど、いい名前だ」

　口元を緩め、少女は小さく笑う。

「私は朝あさ霧ぎり時雨しぐれだ。時雨で良い。覚えておいてくれ」

　そう言うと、少女──時雨は龍りゆう斗とに背を向け、去っていった。

「大丈夫ですか？　リュート」

　それまで遠巻きに龍斗達の会話を聞いていたアイリスが、声をかけた。

「怪け我がはどこもしてないぞ。きついタックル喰くらって、まだ胸が痺しびれてるけどな」

「いえ、怪我のことだけではありません」

　アイリスはとんとん、と指で自分の胸を叩たたく。……なるほど。

「ああ、大丈夫だ。ちゃんとあるぞ」

　龍斗は服の下に隠した本の感触を確認した後、アイリスに頷うなずいた。由ゆ紀きは龍斗の返答を奇妙に思ったのか、きょとんと首を傾かしげている。

　二週間前の夜、龍斗の生活は劇的に変わった。全すべては、一冊の本と出会ったからだ。

　空想上の生物や兵器を召喚する魔導書グリモワール、〈幻想戯曲〉。龍斗はその日、ある〈幻想戯曲〉と契約を交わした。

　ある少女の騎士の叙事伝、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、聖剣と謳うたわれるベオウルフと、幾多もの魔物を倒した英雄──目の前にいるアイリスを召喚する能力アビリテイを持つ。

「さっきの少女……シグレと言いましたか。惚ほれ惚ぼれするほど見事な突進でしたね。一瞬、私にも何が起こったのか分かりませんでした」

「妙なところで感心しないでくれ。あと、やっぱりさっきの偶然ぶつかったんじゃなくて、ぶつかってきたんだな」

「ええ、恐らく」

　そう言うと、アイリスは由紀に聞こえないよう声を落とし、

「シグレには気をつけて下さい」

「……ああ、分かった」

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、あらゆる〈幻想戯曲〉と比べても異例と言っていい。

　まず、本来ならどの〈幻想戯曲〉にも備えられている、召喚したものを本の中に戻すという行為が出来ない。だが、これは龍斗と『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の不完全な契約の影響だろう、というのがエミリの見解だった。

　他ほかにも、契約した当初は物語が完結しておらず、使役型と装備型の二つを兼ね備えている。通常の〈幻想戯曲〉にはありえないことだ。

　それ故、何者かが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪おうとしていることを、龍斗は知っている。

　時雨が意図的に龍斗にぶつかったと、断定はできないが……『孤高の英雄譚』が目的で龍斗に近づいた可能性は、十分にある。

「あの、二人とも急がなくてもいいんですか？　もうすぐ朝礼始まっちゃいますけど」

「……そうだな、そろそろ行こうか」

　由ゆ紀きの言葉をきっかけに、龍りゆう斗と達は学校に足を向け歩き出した。

「それと、石いし馬ま先輩さっきの女の子とぶつかってラッキー、とか思ってませんか？」

「何でだよ。俺は他人に豪快に吹き飛ばされて喜ぶような趣味は持ってないぞ」

「だって、石馬先輩あの女の子の下着見てましたから」

　由紀が半眼で、龍斗を見つめる。龍斗はその言葉に答えず由紀から視線を外した。

　まあ、下着を見たのは、否定できない。



「登校中、食パンをくわえた女の子にぶつかって下着を見た、ねえ……」

　エミリは机に顎あごを乗せただらけた体勢で、呆あきれたように言った。

　すらりとした体のライン。髪の色は明るく、左右に束ねたツインテール。陶器のように白い肌。その少女は、全すべてが異国的だった。

「天然記念物級の古き良きラブコメ少女ね、呆れを通り越して感動するわ。で、その娘の名前は？」

「朝あさ霧ぎり時雨しぐれって言うらしい。一応、エミリにも伝えておこうと思ってな」

　昼休み。授業中張り詰めていた空気は緩み、教室の生徒たちは机の上に弁当を広げていた。龍斗もその時間を利用し、エミリに今朝の出来事を話していたのだ。

「エミリはどう思う？　やっぱり時雨は、ウォレス図書館の〈幻想戯曲〉を盗んだ犯人と関係があると思うか？」

「そうね……」

　犯人、という言葉にエミリは姿勢を正す。

　ウォレス図書館──イギリスにある、西ヨーロッパ一帯の〈幻想戯曲〉を回収、管理する幻想図書館。エミリは、そのウォレス図書館に所属する幻想司書だ。

　二週間前、ウォレス図書館から、数冊の〈幻想戯曲〉が盗まれた。エミリはその犯人を追って、龍斗の住む桜さくらヶが丘おかを訪れたのだ。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を狙ねらうのは、今のところ犯人から〈幻想戯曲〉をもらった人間しか知らない。

「その前に龍斗に聞きたいんだけど……その時雨とかいう人には、刻印はなかったの？」

　エミリの言葉に、龍斗の顔が引き締まる。時雨の刻印の有無は、龍斗も気にかかっていたことだ。

「……ああ。時雨の右腕には、何もなかったぞ」

　以前、龍斗は拓たく也やという、『獣使いの乙女サモナー・オブ・メイデン』という〈幻想戯曲〉を所持した契約者と、交戦した。

　拓也の右腕には模様のようなものが刻まれていた。そして、拓也に勝利したとき、その模様が──便宜上、龍斗たちは刻印と呼んでいるが──消えたのだ。その刻印が、〈幻想戯曲〉と契約した人間の証あかしと考えて良い。龍斗達はそう判断していた。

「ということは、時雨しぐれは契約者じゃないってことか？」

「……いえ、一概にそうは言い切れないわ。刻印を右腕以外に刻まれた契約者がいるケースが、桜さくらヶが丘おか図書館から報告されてるから」

　桜ヶ丘図書館。聞き覚えがある。確か、日本最大規模を誇る、幻想図書館だ。

「右腕以外に刻印が刻まれたケース？　……ていうか、桜ヶ丘図書館も、犯人を捕まえようとしてるのか？」

「一般人に〈幻想戯曲〉を配る犯人を、放っておく訳にはいかないもの。桜ヶ丘図書館も協力してくれてるの。契約者から回収したウォレス図書館の〈幻想戯曲〉は私に返してくれるしね」

　こほん、とエミリが咳せき払ばらいをする。

「話が逸それたわね。……拓たく也やの刻印は右腕にあったけど、お腹なかや太ももに刻印があった契約者もいたらしいの。時雨も服の下に刻印を隠してるかもしれないってこと」

「……なるほど」

「でも、その時雨って女の子が、犯人と関係があるかは、まだ判断できないわ。わざとぶつかった可能性は高いでしょうけど、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うだけなら、わざわざ龍りゆう斗とと接触する必要がないもの」

　それは龍斗も感じていた疑問だ。何な故ぜ、時雨は今朝ぶつかってきたのだろう。

　龍斗とぶつかったように見せかけ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗むためなら納得もいく。

　だが、時雨は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗むことはしなかった。結局、龍斗達に警戒心を与えただけだ。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が目的なら、龍斗が一人でいる時に襲う方が確実よ。前の時みたいにね」

「……だからって、時雨が契約者じゃないとは、言い切れないだろ」

「ええ。だから、もし時雨が契約者だったとして、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗むのに失敗したのなら、今度は龍斗を襲うと思うんだけど……」

　それに、とエミリは付け加える。

「時雨が契約者の協力をしている、っていうのも考えられるわ。何かしらの交換条件を出されて、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗む、みたいにね。時雨は桜ヶ丘高校の生徒だし、龍斗に近づく機会は多いもの」

「でも、契約者が一般人に、〈幻想戯曲〉のことなんか教えるか？」

「それは条件次第でしょうね。時雨にとって、契約者の交換条件を呑のまなきゃいけない状況なら、龍斗の持ってる本を盗む、っていう曖あい昧まいな情報でも協力するかもしれないもの」

　確かに、〈幻想戯曲〉を使えば、時雨に協力させる条件を作るのは簡単かもしれない。極端な言い方だが、〈幻想戯曲〉の能力を使い家族を人質に取られれば、時雨は契約者の言うことに従わざるを得ない。

　つまり、今のところ、時雨しぐれの正体はどれ一つとして断定出来ないということだ。

　犯人に刻印を刻まれた契約者か。契約者に『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗むように命じられた協力者か。それとも、偶然龍りゆう斗とにぶつかった、そそっかしい普通の女子高生か……。

「どうする？　このまま時雨を放っておく訳にはいかないだろ」

「……とりあえず、様子を見てみましょう。時雨が〈幻想戯曲〉と関係あるかどうか分からないなら、無む闇やみに手を出すわけにもいかないから」

「そうか。……まあ、本当に時雨とぶつかっただけであることを祈ってるよ」

「でも、ある程度警戒はしておいた方がいいわね。しばらくの間、龍斗はアイリスから離れないこと。龍斗が一人でいる時が、一番危ないから」

「アイリスから離れないように、か」

　龍斗は、教室で女子生徒と話すアイリスを見つめる。

　アイリスは笑顔を混じえながら、楽しげに会話を交わしている。その姿は騎士とは関係のない、どこにでもいる女子校生に見えた。

「……龍斗。顔がにやけてるわよ」

「ああ、うん。まあ、アイリスがちゃんと学校でやっていけるか、心配だったからさ」

　アイリスは転入してから真面目まじめに授業を受けたり、気の合う友達も出来て、立派に学生生活を送っていた。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中では戦うことしか知らなかったアイリスが、普通の女の子のような日常を送っている。その姿を見ると、未いまだに龍斗はつい、頬ほおが緩んでしまうのだ。

　アイリスが席から立ち、龍斗の傍そばに歩み寄る。

「すみません、少し友達との話が長くなってしまいました。シグレの話は、もう終わったのですか？」

「ええ、とりあえず方針は決まったわ。……でも、龍斗が時雨を疑ってくれて良かったわ。『今朝女の子にぶつかっちゃってさー、まいったよ。ははは』なんて言うほど鈍感なら、救いようがないもの」

「俺が鈍感？　何で？」

「あなた自分で気づいてないの？　……じゃあ問題。最近由ゆ紀きが龍斗に対して怒ってるのは分かってるわよね？　それは何な故ぜでしょーか」

　生徒に講義をする教師よろしく、エミリがシャーペンで龍斗を指す。

　龍斗は、突然由紀の名前が出てきたことに疑問を感じながら、

「そんなの、アイリスと同居してたのを黙ってたからじゃないのか？　由紀に嘘うそをついてた訳なんだし」

「でも、それなら私に対しても不機嫌になってないとおかしくない？　アイリスのことを隠してたのは、私も同じなんだから」

「……あれ？」

　確かに、エミリの言う通りだ。じゃあ、由ゆ紀きは何で怒ってるんだろう？

「龍りゆう斗とがこの調子じゃ、あの娘も苦労するわけね。こういうの日本の諺ことわざで何て言うんだっけ？　……灯台デモクラシー？」

「それを言うなら灯台下暗しだ。灯台に政治を左右される国の未来なんて、暗くて敵かなわんだろう。……もし、それが灯台だから明るいという古典的な冗談なら、腹を抱えて笑ってやるぞ」

　不意に聞こえた声に、龍斗たちは顔を強こわばらせた。今の言葉は龍斗でも、アイリスが言ったものでもない。

　聞き覚えのある声だ。鈴が鳴るような、凜りんとした声音。

　龍斗が振り返ると、そこにいたのはポニーテールの少女。昼食を食べようとしていたのか、手にはハンカチに包まれた二つの弁当がある。

　朝あさ霧ぎり時雨しぐれ──忘れるはずもない、今朝龍斗にぶつかってきた女の子だ。

「シグレ……！」

　時雨は身構えるアイリスを一いち瞥べつし、再び龍斗に顔を向ける。

「また会ったな、龍斗」

「……また会ったっていうのは語弊があるんじゃないのか？　俺には時雨が、わざわざ会いに来たように見えるんだが」

　動揺を抑えながら、龍斗は平静を装う。

　時雨が再び接触してくることは、龍斗も予想していた。だが、まさか昼休みに龍斗に会いに来るとは。強引に『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うにしても、教室ではあまりに目立ちすぎる。一体、何が目的なのか。

　龍斗は横目でエミリを見る。エミリは時雨を警戒しているらしく、険しい顔をしていた。

「それは否定しないさ。私は龍斗に話があったんだからな」

　そう言うと、時雨は龍斗に弁当を差し出した。

「今朝、私は登校中に龍斗にぶつかってしまった。そのお詫わびをしたいと思ってな。こうして昼食の誘いに来たわけだ」

　龍斗は怪け訝げんな表情を浮かべる。あれだけあからさまにぶつかっておいて、時雨は偶然龍斗とぶつかったと言い張るつもりなのか。

「なるほど、時雨の言いたいことは分かった。でも、俺から質問していいか？」

　龍斗は、目の前に差し出された弁当を見る。ピンク色の、かわいらしい兎がプリントされたハンカチに包まれている。クールな時雨らしくないと思ったが、そこはまあいい。

「これ、手作りだろ？　俺のためにわざわざ作ってくれたのか？」

「ああ。異性に手作り弁当を食べてもらうのは初めてなんだ。受け取ってくれ、龍りゆう斗との感想が楽しみだ」

　時雨しぐれは嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、ぐいっ、とさらに強く弁当を龍斗に差し出す。

「いや、おかしいだろ。俺と時雨がぶつかったのは今朝なのに、何で弁当二つ作ってるんだよ。時雨は弁当一つじゃ満足できないほど食いしん坊なのか？」

　龍斗の言葉に、時雨はぴたっと体を硬直させた。

　時雨は微笑んだまま、表情を変えず固まっている。……いや、一つだけ変化があった。額に一筋、汗が流れている。

「……今朝は素敵な出会いがある気がしたんだ。龍斗には分からんだろうが、女の子には運命という名の電波を受信するアンテナが付いている……らしい。だから一つ余分に弁当を作ってきた」

「それは流石さすがに無理があると思うんだが……」

「いいから受け取ってくれっ。女子の好意を受け止めるのは男子の義務だぞ」

　時雨は龍斗に弁当を押し付け、しぶしぶ龍斗は受け取った。

「うむ、それでいい。……そうだ、一つ言い忘れてたことがあった」

　時雨はこほん、と一つ咳せき払ばらいすると、

「べ、べつにあんたのためにつくったんじゃないからね。かんちがいしないでよね。……こんな感じか」















　感情が一切篭こもっていない、ひどい棒読みで言い放った。だが、時雨しぐれは手て応ごたえを感じているらしく、自信満々といった顔をしている。

「……そんな事務的にツンデレされても、嬉うれしくも何ともないんだけど」

「そうなのか？　……おかしい。これを言えば男子はイチコロだと書いてあったんだが」

　時雨は龍りゆう斗とから顔を逸そらし、ぶつぶつと独り言を零こぼす。

「まあいい。とにかく、昼食を一緒に食べよう。屋上まで付き合ってくれないか？」

「何で昼飯を食べるのに屋上まで行かなきゃいけないんだ」

「野暮なことを聞かないでくれ。龍斗と二人っきりになりたいからに決まってるだろう」

　時雨がほのかに笑う。やはり、ただ昼食を食べに来たわけじゃなさそうだ。

「弁当を作ってきてくれたのは有り難いけど、屋上に行くのは断る。食べるならここで食べよう」

　昼食を時雨と一緒に食べるのは、さほど問題はない。しかし、屋上という人目につかない場所で、しかも二人っきりになるのはまずい。

「それは嫌だな。龍斗と食事をするなら、もっと静かな場所がいい。それに、屋上で異性と食事をするというシチュエーションにも、憧あこがれていたんだ」

「止やめといた方がいいぞ。今の時期、屋上で食べたって暑いだけだ」

「……どうしてもか？」

「ああ、どうしてもだ」

　龍斗がそっぽを向くように、時雨から視線を外した。……その時だ。

　ふにゅん、と腕が柔らかい感触に包まれ、龍斗は顔を凍らせる。

　むにむにと、二の腕に押し付けられる弾力のある何か。

　それだけではない。さっきまで感じなかった甘い香りまで、鼻をくすぐっている。

（まさかこいつ……！）

　ぎぎぎ、とぎこちなく龍斗が首を動かすと……龍斗の予想は的中した。

　時雨は、龍斗の腕に抱きついていた。それも、これみよがしに胸を当てながら。

「な、ななな、な──！」

「あまり私に恥をかかせないでくれ、龍斗。……こんなに、お願いしてるんだぞ」

　時雨はなまめかしく、龍斗の耳元で囁ささやく。

　胸を当てられて分かったが、時雨の胸は見た目以上に豊満だ。

　そして、時雨は龍斗の二の腕に愛いとおしそうに頬ずりをする。ぞくぞくと、得も言われぬ痺しびれが龍斗の背中を這はい上がった。

　龍斗の頭の中は真っ白だ。まともに考えることができない。ただ、激しくなった動どう悸きの音だけが、龍斗の耳の奥で響いている。

　龍りゆう斗とに抱きつく時雨しぐれに、教室中の生徒がどよめいた。ある者は黄色い声を、ある者は悲鳴のような声をあげている。

「よ、止よせよこんな場所でっ！　みんなが見てるだろ！」

「ここじゃなかったら、良いのか？　では、屋上に行こう。龍斗さえ良ければ、もっと君を悦よろこばせることだって出来る」

「悦んでねえよ！　大体、そういう問題じゃ──！」

　それ以上、龍斗は言葉に出来なかった。

　ふっと、時雨が龍斗の耳に、優しく息を吹きかけたからだ。

　耳たぶを撫なでる、時雨の吐息。それはまるで、甘あま噛がみをする猫のよう。

　完全に、龍斗の思考は停止した。

「こんな場所じゃなくて、もっといいところに行こう。……愛を育はぐくもうぞ、龍斗」

　時雨に腕を引かれ、龍斗がふらふら～っと、立ち上がった。

「お待ちください、シグレ」

　それまで身構えていたアイリスが、時雨を制止した。

「リュートは私たちと昼食をとる約束をしていたのです。リュートと二人きりで食事をするのは、私が許しません」

「……君が龍斗の何なのかは知らないが、私と龍斗の愛の語らいの邪魔をしないでくれ。場の空気は読んで欲しいな」

「語らいも何も、あなたが一方的にぶつけているだけでしょう。ついてくるのは勝手ですが、私たちを忘れないでください」

　アイリスは龍斗の首根っこを捕まえ、教室を出て行く。

　だが、時雨は龍斗の腕にしがみつき、ずるずると引きずられていた。

「いだっ、いだだだっ！」

　龍斗の腕に時雨の体重がかかり、悶もだえる龍斗。

「……っ！　あなたはいつまでリュートにしがみついてるんですか！　重いんですから離してください！」

「ついてくるのは勝手、と言ったのは君だろう。私と龍斗の逢あい引びきを邪魔しないでくれ」

「ていうか、痛いって！　とりあえず止まってくれよ、アイリス！」

「嫌ですっ！　ここで私が止まれば、シグレに負けたことになりますから！」

「勝ち負けの問題じゃないだろ！　ていうか、みんな見てるって！　すごい恥ずかしいんだけど！」

　龍斗たちは言い争いをしながら、廊下を歩いていく。

　振り向くと、やれやれとばかりに首を振り、龍斗たちについてくるエミリが見えた。



　放課後、龍りゆう斗とは文芸部にいた。

　部室にいるのは、由ゆ紀きから借りた青春小説を読むアイリスと、日本の観光雑誌を開いているエミリ。アイリスは桜さくらヶが丘おか高校に転入すると同時に文芸部に入部し、放課後は彼女たちと文芸部で過ごすのが、龍斗の日常になっていた。

　しかし、部長である由紀の姿はない。図書委員でもある由紀は、今日は図書室で学級文庫の本を選んでいる。

「確信したわ。あいつ、確実に龍斗の『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』狙ねらってるわ。そうでもないと、あんな強引に龍斗と二人きりになろうとしないもの」

　観光雑誌から顔を上げたエミリが、軽けい蔑べつを含んだ眼まな差ざしで龍斗を見る。

「それと、絶対龍斗を一人にしちゃ駄目。ハニートラップにころっと騙だまされるタイプよ、こいつ。あれだけ時雨しぐれと二人っきりになるなって言ってるのに、鼻の下伸ばしてついていくんだもの」

「全くです。少しシグレに抱きつかれただけで、あんな簡単に篭ろう絡らくされるとは。見損ないましたよ」

「……面目ない」

　アイリスとエミリの非難の言葉を、甘んじて受け入れる龍斗。全すべて事実なのだ。言い訳のしようもない。

　昼休みに時雨が来襲してから放課後まで、彼女はあの手この手を使って龍斗にアプローチをかけてきた。例えば、

「借りてた教科書を返すぞ、恩に着る。あと、教科書に私と龍斗の相合傘を書いておいたが、深い意味はないから気にしないでくれ」

「すまん、体調が悪いんだ。保健室まで運んでくれないか。……何な故ぜ肩を貸そうとする。こういう時はおんぶと相場が決まっているだろう」

「一緒に帰らないか？　この前雰囲気のいいホテルを見つけたんだ。一人で入るのは恥ずかしいから、龍斗もどうだ？　ベッドはキングサイズでいいな？」

　こんな感じである。

　龍斗も断る意思はあるものの、時雨のペースに乗せられてつい我を忘れてしまうのだ。その度に、アイリスとエミリに助けられる始末である。本当に、この二人には感謝してもしきれない。

「リュートは私を守ると約束したでしょう。ならば、私と同じ騎士のはずです。女性の色香に騙されるなんて、騎士失格ですよ」

　感謝してもしきれないのだが……正直、ここまで非難されると、すごくへこむ。

　アイリスは文芸部に来てからずっとこの調子だ。怒りすぎではないかと思ってしまうほどで、アイリスの説教は止まらない。

　エミリも、アイリスの様子がおかしいと思ったのか、

「アイリス、流石さすがに龍りゆう斗とを責めすぎじゃない？　私も、龍斗は情けないとは思うけど」

「いえ、これくらい言わなきゃリュートは分かりません。少し胸が大きいからといって、すぐに騙だまされて。確かに、リュートの周りにはそこまで胸が大きい女性はいませんが──」

「ちょっと待て、胸が大きい方が好きなんて一言も言ってないだろ！」

「そうよ！　それに、私だって小さい訳じゃないんだから！　普通よ、普通！」

　予想外にも、エミリがアイリスの言葉に強く反応する。意外と、胸のサイズを気にしているのかもしれない。

「……そ、そうですか」

　二人に言い返され、クールダウンするアイリス。

「とりあえず、予定は変更ね。時雨しぐれは契約者、もしくは契約者に関係のある人間って考えたほうがいいわ。多分、龍斗を惚ほれさせて、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗むつもりよ」

　流石にそんなのは騙されない……と言いたいところだが、実際に時雨に連れていかれそうになったのだ。龍斗としては、何も言えない。

「じゃあ、時雨はどうするんだ。もう様子を見てる訳にもいかないだろ」

「……私は、しばらく時雨を泳がそうと思うんだけど」

「泳がす？」

「私達は犯人のことを全く知らないわ。分かってることといえば、どんな人間でも〈幻想戯曲〉を契約させる能力を持ってるってことくらい。だから、時雨から犯人の情報を引き出したいの」

　ツインテールの毛先をいじりながら、エミリは続ける。

「時雨が刻印を刻まれた契約者なら、また犯人と会う可能性もある。それに、時雨が協力者なら、契約者と連絡を取るかもしれない。契約者が分かれば、犯人の情報を聞き出すことも出来るかもしれないわ」

「……それって、時雨を監視するってことか？」

「そう。だからしばらくの間、学校が終わったら時雨を尾行するつもりよ。そうすれば、少しでも犯人に近づけるかも。龍斗には悪いけど、少しの間、時雨を好きにさせてやってくれない？　数日様子を見て何も成果がなかったら、すぐに時雨を問いただしてみるから」

　それはつまり、時雨にいつでも龍斗を襲ったり、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗む機会を与えるということだ。それがどれだけ危険なことか、エミリも理解しているからこそ、数日という制約をつけたのだろう。

　だが、見方を変えればチャンスとも言える。時雨を探れば、犯人の手がかりを得ることが出来るかもしれないのだから。

　それは龍斗にも理解できる。しかし……、

（……これからも、時雨しぐれと付き合うのか）

　突拍子もない発言、常識外れの行動。時雨と一緒にいると精神的に疲れて、へとへとになるのだ。おかげで、学校で龍りゆう斗とが息抜きできる空間は、文芸部だけになっていた。

　……いや、まだ一つだけ問題があった。

「こんにちは、みなさん」

　文芸部の扉が開き、由ゆ紀きが入ってきた。

　由紀が席に座ったのを見て、エミリが声をかける。

「おつかれさま、由紀。学級文庫の選書遅かったわね」

「クラスのみんなにおすすめの本がたくさんあって、選ぶのに時間がかかっちゃいました。でも、けっこう楽しいんですよ？　自分の好きな本を読んでもらえるんじゃないかって思うと、嬉うれしくて」

「ユキの選んだ本ですか、興味深いですね。もし良かったら、私にもその本の題名を教えてくれませんか？」

　楽しげに会話する、三人の少女。その光景を、龍斗は疎外感を感じながら眺めていた。

　部員が由紀と龍斗だけだった頃ころは、よく談笑していた。由紀と二人っきりだったが、時間を忘れるほど、由紀と言葉を交わすのは楽しかったのだ。

　だが、アイリスが入部してから、龍斗は部室で由紀と話した記憶がない。今までは、由紀と二人きりでも、他愛のない話で盛り上がったというのに。

　当たり前に感じていた由紀の笑顔を思い出し、龍斗の胸が針に刺されたように痛む。

　……もういいかげん、こんな関係は止やめにしたい。

「……なあ、由紀」

　おずおずと、龍斗は呟つぶやくような声で由紀に話しかける。

　その言葉は届いたのか、由紀はアイリス達と会話するのを止めた。

「何ですか？」

　もう聞き慣れた、由紀の素っ気ない声色。その口調には苛いら立だちさえ感じられた。

「……やっぱり、俺がアイリスと同居してたことを隠してたの、まだ怒ってるのか？」

　若干の、由紀の沈黙。

　アイリスとエミリは雰囲気を察したのか、緊張したような面持ちで二人を見ていた。

「……石いし馬ま先輩が私に嘘うそをついたって分かったときは、確かにショックでした。でも、それはもういいんです。アイリスさんと同居しているのを隠す気持ちは、分かりますから」

「でも、由紀はまだ俺に対して不機嫌じゃないか。……それは、どうしてなんだ？」

　まだ分かっていないのか、とばかりに、エミリが眉まゆをひそめる。

　由紀はすぐには答えず、龍斗を見つめていた。

「だって、それは……」

　躊躇ためらいがちに由ゆ紀きは口を開くが、それ以上は言おうとしない。

　息をするのも憚はばかられる静寂。その静寂を破ったのは──文芸部の扉が開く音。

「……もしかして、間が悪かったか？」

　そこには、気まずそうな言葉をもらした朝あさ霧ぎり時雨しぐれがいた。

　龍りゆう斗とは、時雨を見つめる。……まさか、一度ならず二度までも、時雨の邪魔が入るとは。

「い、いえ、そんなことは──あっ！」

　由紀は時雨に応対しようとし、目を見張る。

「今朝、石いし馬ま先輩にぶつかってきた……」

「再三言うようだが、ぶつかってきたじゃなくてぶつかった、だ。人を当たり屋のように言わないで欲しいな」

「そ、そんなこと言われたってあれはどう見ても……い、いえ、今はいいです。それより、どうしたんですか？」

「部長はいるか？　話があるんだが」

　部室を見渡しながら、時雨はさも当然のように龍斗の傍そばに寄り──さっと、アイリスとエミリは龍斗の両隣に座った。

　その二人を見て、顔をしかめる時雨。そして、動揺を露あらわにする由紀。

「あ、アイリスさん、エミリさん!?　な、何で石馬先輩の隣に……!?」

「……何のつもりだ、君たちは」

「何か不都合がありますか？　私達は席を移動しただけですが」

「空いてる席ならそこにあるでしょ。座ったら？」

　牽けん制せいしあうように、見つめ合う三人。

「……そうだな。では遠慮なく座らせてもらおう」

　時雨がそう言った、次の瞬間。

　とすっ、と。龍斗は両膝ひざに確かな重みを感じた。

「なっ……！」

　そう驚きの声をもらしたのは、果たして誰だれだったのか。

　龍斗の膝の上でもぞもぞと動く、柔らかい感触。

　体全体に感じる、心地よい温かさ。

　時雨は、龍斗の両膝の上に座っていた。しかも、龍斗に背をもたれながら。

「それで、文芸部の部長は誰なんだ？」

　龍斗の動揺を気にもせず、時雨は冷静に文芸部の部員を順番に見る。

「シグレ、いい加減に──」

　時雨を見かねたアイリスが、口を開こうとした時、

「ななな、何してるんですかあなたは──っ！」

　怒号にも似た声が、文芸部に響いた。

　龍りゆう斗と達は、顔を赤くしながら立ち上がった由ゆ紀きを見つめる。あの時雨しぐれでさえ、目を丸くしていた。

「突然部室に来て、先輩を椅い子す代わりにするなんて非常識ですっ！　何を考えてるんですか、あなたは！」

「遠慮なく座れ、と言ったのはそこのツインテールだろう」

「いい加減にして下さいっ！　屁へ理り屈くつはいいですから、石いし馬ま先輩から降りて下さい！　早くしないと──」

「早くしないと、何なんだ？」

　挑発的な時雨の言葉に、由紀はぎゅっとスカートの裾すそを握った。

　無言のまま、睨にらみ合う二人。耳に痛い沈黙に、龍斗は息を殺し二人を見ている。

　先に動いたのは由紀だった。由紀は険しい表情を浮かべ、時雨に近寄る。

　龍斗の背中に冷や汗が流れる。まさか……！

「由紀、やめ──」

　龍斗の制止も聞かず、由紀は時雨に手を伸ばすと──

　ぐっと、龍斗の右膝ひざの方に押し込んだ。

「……は？」

　拍子抜けした声を零こぼす龍斗。

　だが、

「ええ──────っ!?」

　次の瞬間、その声は驚きの声に変わった。

　アイリスも、エミリも、時雨さえも、驚きに満ちた表情で由紀を見つめる。……無理もない。

　何な故ぜなら、由紀は空いた龍斗の左膝に、ちょこんと座っていたのだから。

　突然の由紀らしくない行動に、龍斗の思考は停止寸前だ。

　ただぼんやりと、やっぱり由紀の方が軽いんだ、と場違いな考えが頭を掠かすめた。

「……こうさせてもらいます。時雨さんだけ座るなんて、ずるいですから」

　龍斗の膝の上で、毅き然ぜんとする由紀。

　時雨は愕がく然ぜんとした表情で由紀を見つめていたが、やがてふっと笑うと、

「……おもしろいな、君は。名前は何て言うんだ？」

「桜さくらヶが丘おか高校一年生、村むら枝えだ由紀です。文芸部の部長をしています」

「由紀か、覚えておこう。君とは仲良くなれそうだ」

「俺の膝の上で和解するんじゃねえ──！」

　羞しゆう恥ちから、龍斗は堪たまらず叫んだ。















「大声を出さないでください。……わ、私だってすごく恥ずかしいんですから」

　由ゆ紀きの言葉は嘘うそではないのだろう。髪から覗のぞかせた耳は真っ赤になってるし、由紀のお尻しりも心なしか熱く感じられる。

「恥ずかしかったら降りればいいだろ！　うら若い女の子がこんなはしたないことするんじゃない！」

「い、嫌です。時雨しぐれさんが降りるまでは、絶対に降りませんっ」

「私も由紀と同意見だ、諦あきらめろ龍りゆう斗と。両膝ひざに女の子二人乗せるなんて、金でも払わんと経験できんぞ？」

「まあ、そうだけど……って、違う！　もっと部室は広いんだから有効活用しろよ！」

　龍斗は悲鳴に近い声で訴えるが、二人はさらさら動く気はない。

　そんな龍斗を、アイリスとエミリは半眼で見つめるだけであった。



「……つまり、時雨さんは文芸部に入部したくてここに来たと」

「ああ。文芸部は廃部したとばかり思ってたからな。最近部員が増えたと聞いて、こうして門を叩たたいたという訳だ」

「でも、時雨さんは二年生なんですよね？　今まで部活には入ってなかったんですか？」

「集団行動は苦手なんだ。だが、読書は好きだからな。文芸部ならうまくやっていけそうだと思ったんだ」

「……なるほど」

　由ゆ紀きと時雨しぐれは、入部の件について話を進めていた。……ただし、龍りゆう斗との膝ひざの上で。

　二人が話す度に、由紀のショートカットが、時雨のポニーテールが、龍斗の頬ほおを撫なでる。

　膝の上はバランスが悪いのか、しきりに由紀と時雨は座る位置を直している。おかげで、くすぐったくて仕方ない。

　右を向くと、侮ぶ蔑べつを込めた視線を送るエミリ。

　左を向くと、恨めしそうに見つめるアイリス。

　……なに？　この状況。

「どうだ。もし良かったら、私を文芸部に入部させてもらえないか？」

　時雨は読書が趣味だから入部したいと言ったが、間違いなく嘘うそだろう。文芸部に入れば、龍斗に近づける機会が増えるからに決まっている。

　だが、入部の可否の権限を持つのは部長である由紀だ。そして、由紀は時雨が〈幻想戯曲〉に関かかわっていると知らない。由紀には、時雨の入部を拒否する理由なんてないのだ。

「そうですね……」

　しかし、由紀は首を縦に振ろうとしない。やはり、いきなり先輩である龍斗の膝に乗った時雨を、快く思ってないのだろうか。

　しかし、部員の少なさから廃部の危機を経験したことのある由紀なら、部活の説明くらいしそうなものだが。

（……そういえば、エミリが入部するときも由紀は迷ってたっけ）

　アイリスの時もそうだった。転校初日に文芸部に入りたいと申し出たアイリスに、由紀は散々悩んで許可したのだ。由紀には、部員が増えて不都合なことでもあるのだろうか？

「読書が好きな人であれば、入部に問題はありません。ですが、今すぐにという訳にはいきません。入部するには生徒証の確認や申請が必要ですから。……見学するくらいなら、構いませんけど」

「ありがたい、そうさせてもらうよ。……という訳だ。しばらくお世話になるよ、先輩方」

　してやったりとばかりに、時雨はいじわるな笑みをアイリスとエミリに向ける。

　時雨の笑顔に、顔を強こわばらせ警戒心を剥むき出しにするアイリス。エミリは心底悔しそうな顔をした後──にやりと、不敵に笑った。

「そういえば、時雨は読書が趣味って言ったわよね？　どんな本が好きなのかしら？」

「何な故ぜそんなことを聞く。私と仲良くなりたいのか？　……まさか」

　時雨が、申し訳なさそうな顔をする。

「すまん、君の想おもいには応こたえられない。愛に性別は関係ないと理解してるが、共感までは……」

「な……っ！　ち、違うわよ！　ここは文芸部なんだから、小説に興味があるのは当然でしょ！　好きな本も言えないようなやつに、文芸部にいる資格はないのよ！」

　なるほど。時雨しぐれは間違いなく、龍りゆう斗とが目的で入部しようとしているはずだ。ならば、本の知識はないかもしれない。

「強いて言うなら、時代小説を好んで読む。時代小説は読みやすいからな。最近では、一ヶ月前に刊行された、宮みや本もと武む蔵さしの小説が良かった。宮本武蔵を主人公にした小説は多くあるが、あの作家ほどリアリティに重点を置いた剣けん戟げき描写が書ける人間はいない。……これでいいか？」

「う、ぐっ……！」

　だが、時雨はすらすらと小説の感想を述べた。エミリはくやしそうに時雨を見つめる。

「それより、君こそ本当に小説に興味があるのか？　私には君の前に広げられてるのは、日本の旅行ガイドに見えるんだが」

「わ、私はいいの！　イギリスから来たばっかりで日本のこと勉強してるのよ！　大体、小説に興味ないのは龍斗も一緒なんだから！」

「えっ、そこで俺に振るの!?」

　それに、小説に興味がないと思われるのは心外だ。龍斗だって文芸部の部員なりに小説を読もうとしているし、これでも『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読破したのだから。

　それまで時雨たちの会話を聞いていたアイリスが、ぽつりと呟つぶやいた。

「以前から聞きたかったのですが……リュートは、何な故ぜ文芸部に入ったのですか？」

「……俺が入部した理由？」

「ずっと疑問だったんです。リュートは読書が趣味でもないのに、何故文芸部に入部したのか」

「……それは、文芸部が廃部しそうになったことと関係があるんですよ、アイリスさん」

　アイリスは龍斗に尋ねたはずなのに、答えたのは由ゆ紀きだった。

　龍斗に背を向ける形で座っているため、龍斗には由紀の表情は読めない。

　だが、その声音には、愛いとしいものに触れるような優しい響きがあった。

「私と石いし馬ま先輩が初めて知り合ったのも、この文芸部だったんです。……覚えてますか？　先輩。私は、忘れてませんよ」

　その背中は、大切な言葉を待ち焦がれる恋人のよう。

　龍斗は、由紀の肩が微かすかに震えていることに気づいた。

　期待だろうか。不安だろうか。それは龍斗には分からない。

　分からないが──

「……ああ」

　龍斗はそう呟き、はっきりと言った。



「そういえば、何で俺文芸部に入ったんだっけ？」



　痛いほど、空気が凍りついた。

「……は？」

　由ゆ紀きと龍りゆう斗とを除くその場にいた全員が、間の抜けた言葉をもらした。

　由紀は龍斗の声が聞こえたのか、聞こえていないのか。一切の反応がない。

「いや、由紀に頼まれて文芸部に入部したのは覚えてるんだ。……でも」

　龍斗は困ったように頭をかきながら、

「確か、きっかけがあったはずなんだよな。それがいまいち思い出せ──」

　突然、龍斗の左膝ひざから重さが消えた。由紀が立ち上がったのだ。

「あ、あれ？　由紀？」

「すみません、体調が悪いので帰らせてもらいます」

　先程とはかけ離れた、抑揚のない由紀の声。

　由紀の豹ひよう変へんに龍斗は一瞬動揺するが、すぐに我に返り由紀の手を掴つかむ。

「どうしたんだ、由紀。突然──」

　だが、龍斗はそれ以上言葉には出来なかった。

　龍斗を振り返った由紀は、今にも泣きそうな顔をしていたからだ。

　いつもはぱっちりと開いた目は、細められている。口は固く閉じられていて、龍斗には由紀が必死で嗚お咽えつを耐えているように見えた。

　由紀の表情に思考が追いつかず、つい龍斗は手の力を抜いた。

　そして、由紀は龍斗に何も言わず、荷物を取り文芸部から出て行った。

「……興が削そがれた」

　そう言って、時雨しぐれが龍斗の膝から立ち上がり、手近な椅い子すに座った。

「あ、あれっ？　時雨？」

「私は由紀のことは全然知らないが、今の龍斗の言葉で由紀が傷ついたくらいは分かる。……流石さすがに、軽率だと思うぞ」

「あんた、とんでもなくでかい地雷を踏み抜いたわね。もう鈍感なんて次元じゃないわ。神経焼き切れてるんじゃないの？」

　時雨とエミリが、軽けい蔑べつの篭こもった眼まな差ざしを龍斗に向ける。

　もう龍斗と話す意思はないのか、二人は龍斗から視線を逸そらした。

「……アイリス。もしかして、俺は由紀にとんでもないことを言ってしまったのか？」

「……私には、何な故ぜユキが泣きそうになっていたのかは分かりません。自分で言うのも気が引けますが、私は人の機微には疎いですから」















　そう言うアイリスは、気まずそうな顔をしていた。

「でも、ユキがショックを受けたのは、私でも分かりました。……正直、エミリとシグレが怒ったのも、何となく理解できます」

「……そうだよな」

　龍りゆう斗とには、どうして知り合った理由を忘れただけで、あんなに由ゆ紀きの態度が変わったのかは分からない。

　だが、龍斗の脳裏には、由紀の泣きそうな顔がずっと張り付いて離れなかった。



　◇



　自宅に帰り気分が落ち着いた頃ころ、由紀は携帯電話を開き時刻を見た。六時を回っていた。もう一時間も、自分のベッドの上で横になっていたことになる。

　時間を確認すると同時に、二通のメールを受信していることに気づいた。一件はエミリからで、件名は『大丈夫？』。もう一件は龍斗からで、件名は『ごめん』。

　由紀はエミリに、『大丈夫ですよ、慣れてますから～』と返信する。エミリに心配をかけないよう、いつも以上に絵文字を使った文面だった。

　龍斗からのメールは、内容も見なかった。謝罪の言葉が並べられているのは分かっていたし、今の由ゆ紀きには、龍りゆう斗とにどんな返事をすればいいのか分からなかったからだ。

（石いし馬ま先輩、忘れてたんだ。たった三ヶ月前のことなのに。……私は、忘れられないのに）

　何な故ぜ、龍斗に手を掴つかまれた時、由紀は何も言えなかったのだろう。

　怒るのはお門違いかもしれない、と由紀は思う。由紀が勝手に、龍斗との思い出を大切にしているだけなのだから。

　ただ、空元気で返信するのも無理だろう、とも思う。そこまで強くないことは、自分が一番知っている。

　だから、由紀には涙を耐えることしか出来なかったのだ。

　由紀はぶんぶんと頭かぶりを振り、部室での出来事を忘れようとした。そこで、近くの本屋で予約していた本が発売されるのを思い出した。

「そうと決まれば、早速行きましょうっ」

　由紀は自分を奮い立たせるように言うと、外に出た。

　由紀が予約したのは、中華料理の本だった。アイリスが日本料理を教えて欲しいと頼んできた翌日に予約したのだ。料理だけは、アイリスに負けないように。

　アイリスは魅力的な女の子だと、由紀は掛け値なしに思う。同性でありながら見み惚とれてしまいそうになるほど綺き麗れいだし、スタイルだってモデルみたいだ。クールな性格だって、憧あこがれてしまうくらい格好良い。

　その中で、由紀が唯一勝っていると思えるのは、料理しかなかった。

　西洋人のアイリスは、洋風料理は手て馴なれているだろう。これで和風料理までマスターしたら、料理でもアイリスに負けてしまう。だから、中華も作れるように、由紀は密ひそかに特訓しようとしていた。

　アイリスの頼みを断っていれば、悩む必要もなかったかもしれない。しかし、アイリスは数少ない、小説が好きな由紀の友達なのだ。

　龍斗の傍そばにいるのを見て、たまに胸が苦しくなるが……アイリスの頼みを断ることは、由紀には出来なかった。

「……あれ？」

　ふと、視界に見知った少女を見つけ、由紀は足を止めた。

　由紀の視線の先には朝あさ霧ぎり時雨しぐれがいた。公園のベンチに座り、街灯の下で読書をしている。

　思わず、由紀は踵きびすを返そうとした。今はとても、知人と話せる気分じゃない。

「……由紀。気分はどうだ？」

　だが、時雨は由紀に気づいた。鞄かばんに本をしまうと、由紀に声をかける。

「……なんてことないです。これくらい、大丈夫ですから」

「泣いていたのか？　目が赤くなってるぞ」

「泣いてなんかいません。私、必死で我慢したんですから」

　強がりでも何でもなく、それは事実だった。よく耐えたものだと、自分で自分を褒めてあげたいくらいだ。

「ということは、泣くのを我慢するくらいショックだったってことだろ。全然大丈夫じゃないじゃないか」

「うっ……ほ、放っておいて下さい。時雨しぐれさんには関係ないじゃないですか」

「それもそうなんだが……心配にもなるさ、あんな顔をするんだから」

　時雨は困ったように視線を外す。それを見て由ゆ紀きは、少し言いすぎたかな、と反省した。

　時雨が苦手という訳ではない。むしろ、初対面でこれだけ話せるなんて、人見知りの由紀にしては珍しいことだ。

　だが、龍りゆう斗とへの態度といい、文芸部での行動といい、時雨はあからさまに龍斗へアプローチしている。それが、由紀をかっとさせるのだ。

「恐らく、龍斗が文芸部に入部したきっかけというのは、由紀にとって大切なものだったんだろ？　それを忘れるとはひどい男だな、あいつは」

「石いし馬ま先輩のこと、悪く言わないで下さい。石馬先輩とは、ただの先輩と後輩なんですから。石馬先輩が覚えていなきゃいけない理由なんてないです」

「……よく気丈に振る舞えるな。龍斗に覚えてないって言われて、由紀は明らかに傷ついていたじゃないか」

　由紀は口を閉ざした。龍斗に入部したきっかけを覚えてないと言われ、胸が張り裂けそうなほど苦しかったのは、否定出来ない。

「女の子を悲しませるとは、龍斗もろくでもない男だな。なんで由紀が龍斗に想おもいを寄せるのか、理解が出来ん」

「だから、石馬先輩のこと──」

　反論しようとした由紀の表情が、ぴたりと固まる。

　由紀は頭の中で、ある言葉を繰り返し呟つぶやいていた。理解できないとばかりに、何度も、ゆっくりと。

　──なんで、由紀が龍斗に想いを寄せるのか。

「え、ええっ!?　し、時雨さん、何を──」

「あんな大胆なことをすれば、誰だれだって龍斗に気があることくらい分かる。もっとも、本人は少しも気づいていないようだが」

　あんな大胆なこと──部室で龍斗の膝ひざの上に乗ったことを思いだし、由紀の顔が、かあっ、と赤くなる。

「ち、違いますっ！　あれは時雨さんが降りないから、仕方なくです！　私だって、いつもはあんなことしないんですから！」

「つまり嫉妬ジエラシーか。意中の男の子にやきもちを焼くとは、かわいいやつだ」

「そ、そんなんじゃありませんっ！　石いし馬ま先輩の膝ひざに座る時雨しぐれさんがうらやま……じゃなくてですねっ!?」

「はっきりしないな。好きなら好きと言えばいいだろう。そういういじらしいところは、嫌いじゃないが」

「だ、だから……！」

　由ゆ紀きはばたばたと手を振りながら否定しようとするが、

「う、うう～っ……」

　何も言えず、涙目で時雨を見つめた。

　当然だ。時雨の言葉は、全すべて真実なのだから。

「しかし、龍りゆう斗とには苦労するだろう。由紀との会話を聞いて確信したが、あいつ他人の恋心に相当鈍いぞ。本当に霊長類かどうか疑うレベルだ」

「……時雨さんも、苦労してるんですか？」

「私が？　何でそんなこと聞く？」

「だって時雨さん……石馬先輩が、好きみたいですから」

　由紀の声は、震えていた。

　もし、肯定されたらどうしよう、と由紀は思う。考えたくなかった。胸がぎゅっと締め付けられて、由紀は時雨を見ることが出来ない。

　だが、

「あー、そうだな……」

　歯切れの悪い言葉に、由紀は時雨を見る。時雨は腕を組み、苦い表情を浮かべていた。

「……ごめんなさい。こんな質問、答えられないですよね」

「いや、そういう訳じゃないんだが……相応ふさわしい言葉が見つからなくてな」

　時雨の言葉を最後に、二人の間に沈黙が流れる。その時、

「……お待たせ、時雨」

　聞き覚えのない、綺き麗れいなアルトボイス。

　その少女の声に、由紀は振り返り──思わず、目を見張った。

　そこにいたのは、小柄な女の子。

　背丈や顔つきを見る限り、せいぜい中学生くらいだろう。ミディアムヘアーの髪型。あどけない顔つき。だが、童顔ながら利発そうな雰囲気を纏まとっていた。

「遅いぞ。約束の時間より三十分も……その手に持ってる箱は何なんだ？」

　時雨が、少女が持ってるお菓子の箱に注目する。

「……和菓子よ。久しぶりに街に来たから、買い物してたの。時雨の分も買ってあるから」

「お前、そんなことで私を待たせていたのか」

　時雨は「まったく……」と呟つぶやく。が、満更ではなさそうな顔をしていた。

「時雨しぐれさんの、妹さんですか？」

「ん……まあ、そんなところだ」

「あの、初めまして。村むら枝えだ由ゆ紀きって言います」

　ぺこり、と由紀がお辞儀をする。

　だが、少女は挨あい拶さつを返さない。顔だけは由紀の方を向けているが、視線はまるで違う方向を向いていた。

「あ、あれっ？」

「気を悪くしないでくれ。こいつは人見知りの節があるんだ」

「時雨。……余計なことは、言わないで」

　少女が訝いぶかしむように、視線だけで由紀を見ると、

「行きましょう」

　それだけ言い、由紀たちに背を向け歩き出した。

　少女と由紀は初対面だが、それにしても無愛想な態度だ。

「じゃあ、そういうことだ。またな、由紀。あまり龍りゆう斗とのことで思いつめるなよ」

　時雨が立ち上がり、少女の背中を追いかける。

「そうだ……由紀」

　だが、その途中で由紀に振り返ると、

「私が龍斗を好きか嫌いかは、由紀に伝えることは出来ない。だが、龍斗に想おもいを寄せる君を、私は応援したい。……もっと大胆になってみたらどうだ？　私ぐらいしないと、あいつは気付かんぞ」

　それだけ言うと、今度こそ時雨は立ち去った。

　由紀には、時雨はどう見たって龍斗の気を引こうとしているように見える。それなのに、何な故ぜアドバイスをするのだろうか。

　それは分からないが……、

（……もっと、大胆になってみたら）

　由紀はふよふよと、自分の胸に触れてみた。かろうじて膨らんでいると表現できるくらいの、貧しい胸を。

　次に、時雨の胸の大きさを思い出す。制服を着ていても形が分かるくらい、豊かな胸を。

（……そんなこと出来る訳ないじゃないですか）

　はあ、と由紀は重い溜ため息をついた。










第二章　その少女は月華に濡ぬれて



　朝、龍りゆう斗ととアイリスは学校を目指し歩いていた。

　道を行く生徒たちに比べ、龍斗の足取りには力がない。顔色は悪く、しきりに真っ赤になった目を擦こすっている。無理もない。龍斗は昨夜、一睡もしていないのだから。

「大丈夫ですか？　顔色が優れないみたいですけど」

「……優しくしないでくれ、アイリス。そんな権利、俺にはないから……」

　龍斗が意気消沈している理由は二つある。

　一つは時雨しぐれのことだ。時雨と出会ってから数日経たった。最近では当初ほどの強引さはなくなっているが、まだ時雨は龍斗にアプローチしてくるため、精神的に疲れが溜たまっているのだ。

　もう一つは、由ゆ紀きのことである。こちらの方が、理由として大きい。

　文芸部での一件から、龍斗は一度も由紀と顔を合わせていなかった。気まずいというのもあるが、エミリから入部したきっかけを思い出すまで由紀に会うな、と釘くぎを刺されているからだ。

　エミリの言葉は納得できる。由紀に会ってもまた傷つけてしまう気がするし、何と声をかければいいのか、龍斗には分からない。

　何より問題なのは、未いまだに由紀と仲良くなったきっかけを忘れていることだ。

　どれだけ頭を抱えても、徹夜をして考えても、思い出すことが出来ないのだ。

「あと、今日の放課後のことなのですが」

「ああ、分かってる。俺は学校が終わるまで図書室にいるから、アイリスは文芸部にいてくれ。……由紀のこと頼んだよ。アイリスと話してると、由紀はすごく楽しそうだからさ」

　由紀を怒らせてしまった日から、アイリスは放課後龍斗の傍そばから離れ、文芸部に足を運んでいた。アイリスがいかなければ、文芸部には由紀しかいなくなるからだ。

　龍斗は由紀と顔を合わせる訳にはいかず、時雨は放課後までも龍斗にアタックしてくるし、エミリは龍斗の護衛と時雨の監視を兼ねるため、龍斗と一緒に図書室にいる。必然的に、文芸部にいけるのはアイリスしかいなくなるのだ。

　肩を落としたまま、龍斗は昇降口に辿たどりつき、下げ駄た箱ばこを開け──はたと、手を止めた。

「どうしたんですか？　リュート」

「下駄箱にこんなものが入ってたんだけど……」

　龍斗は下駄箱に入っていたもの──白い封筒を取り出した。

「封筒に差出人は書かれてないけど、中に手紙が入ってるみたいだな」

「手紙ですか？　……っ、まさか、それが噂うわさのラブレター……!?」

「いやー、違うだろ。ラブレターにしては素っ気ないし。……っていうか、何な故ぜ身構える」

　龍りゆう斗とはその場で手紙を開き──硬直した。

　手紙の差出人は、エミリ。内容は以下の通りだ。

『放課後、十七時に一人で屋上に来なさい。決着をつけましょう』

　アイリスは手紙を覗のぞき込み、眉まゆを寄せた。

「ラブレターだと思いましたが、果たし状でしたか」

「……否定できないのが悲しいな」

「しかし、何故エミリはわざわざ手紙にしたのでしょう。同じクラスなのですから、直接言えばいいと思うのですが」

「多分、俺と口をききたくなかったんじゃないのか？」

　由ゆ紀きを傷つけてしまった日から、龍斗は由紀だけでなく、エミリともろくに会話をしていなかった。

　エミリは龍斗の護衛中も口をきかず、昼食も一緒に食べなくなった。席が隣同士なだけに、授業中は非常に気まずい。

「どうしますか？　エミリと戦闘する可能性があるなら、私もついて行きますが」

「止やめとこう。喧けん嘩かになるとしても、まだ生徒がいる学校の屋上で、エミリが〈幻想戯曲〉を使うとは思えない。……それに」

　龍斗はそこで言葉を切り、

「エミリが怒るのも分かるからさ。一発殴られるくらいの覚悟は出来てるよ」

　口元を緩めながら、アイリスに言った。

　だが、目は少しも笑っておらず、冗談にしては声は真剣味を帯びていた。



　授業中も昼休みも、龍斗とエミリは一言も会話を交わさないまま放課後になった。

　終礼が終わると同時に、エミリは龍斗に目もくれず教室を出て行く。

　手紙通り、龍斗は時刻が五時になるのを確認し、立ち上がった。

「さて……行くか」

　気合を入れるように龍斗は顔を両手で叩たたき、教室を出て屋上を目指す。

　屋上の踊り場にたどり着き、ドアノブに手をかけ──ふと、その手を止めた。

（……ん？）

　扉にはめられた小さいガラス越しに、二人の少女が見えた。

　一人はエミリ。もう一人は……

（時雨しぐれ……？）

　風に揺れるポニーテール。鋭い目付き。間違いなく朝あさ霧ぎり時雨だ。

「それで、話とはなんなんだ？」

　微かすかに開いた窓から、時雨しぐれの声が聞こえた。

「屋上で同性と二人っきり、なんて状況に心ときめくような性的嗜し好こうを持っていないのは、以前も話しただろう。……私の秘密を知っている、なんて思わせぶりなことを言われたから来たんだ。早く用件を言ってくれ」

　時雨の秘密。その言葉に龍りゆう斗との顔が強こわばる。

（まさか、エミリ……！）

「そうね。私もだらだら話をするのは好きじゃないわ」

　エミリが視線だけで、屋上の扉を見る。まるで、龍斗の存在を確認するように。

「単刀直入に言うわ。……あんた、契約者でしょ？」

　はっきりと、エミリはそう言い切った。

　やっぱりか、と龍斗は胸中で呟つぶやく。──エミリは、時雨の真意を聞くために屋上に呼び出したのだ。

　二人は無言で睨にらみ合っていた。まるで、互いの間合いを測るように。

　若干の間を置き、時雨はふっと笑う。

「驚きだな。灯台下暗しも覚えられなかった君が、単刀直入なんて言葉を使うとは」

「とぼけないで。私の質問に答えなさいよ」

「確か、君は契約者と言ったか」

　くくっ、と時雨は喉のどを鳴らし笑う。

「悪いが、全く意味が分からないな」

「じゃあ、もっと分かりやすく言ってあげるわ。あんたが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うために龍斗に近づいた、〈幻想戯曲〉の契約者じゃないかってことよ」

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』。〈幻想戯曲〉。契約者──それらの単語を聞いても、時雨は少しも表情を変えない。くすくすと、笑みをこぼすだけだ。

「やはり、君の言ってることが分からないな」

　時雨はエミリに背を向けた。

「逃げるつもり？」

「人聞きが悪いな、君の妄言に付き合いきれないだけだ。私も暇じゃないからな」

「なら、尚なお更さら私の言うことを聞いてくれないかしら？　そうすれば、直すぐに話は終わるわ」

「馬鹿馬鹿ばかばかしい。君の頼みを聞く道理が何ど処こにある」

「勘違いしないで、これは命令よ。……私は、あんたが一呼吸するまでに、その後頭部に風穴を開けることだって出来るんだから」

　エミリのスカートの下のホルダーには〈幻想戯曲〉、『魔弓の射手フライヘーゲル』が収められている。

　エミリの言葉が本気か、はったりかは分からない。だが、事実として、エミリならそれくらいの芸当はやってみせる。

「怖いな。まるで西部劇のカウボーイみたいじゃないか」

　時雨しぐれは愉快そうに言うと、エミリに振り返る。

「それで、何をすればいいのかな？　さっさと終わらせてくれ」

「──いで」

　龍りゆう斗とは小首を傾かしげた。エミリの声が小さく、何を言ったのか聞き取れなかったからだ。

　だが、時雨にエミリの言葉は届いたらしい。時雨は初めて、戸惑ったような表情を浮かべていた。

「……何だと？」

　エミリは一層鋭く、時雨を見つめる。

「服を脱いで、って言ったのよ。……そうすれば、全部片がつくわ」

　龍斗は全身から、血の気が引くのを感じた。

　エミリの言い分は理解できる。犯人と契約した契約者なら、体の何ど処こかに刻印があるはずだ。もしそうでなくとも、契約者なら〈幻想戯曲〉を隠している可能性が高い。

（でも、まさかこんな場所で……!?）

「……ふざけるのも大概にしろ。何な故ぜ私がそんな真ま似ねをしなければならん。君は服を脱げ、と言われたら喜んで脱ぐような趣味でもあるのか？」

「時と場合によるわよ。例えば、脅迫されてる時とかね。……女の子に言う言葉じゃないってことは分かってるわ。服を脱ぎなさい」

　エミリの言葉を最後に、静寂。

　どれだけ経たっただろう。時雨はふっと息を吐くと、

「……いいだろう」

　制服のリボンを緩めた。

「なっ……！」

　時雨の行動に、思わず龍斗の口から声がもれる。

　だが、時雨は龍斗に気づいた様子はない。リボンを解くと、下に落とした。

　時雨は躊躇ためらわず、服のボタンに手をかける。一つ、二つと、ゆっくり外していき──制服を脱いだ。

　龍斗は体が火照るのを感じながら、時雨の体を凝視する。

　うっとりするほど、なめらかな肌だった。

　肉付きは良く、健康的な印象を受ける上半身。

　触れれば弾はじくのが容易に想像できるほど、ブラジャーには豊かな胸が収まっていた。

　黒い下着に、白い肌。くらくらするほど、そのコントラストは美しい。

　だが、晒さらされた時雨の肌には、刻印も〈幻想戯曲〉もない。

「……次はスカートよ」

　エミリの言葉に答えず、代わりに時雨しぐれはスカートのホックを外した。

　ぱさり、とスカートが床に落ちる。

　見み惚とれてしまいそうになる美脚。色香に満ちたヒップライン。

　下着の色は、ブラジャーと同じ黒。

　龍りゆう斗とはぼんやりとした頭で、出会った時に見えた下着と同じものであることを思い出す。

　同時に、時雨の下半身には刻印も〈幻想戯曲〉もないことにも気付いた。

　エミリは驚きに顔を染めながら、時雨を見つめていた。

「それで、どこまで脱げばいいんだ？　全裸にならないと満足しないというなら、そうするが」

　言いながら、時雨はブラジャーのホックに手をかける。もう十分のはずだ。刻印も〈幻想戯曲〉も見つからないなら、時雨が契約者の可能性は薄い。

　だが、エミリに止やめる気配はない。頬ほおに一筋の汗を流しながら、時雨を見つめるだけだ。

　ぱちんと、時雨がホックを外した時、

「もういいだろ、エミリ！」

　叫びながら、龍斗は屋上に踏み込んだ。

　突然乱入してきた龍斗に、怪け訝げんな視線を送る時雨。

「龍斗？　何な故ぜここにいる」















「そんなことより、服を着てくれ。俺はあっち向いてるから」

　時雨しぐれから離れ、背を向ける龍りゆう斗と。エミリが龍斗に近寄る。

「エミリ、これが俺を屋上に呼んだ理由なのか？」

「……そうよ。時雨の体を調べれば、契約者かどうかは一発で分かるもの」

　真剣な顔をしながらエミリは答える。昼間は龍斗と話すことを避けていたが、エミリも場は弁わきまえているようだ。表情に嫌悪の色はない。

「だったら、時雨の正体をはっきりさせるって手紙に書いてくれよ。あんな内容だと、誰だれだって果たし状だって勘違いするだろ」

「龍斗の態度で、契約者であることを聞き出すって、時雨に気づかれたくなかったの。龍斗は思ったことが顔に出やすいから、ばれると思って」

「……それって、俺が単純な人間だって言ってるように聞こえるんだが」

「違うの？　龍斗が利口な人間なら、由ゆ紀きに対してあんな軽はずみなことは言わないと思うんだけど」

　……まあ、否定は出来ない。

「でも、犯人の情報を探るために、時雨は泳がせておくって言っただろ。……まさか、犯人のことが分かったのか？」

「逆よ。時雨を監視しても、犯人のことは一切分からなかったの。いつも失敗してたから」

「……失敗した？」

「ええ。時雨と会った日から毎日、放課後に時雨を尾行してたの。……でも、毎回時雨には逃げられて、犯人の情報どころか時雨の正体さえ掴つかめなかった。それがおかしいのよ」

　毎回時雨に尾行を撒まかれたことが、おかしい？

「多分、時雨は私が追ってることに気づいてたんだと思う。それはいいわ。……でも、時雨が視界から消える度に、必ず見失うの。それも、一度や二度じゃなくて、必ず失敗するのよ」

　歯は噛がみしながら、エミリは続ける。

「一回だけ、〈幻想戯曲〉を使用して尾行したこともあるわ。『魔弓の射手フライヘーゲル』を袋に入れてね。でも、それでも駄目だった」

　装備型の〈幻想戯曲〉を使用すると、人間離れした五感や身体能力を得ることが出来る。常人が『魔弓の射手フライヘーゲル』を装備したエミリから逃げきれるとは、考え辛づらい。

　そうなると、時雨が契約者の協力者という線は消える。

「時雨は、何か特別な力を使ってるとしか思えないわ。私は〈幻想戯曲〉の能力だと思ってるんだけど……」

「時雨が〈幻想戯曲〉を何ど処こかに隠してる可能性は？」

「ないと思うわ。私は教室に来た時雨に話をして、そのまま屋上に来たから。〈幻想戯曲〉を何ど処こかに隠す余裕はなかったはずよ」

　なるほど。それでエミリは時雨しぐれを屋上に呼び出して、白黒はっきりさせようとした訳か。

「だからって、裸にさせる必要までなかったんじゃないか？」

「わ、私だって時雨が下着まで脱ごうとするなんて思わなかったわよ。服を脱げば、契約者だってすぐ分かると思ったんだから」

　しゅん、とエミリのツインテールがうなだれた……ように、龍りゆう斗とには見えた。

　龍斗達は、時雨が〈幻想戯曲〉に関かかわる人間だと確信していた。だが、事実は違った。時雨には刻印もなければ、〈幻想戯曲〉も持っていない。

　つまり、時雨は契約者ではない……？

「それで、私は君の言う通り服を脱いだ訳だが、問題は解決したのか？」

　龍斗が振り返ると、時雨の着替えは終わっていた。不敵な笑みを浮かべ、エミリを見つめている。

「解決した訳じゃないけど、あんたへの質問は終わったわよ。ありがとう、協力に感謝するわ」

「どうも、君は思い違いをしているようだ。もっと私に言うべき言葉があるだろう」

　時雨がエミリに対し、口の端を吊つり上げる。

「ごめんなさい、だ。単刀直入を正しく使える聡そう明めいな君のことだ、ごめんなさいの意味くらい知ってるだろう？」

「……まあ、時雨の言うことは筋が通ってるな」

「うっ……」

　エミリが、苦い表情を浮かべる。

　時雨に服を脱がせることを強要させた負い目は、エミリだって感じているはずである。

　それでも素直に謝ることが出来ないのは、時雨が〈幻想戯曲〉と関係のない人間ということに納得していないのか、純粋に時雨に頭を下げるのが癪しやくなのか。

「私は初めて、異性に触れられたことのない純潔な肌を龍斗の前で晒さらしたんだぞ。龍斗に見られたことには喜びすら感じるが、もっと別の形で愛めでて欲しかったものだ。むしろ、謝罪だけで許す私の寛大な心を評価して欲しいな」

「わ、分かったわよ！　謝ればいいんでしょ、謝ればっ！」

　エミリは開き直ったように時雨に叫ぶと、

「……ごめんなさい」

　ぺこりと、頭を下げた。

　だが相当悔しいのか、微かすかに見えたエミリの顔は、ぎりぎりと音が鳴りそうな程、歯を噛かみ締めていた。

「うむ、素直でいいぞ。……では龍斗、行こうか」

　満足げに頷うなずいた時雨しぐれが、龍りゆう斗との手を握り引っ張る。

「お、おい。行くって何ど処こにだよ」

「何処でもいいさ、龍斗と一緒ならな。とりあえず、街にでも出てみるか」

「ちょっと！　何勝手に龍斗連れて行こうとしてるのよ！　そんなの私が許した覚えはないんだから！」

「何な故ぜ君の許可が必要なのかは分からんが……そうだ、思い出した。君は、時と場合によっては、喜んで服を脱ぐと言ったな」

　にやりと、時雨が笑う。

「なら、今ここで遊女のように私と龍斗を楽しませてみろ。もしくは、そんなことを私にさせた過ちを、一晩屋上で反省したまえ。どっちか選ばないと、私に脱衣を強要したことをネタに、いつまでも強請ゆすり続けるぞ」

　その言葉は、紛まがうことなき脅迫であった。

「なっ……！　そ、そんなの選べるわけないじゃない！　ていうか、謝罪だけで許す寛大な心は何処に行ったのよ！」

「さて、それじゃあ行こうか龍斗」

　時雨はエミリの言葉を無視し、龍斗と共に屋上を出る。

「ちょ、ちょっと！　待ちなさいよ！　待ちなさいってば──！」

　屋上の扉を閉めても聞こえる、エミリの叫び声。だが、エミリは龍斗達を追っては来なかった。

　どうやら、エミリは一晩屋上で過ごす方を選んだらしい。



（……一体、この状況はどうすればいいんだ？）

　街中を歩きながら、龍斗は隣にいる時雨を見る。

　時雨は龍斗の腕を組み、歩調を合わせて歩いていた。

　たまに腕に時雨の胸が当たり、龍斗はさっき屋上で見た時雨の下着姿を思いだし、体の芯しんが熱くなるのを感じた。

「な、なあ、もっと俺から離れてくれないか？」

「それは嫌だな。龍斗の腕は温かくて気持ちがいい。それに、こうして異性と腕を組んで歩くのは、少し憧あこがれていたんだ」

「とは言っても、正直、恥ずかしいんだが」

　龍斗は行き交う通行人を横目に見た。

　夕暮れ時、街は雑多な人で溢あふれていた。全すべての人が龍斗達を見ている訳ではないが、中には興味深そうに、あるいは憎たらしく見ている人がいるのは確かだった。

「いいじゃないか、見せつけてやろう。女は見られて美しくなる、と偉い人も言っていた」

「だったら、男の都合も考えて欲しいけどな」

　愚痴を零こぼしながらも、龍りゆう斗とは強引に時雨しぐれの腕を解くようなことはしない。

　以前の龍斗なら、街中だろうと時雨と二人きりになることは避けただろう。

　だが、龍斗は見てしまった。時雨の体に刻印がないことも、〈幻想戯曲〉を所持していないことも。

　今では、時雨が〈幻想戯曲〉と関連のある人物だという自信は、揺れている。

　しかし、それでも時雨を疑う根拠は残っている。……何な故ぜ、こうまで時雨が龍斗に執着するのかだ。

「時雨は、何で俺につきまとうんだ？」

「どうしてそんなことを聞く？　龍斗は私が嫌いなのか？」

「好きとか嫌いとか、そういう問題じゃないだろ。誰だれだってこんなにくっつかれたら、裏があるんじゃないかって疑うよ」

「……龍斗は色恋沙ざ汰たには疎いと思っていたんだが、それぐらいは分かるのか」

「なんか、みんなそれ言うよな。エミリも俺のこと鈍感だって言ってたよ。でも、時雨が露骨に俺の気を引こうとしてることくらい分かるさ」

　その時、時雨が何か呟つぶやき、龍斗は顔をしかめる。龍斗には、時雨がこう言ったように聞こえた。──やはり、私の助言は間違っていなかったか。

「とにかく、何でそこまで俺にくっつくんだよ」

　ぎゅっと、強く時雨が龍斗の腕を抱く。

「龍斗の傍そばにいたい理由を、私が言わなければならないのか？　……私はこんなに尽くしているのに、龍斗は気づいてくれないのか？」

　龍斗は、自分の体が激しく脈を打つのを感じた。

　押し付けられる時雨の胸の感触に、頭がぼーっとする。必死で動どう悸きを鎮めようとするが、全然うまくいかない。

「……止よせ、時雨。こんなに人が多いなかで、非常識だ」

「本当に、他人の目が気になるだけか？　龍斗は異性に腕を抱きつかれて、照れているんじゃないのか？」

　龍斗は否定しようと口を開くが、何も言葉は出てこなかった。

　図星なのだ。反論などしようもない。

「うぶだな、龍斗は。かわいいぞ」

　無邪気に時雨が笑う。今まで見た中で、一番かわいらしい笑顔だった。

　くらくらする頭で龍斗は精一杯、時雨は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が目的なのだと、自分に言い聞かせる。

　だが、時雨は契約者じゃなかった。〈幻想戯曲〉とは関係ない、普通の女の子だ。

　ということは、もしかして、

（時雨しぐれは、本気で俺を……？）

　そんな考えが、龍りゆう斗との頭を掠かすめた時──急に、時雨が足を止めた。

「……？」

　龍斗は、時雨の視線の先を追う。

　そこには、男性と少女がいた。男は大学生くらいだろうか、髪を派手な金色に染め、じゃらじゃらとシルバーアクセサリーを身につけている。

　少女は、まだ子どもと言っても差さし支つかえのないくらいの年齢。首元まで届くミディアムヘアー。すらっと体型は細く、あどけない顔立ちをしていた。

　会話までは聞こえないが、はっきりと分かる。少女の浮かべる、怯おびえた表情。矢継ぎ早に話しかける男。どう見たって、穏やかな雰囲気ではない。

（いや、でもあの女の子って多分、中学生くらいだよな……）

　もしナンパだとしたら……あの男は、ロリコン？

「ちっ……」

　龍斗が時雨に視線を移す。

　時雨は怒っているような、焦っているような、複雑な顔をしていた。

（今、舌打ちをした？　……って、そんなこと考えてる場合じゃないか）

「お、おい、龍斗」

　龍斗は時雨の腕を解き、躊躇ためらうことなく男に絡まれる少女の許もとへ歩く。

「遅れてごめん！　……この男の人は、誰だれ？」

　龍斗が声をかけると、少女は驚いたような表情をした。男が険しい目付きで龍斗を見る。

「なに？　あんたこの娘の知り合い？」

「はい、そうです。一緒に遊ぶ約束してて、待ち合わせしてたんですよ」

「そりゃ良かった。俺さ、郵便局に行きたいんだけど、道教えてくれない？」

「……はい？」

　男の話をよくよく聞いてみると、初めて来た街で道が分からなくなり、少女に尋ねたらしい。だが、少女はしどろもどろになって、困っていたという。

　龍斗は道を教えると、男は気さくな笑顔を浮かべ、去っていった。

（……やっぱ、見た目で人を判断するのは良くないな）

「……あの、ありがとうございます」

　耳を澄まさなければ聞き取れないほど小さな声で、少女が龍斗に話しかける。しかも、龍斗と目を合わせようとせず、妙にそわそわしていた。

「こっちこそ、余計なことをしてごめん。まさか道を聞かれてるだけとは思ってなかったからさ」

「……いえ、実際、困ってましたから。ありがとうございました」

　少女は龍りゆう斗とにお辞儀すると、去っていった。

「龍斗はいつもこんなことしてるのか？」

　時雨しぐれが、龍斗の傍そばに近寄ってきた。

「こんなことって、何か変なことしたかよ」

「美しい女性なら助けたいと思うのは、男なら自然だ。だが、あんな素行が悪そうな男に、少しも迷わず向かっていくのは、変だ。お人好よしにも程があると思うぞ」

「それエミリにも言われたよ、お人好しだって。これくらい、別に普通だろ」

　龍斗は、時雨の言っている意味が分からないとばかりに、戸惑った顔をする。

「それと、かわいい女の子だった、っていうのは関係ないと思うぞ。困ってるから、何とかしてやりたいって思うんだろ」

「……なるほどな。由ゆ紀きの気持ちも、少し分かった気がするよ」

「由紀？　何で？」

「気にするな。龍斗のことを見直したということだ。不良に困っている女の子を助けるなんてな。かっこよかったぞ」

「だから、こんなの別に普通だって。……あとさ、あの人は別に不良じゃなくて──」

　そこで、龍斗は口を閉じた。

　由紀。不良。助ける。時雨の言葉が、龍斗の脳をくすぐる。

　確か、こんな状況が前にもあったような……。

「あーっ！」

　突然龍斗が大声を出し、びくっと時雨の肩が跳ねる。

　龍斗の脳裏に映るのは、オレンジ色に染まる文芸部。そして、寂しそうに本を読む少女。

　はっきりと、思い出した。

「悪い、時雨！　用事が出来た！」

　龍斗は携帯を取り出し、由紀に電話をかける。

　だが、聞こえてきたのは留守番電話のコール音。それでも構わない、と龍斗は思う。

「由紀。今から由紀の家に行くから、この電話を聞いたら直すぐに自宅に戻って欲しい。謝りたいことがあるんだ」

　龍斗は無意識に、強く携帯を握る。

「思い出したんだ。……俺が、由紀と初めて会った時のこと」



　◇



　由紀は自分の部屋で机に座り、手に持つ携帯を見つめていた。

　思い出したんだ。俺が、由ゆ紀きと初めて会った時のこと。

　……携帯から聞こえた龍りゆう斗との言葉が、由紀の頭の中で木こ霊だましていた。

　龍斗からの着信だと分かって、由紀は電話に出ることを躊躇ためらってしまった。そして、留守番電話のコール音の後に聞こえてきた、龍斗の声。その声を聞き、由紀は慌てて自宅に帰ってきたのだ。

　龍斗に会いたいと、本心から思う。

　だが、それと同じくらい、会いたくないとも思っていた。

　龍斗が由紀と出会ったことを思い出してくれたのは、嬉うれしい。しかし、龍斗が忘れていたという事実は、変わらないのだ。

　たとえ龍斗が謝ってきたとしても、許す自信は、由紀にはなかった。

　由紀がうなだれた、その時だ。

　軽快なメロディが部屋に響いた。インターフォンの音だ。

　由紀はすぐには動けなかった。このまま出なかったら、諦あきらめて帰ってくれるだろうか。そんな考えすら頭をよぎった。

　もう一度チャイムが鳴った。ようやく、由紀は力なく椅い子すから立ち上がった。

　玄関に降り、ドアノブを握る。手が震えている、と自分でも分かった。

　そして、由紀は意を決して扉を開き──

「こんにちはー！　宅急便でーす！」

　その元気な挨あい拶さつに、思わず身を引いた。

　緑の作業服に身を包んだ青年だ。必要以上ではないかと思えるほど、にこにこと笑みを浮かべていた。

「いつもお世話になってますー！　村枝由紀さん宛てにお荷物ですー！　こちらの方に印鑑お願いできますか？　サインでも構いませんよー！　……どうかしましたか？」

　呆ぼう然ぜんとしていた由紀は、青年の声にはっとし、ぶんぶんと手を振る。

「な、何でもありません！　サインでいいですか？」

「ええ、大丈夫ですよ！」

　由紀は青年から渡されたペンを握り──ふと、気づいた。

　一体、誰が私宛てに荷物を送ったのだろう？

「あの、本当に私宛あての荷物なんですか？　記憶にないんですけど……」

「あれ、本当ですか？　おかしいなあ」

　青年はごそごそと、ズボンの後ろポケットを探り、

「確かこちらの──」

　財布でも取り出すような気軽さで、夕日に反射し白く輝くそれを取り出した。

「住所だったと思うんですけどねえ」

　青年が玄関に踏み込むのと、由ゆ紀きの首元にナイフが突きつけられたのは、同時だった。



　◇



「……駄目だ、繋つながらない」

　何度目かの留守番電話のコール音を聞き、龍りゆう斗とは携帯を切る。

　龍斗は部屋にかけてある時計を見た。時刻は夜の十時過ぎ。由紀に最初に電話をかけてから、数時間の時が経たっていた。

「まだ、ユキは自宅に帰っていないのでしょうか？」

　キッチンで洗い物をしていたアイリスが、心配そうに言った。

　ちなみに、今夜の夕飯を作ったのはアイリスだ。メニューは大量の卵焼きと鍋なべから溢あふれんばかりの味み噌そ汁しるだったが、空腹よりはずっといい。

「由紀は夜遊びするような女の子じゃないから、それはないだろ。どちらかというと、もう寝てる方が由紀っぽいな」

　龍斗が由紀の自宅に行った時、家には誰だれもいなかった。

　何度インターフォンを鳴らしても反応はなく、玄関前で一時間粘っても由紀は帰ってこなかった。仕方なく、龍斗はアパートに戻ってきたのだ。

「……ひょっとして、由紀は俺と話したくないのかな」

「それはないと思いますよ。放課後、ユキが文芸部にいるのは、リュートのことを待っているのだと思いますから」

「……俺を待ってる？」

「はい。リュートがユキと仲良くなったことを思い出したら、すぐに話が出来るように。だから、ユキは放課後、文芸部にいるんです。……あくまで、私の憶測ですが」

「……そうか」

　だったら、由紀に会いさえすれば、仲直りできるかもしれない。

　龍斗がそう思った矢先、携帯が鳴った。

　慌てて龍斗はメールを確認する。由紀からのメールだった。

『私も先輩と話がしたいです。今夜、家に来てもらえませんか？』

「留守番を頼む、アイリス！」

「あっ、リュート!?」

　アイリスの声にも気づかず、龍斗はアパートを飛び出した。

　由紀の家を目指し、龍斗は息を切って走り続けた。胸が苦しいが、足を緩める気はない。少しでも早く、由紀に謝りたかった。

　龍斗は由紀の家への近道である公園に入る。初めてアイリスと契約した公園だ。

　──その時、再び携帯が鳴った。今度は着信だ。着信元は、由ゆ紀き。

「どうした、由紀っ」

　何か都合が悪くなったのだろうかと、龍りゆう斗とが電話に出る。

「もしもし。えーっと……君が、龍斗君だよね」

　だが、電話から聞こえてきた声は、聞き慣れない男性の声だった。

　訳が分からず、龍斗は立ち尽くす。

「あ、やっぱりびっくりしてるみたいだね。でも、無理もないよね。かわいい後輩からの電話だと思ったら、男だったんだから」

「……誰だれだ、お前は」

「とりあえず、桜おう蘭らん公園の噴水まで来てくれない？　話があるからさ」

　龍斗は掠かすれた声で質問するが、男は聞く耳を持たない。

「それと、電話を切っちゃダメだよ？　あのツインテールの女の子に連絡取られたら困るからね。早く来ないと、君の後輩がどうなっても知らないよ」

「……っ！」

　脳裏に映る、由紀の顔。龍斗の背筋に冷たいものが走る。

　だがそれも、次の瞬間には、全身が沸騰していると思えるほどの熱に変わった。

「お前、由紀に何をした！」

　龍斗は叫ぶが、男は何も答えない。

　龍斗は噴水まで駆け出した。由紀の家を目指していた時よりも、ずっと速く。

　男の指定した場所にたどり着くと、龍斗の表情が凍りついた。

　円形の噴水の傍そばにいたのは、恐らく電話の主である男。年齢は龍斗より少し上くらいだろうか。細い体つきと糸目が特徴的な男だった。

　何より目を引くのは、手に握られた三叉槍トライデントと、左手の甲に走る刻印。

　そして、男の傍には、目を閉じて地面の上に横たわる由紀の姿があった。

　由紀は、両手をロープで縛られていた。意識がないのか、龍斗に気付く気配はない。

「お前、由紀に何をした」

　怒りを押し殺したような低い声で、龍斗は男に先程と同じ質問を投げかける。

「少し眠ってもらってるよ。この娘が起きてると面倒だろ？　お互いにさ」

「……由紀をさらって、何をするつもりなんだ」

「それは君の返答次第だよ」

　にたりと、男はいやらしい笑みを浮かべた。

「簡潔に言うよ。……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡してくれないかな？　そうしたら、この娘を解放してあげる」

　龍斗が唇を噛かむ。苛いら立だちを覚えるほど、男の要求は分かりやすい。

　何な故ぜ、この状況を危き惧ぐしなかったのだろう。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を──アイリスを守ると決めたのなら、真っ先に考えなければならなかったことだ。

　まさか、友達が──由ゆ紀きが人質に取られるなんて。

「ほら、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡しなよ。こんなの、すぐに終わるだろ？」

「……由紀は関係ないだろ。由紀を放せ」

「あのさあ」

　呆あきれたように、男は溜ため息をつく。

「君、馬ば鹿かなの？　それじゃこの娘誘拐した意味ないでしょ？　分かったら、さっさと渡せばいいんだよ。手間をかけさせないでくれ」

　男が話している最中、龍りゆう斗とはベオウルフで由紀を救出可能か考える。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出し、ベオウルフを召喚し、由紀に駆けつける。

　不可能だ。ベオウルフを装備すれば、男との距離を一瞬で詰めるなど造作もない。だが、召喚するまでに数秒かかってしまう。確実に戦闘になるし、由紀が傷つけられる可能性もあった。

　せめて、少しでも男の気を逸そらすことが出来れば……

「もしかして、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を使ってこの娘を助けようとか考えてる？」

　男の声に、龍斗の思考が一瞬だけ止まる。

「僕は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が装備型の〈幻想戯曲〉であることも、知ってるんだ。少しでも怪しい動きをすれば、この娘の命はないと思え。……なんて、なかなか悪役っぽいセリフだと思わない？」

　龍斗は舌打ちをする。この男、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が使役型と装備型を兼ねているのを知っているのか。

「お前に近寄らないと『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は渡せないだろ」

「こっちに投げなよ。僕が勝手に拾うからさ」

　龍斗はゆっくりと、服の下にある『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に触れた。

　だが、服からは出そうとしない。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を掴つかんだまま、苦渋に満ちた表情を浮かべるだけだ。

　もし、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡したら、アイリスがどうなるのか。それは分からない。犯人の目的は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うことしか、判明してないのだから。

　だが、一般人に〈幻想戯曲〉を渡し、龍斗達を襲わせるような人間だ。アイリスがどうなるか、想像に難くない。……もしかしたら、アイリスが死ぬ可能性もあり得る。

　龍斗は、廃ビルで涙を流しながら、笑顔を浮かべるアイリスを思い出す。

　……それだけは、絶対に駄目だ。

「君さ、状況分かってるの？　君の後輩が死んじゃうかもしれないんだよ？　しかも、〈幻想戯曲〉とは何も関係ないのにさ」

　こいつ、由ゆ紀きが〈幻想戯曲〉と関係ないことまで知ってるのか……！

「さらったのは、お前だろうが……！」

「分かってるなら、早く渡しなよ」

　しかし、龍りゆう斗とは決断を下せず、男を睨にらむことしか出来ない。

「どうやら、この娘のことよりアイリスの方が大事みたいだね。よく分かったよ」

　男は手にした三叉槍トライデントを振り上げると、

「じゃあ、この娘の手に穴が開いても、気にしないよね」

　ぞっとするような、不気味な笑みを浮かべた。

「なっ……！」

　龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出す。

　だが、遅い。男は、振り上げた三叉槍トライデントを振り下ろし、

　──由紀から離れるように、大きく後ろに跳んだ。

「……えっ？」

　龍斗は間抜けな声をこぼしながら、動揺を露あらわにする男を見る。

　そして、次に由紀に視線を移し──龍斗は、声を失った。

　月華に濡ぬれながら、由紀を抱きかかえる少女。

　身に纏まとうは、黒色の和服。腰に差さるは、日本刀。

　その姿はまるで、武芸に身を捧ささげた、剣術小町。

（それよりも、何で……！）

「何を呆ほうけているんだ。早く由紀を介抱しないか」

　龍斗が我に返るとほぼ同時に、少女は由紀を龍斗に委ゆだねた。

　少女は、三叉槍トライデントを持つ男に向き直る。

「君、名はなんと言う」

「……何で君に言わなきゃいけないんだ？」

「無粋だな。真剣を前に互いに名乗るのは、武士の礼法だろう。……まあいい」

　少女は日本刀を抜き、正眼に構える。

「名は、朝あさ霧ぎり時雨しぐれ。……由紀に凶刃を向けた業、万死に値すると知れ」

　夜の風に揺れるポニーテール。

　鈴の音のように、凜りんとした響きを持つ声音。

　間違いない。着物姿で日本刀を構える少女は──龍斗の知る、朝霧時雨だった。

「──参る」

　優雅に袖そでを翻し、時雨が地を駆ける。着物という動きづらい服装にもかかわらず、目で追えないほど、その動きは速い。

　たった数歩で時雨しぐれは男と距離を詰め、上段に構えた刀を振り下ろした。男は三叉槍トライデントを掲げ、受ける。耐え切れない。男は時雨の一いつ閃せんに弾はじかれ、その場でよろめいた。

　それが決定的な隙すき。時雨は一撃目で振り落とした刀を、そのまま振り上げる。その一刀は、三叉槍トライデントを持っていた男の右腕に直撃した。

「がっ……！」

　男はうめき声をもらしながら、時雨から離れるように後退した。

　時雨は追撃をしない。刀を肩に担ぎ、挑発的な笑みを男に向けていた。

「感謝しろ。本当なら、君の右腕は斬きり落とされているんだ。もっとも、峰打ちといっても、骨に罅ひびくらい入ってるかもしれんがな」

　確かに、男の右腕は赤く腫はれただけで、血は流れていない。

「悪いことは言わん、降伏しろ。その腕じゃ武器を持つのも辛つらいだろう。ましてや、闘うなんてくだらんぞ」

　男は顔を歪ゆがめている。それは腕の痛みからか、時雨の言葉が屈辱的だからか。

　しかし、

「……舐なめるなあっ！」

　男は三叉槍トライデントを、傍そばにあった噴水の根元に突き刺した。

　男の行動に、龍りゆう斗とは眉まゆ根ねを寄せる。──直後、

　それまで動いていなかった噴水から、大量の水が噴き上がった。

　尋常じゃない量の水だ。さながら水で造られた柱のように、聳そびえ立つ。

（まさか、あれがあの男の能力なのか！）

　龍斗は目を見開く。恐らくは──水を操る能力！

「これだけの水の量があれば、車だって押しつぶせる。そんなちんけな刀で、受け止め切れると思うなよ！」

　男が叫ぶと同時に、水の柱は鞭むちのようにしなり、時雨に襲いかかる。

　時雨だけではない。あれだけの大きさだ。時雨の背後にいる龍斗と由ゆ紀きまで、巻き添えを喰くらうだろう。

　押し潰つぶさんとばかりに、時雨に襲いかかる水の柱。

　──そして、それでもなお、微笑をたたえる時雨。

「泣き侘わびて、氷に冴さえ渡り、袖そでの露」

　刀を鞘に納め、歌うように、少女は詩を詠みあげた。

「──哭皐女ナキサワメ」

　刹せつ那な、時雨の手に光の粒子が集まる。光の粒子は柄つかとなり、鍔つばとなり、刃となり──一振りの刀になった。

　刀身の色は、澄み通る碧色。現実に存在し得ない鋼で打った刀であるのは、明白だった。

　時雨しぐれは哭皐女ナキサワメを上段に構える。向かい合うは、滔とう々とうとしなる水の柱。

（嘘うそだろ……水を受け止める気かよ！）

　無理だ。卓越した剣技があろうと、受け止められるはずがない。相手は人が幾年もかけた剣技を一瞬で呑のみ込む、暴力的な激流なのだから。

　時雨の哭皐女ナキサワメと水の柱が、ぶつかった。

　無残にも、時雨の刀は水に呑まれ、水の柱に押し潰つぶされる。

　そうなるはずだ。そうなるのが道理だ。

　では──目の前の光景は、何だ？

　目の前で、さも当然のように水の柱を支える時雨の姿を、どう説明すればいい？

「……私も軽く見られたものだな」

　ふっと、時雨が笑う。──そこで、龍りゆう斗とは気づいた。

　氷だ。哭皐女ナキサワメに触れる水の柱の一部分が、氷になっている。

「哭皐女ナキサワメは華厳の滝をも凍いてつかせる、魔氷の刃。この程度の水量、川瀬で水遊びをするようなものだ」

　時雨が強く哭皐女ナキサワメを握る。同時に、音を立てて水の柱が凍った。

　時雨は哭皐女ナキサワメを、氷と化した柱に叩たたきつけ──氷の柱は、粉々に砕けた。

　宙を舞う、氷の破片。月光に照らされ煌きらびやかに光る無数の氷は、まるで星ほし屑くずのよう。

　氷の破片が全すべて落下し、視界が開けた時──既に、男の姿はなくなっていた。

「……逃げたか」

　素っ気なく時雨が呟つぶやき、手にした哭皐女ナキサワメを振る。と、刀と着物が光の粒子となり消え、桜さくらヶが丘おか高校の制服姿になった。着ていた着物も、断章フラグメントの一部らしい。

　龍斗は時雨の姿を見つめながら、確信する。

　目を見張る剣捌さばき。一瞬で水を凍らせる能力。光の粒となり消える刀と着物。

「……時雨、君はやっぱり契約者だったのか」

「残念ながら、それは間違いです。限りなく正答に近い答えではありますが」

　不意に、少女の声がした。

　龍斗が振り返ると、そこにいたのは本を手にする少女。そして、

「リュート、ユキ！　大丈夫ですか!?」

　慌てながら、龍斗に駆け寄るアイリスだった。

「アイリス、なんでここに……？」

「あの少女がアパートに来て、リュートが契約者と遭遇したと教えてくれたんです」

　言いながら、アイリスが少女を見た。

　肩にかかる程度のミディアムヘアー。龍斗の胸辺りまでしかない背丈。あどけない顔立ち。……何ど処こかで見たことがある。

　直後、思い出した。彼女は、今日街で龍りゆう斗とが話しかけた女の子だ。

「君は、今日街で会った……！　いや、それよりも間違いってどういう──」

「まだ分からないのか？　やはり鈍いな、龍斗は」

　くすくすと、時雨しぐれは笑う。

「私が〈幻想戯曲〉の契約者ではなく、かつ契約者と対等以上に戦えていた。……なら、答えは一つしかないだろう？」

「……あ──」

　そのとき、閃ひらめく。

　時雨の体に刻印がなかった理由。時雨が〈幻想戯曲〉を所持してなかった訳。

　そして、時雨が三叉槍トライデントの男を圧倒していたという事実。

　そうか。そういうことだったのか。

「……時雨は、〈幻想戯曲〉のキャラクターだったのか」

　龍斗の言葉に、アイリスが息を呑のんだ。

　今までの出来事を説明するには、それしかない。時雨は、〈幻想戯曲〉のキャラクターでありながら、龍斗に近づいたのだ。

「ご明察」

　時雨の拍手が、夜空に響く。

「私が〈幻想戯曲〉『六剱むつるぎの剣客』の剣客、朝あさ霧ぎり時雨その人だ。そして──」

　時雨が、アイリスと一緒にいた少女を見る。

「彼女が我が主あるじ、日ひ向むかい京きよう香か。桜さくらヶが丘おか図書館の幻想司書であり、『六剱の剣客』の契約者だ。あまり人と話すのは得意じゃないが、仲良くしてやってくれ」

「余計なことは言わなくていいわ、時雨」

　ぴしゃり、と少女──京香が時雨に注意する。

（……桜ヶ丘図書館の、幻想司書？　何で桜ヶ丘図書館の司書が、ここに？）

「龍斗さん、アイリスさん。場所を移しませんか？　私はあなた方に話がありますし、由ゆ紀きさんをそのままにしておくわけにはいきませんから」

　京香が由紀を見る。由紀は、未いまだ意識を失ったままぐったりとしていた。

「あ、ああ。そうしてくれると、有り難い」

「では、行きましょう」

　京香が踵きびすを返し、歩き出す。龍斗は由紀を背負い、京香を追いかけるように歩き出した。



　龍斗は客人用の飲み物を京香たちの前に並べると、テーブルについた。

　龍斗のアパートには、現在五人。テーブルに座るのは龍斗とアイリス、京香と時雨。ベッドには、由紀が眠っていた。

　エミリにも電話をかけたが繋つながらなかったため、この場にはいない。

　一人用の賃貸アパートなだけに、龍りゆう斗とも含め五人もいると、隣にいるアイリスと肩が触れてしまいそうなほど、窮屈だ。

「まず、何から話しましょうか」

　遠慮しているのか、京きよう香かは龍斗が差し出した飲み物には手をつけず話し出す。夕方の時のおどおどとした雰囲気はなく、毅き然ぜんとした態度で龍斗を見据えていた。

　対して、時雨しぐれはすぐに飲み物に手を伸ばしたため、コップは既に空だ。対照的な二人だった。

「私は、シグレがリュートに近づいた理由が知りたいです。何な故ぜ、シグレがあそこまで執しつ拗ようにリュートの傍そばにいようとしたのか」

「……龍斗さんの契約する、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するためです。そのために、時雨を桜さくらヶが丘おか高校に送り込んで、龍斗さんに近づけさせました」

　やっぱりか、と龍斗は思う。全く知らない少女が、あれだけ積極的に龍斗に関かかわろうとするのだ。純粋な好意とは考えづらい。

　……もっとも、龍斗は一瞬でも勘違いしそうになった訳だが。

「でも、それなら何で〈幻想戯曲〉のキャラクターの時雨を選んだんだ？　もっと相応ふさわしい人がいそうだけど」

「時雨を送り込んだのは、苦肉の策でした。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収しようとしたのは、私個人の判断です。だから、龍斗さんに近づくのは、私か時雨しかいなかったのですが……」

「京香は面識のない異性と話すのが怖いと言い出してな、渋々私が──」

「違います。私の容姿で高校生は無理があると思ったからです。ほんとです」

　京香が時雨の言葉を、食い気味に遮った。本当だろうか、一瞬目が泳いだが。

「しかし、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するなら、直接リュートに話せば良かったのではないですか？」

「出来るなら、私たちが〈幻想戯曲〉に関係しているということを、アイリスさんたちに知らせたくなかったんです。……無茶であることは分かってましたが、時間がなかったんです。一刻も早く、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収しなければなりませんでしたから」

「いえ、そんなことはありませんよ、キョウカ。少なくとも、リュートには効果的な作戦でした」

「……ん？　突然何を言い出すんだ、アイリス？」

「実際、リュートはシグレに骨抜きにされていました。少し胸を当てられたくらいで、ふらふらと連れ出されそうになって──」

「お、おいっ、そんなこと……は、まあ、ない、とは言えない、かなあ……」

　何とも歯切れの悪い返答をする龍りゆう斗と。

　テーブルに座っていた少女たちの刺すような視線が痛く、龍斗は天井を仰ぐ。

「ていうか、アイリスちょっと怒ってない？」

「……怒ってませんっ」

　ぷいっ、とアイリスが龍斗から顔を背けた。気のせいか、すねているようにも見える。

「でも、どうして京きよう香かは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収しようとしたんだ？　……いや、どうして京香と犯人は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を欲しがるんだ？」

「……すみませんが、それを龍斗さんに教えることは出来ません。〈幻想戯曲〉と関係のない龍斗さんが、知る必要はありませんから」

「ということは、やっぱりあるんだな？　『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収しなきゃいけない、特別な理由が」

「──！」

　龍斗の言葉に、京香が唇を噛かむ。

「否定は、しません」

「教えてくれないか？　俺は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約したんだ。関係ない訳がない」

「その質問に答えることは出来ません。話せば、〈幻想戯曲〉と関係のない人まで、危険に晒さらしてしまうかもしれませんから。……龍斗さんは、その責任を背負う覚悟がありますか？」

　京香の語調は強く、龍斗は思わず身を引きそうになる。初めて京香が見せた、威圧的な態度だった。

「……分かった。とりあえずこの話はおいておこう」

　本音を言えば、龍斗は京香の言葉に納得しきっていない。

　だが、どうやら京香が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収をする理由の話をしていると、話が前に進まないらしい。

「じゃあ、最後に確認させてくれ。時雨しぐれが俺を惚ほれさせて、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約を破棄させる。それが京香たちの計画だったんだな？」

「そうです。そのために、時雨から龍斗さんと二人きりになったという連絡を受けて、街で待ち合わせをしていました」

　だが、龍斗が京香に声をかけたため、その作戦も失敗に終わったということか。

　多少強引な手を使っても、京香たちは龍斗と『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約を破棄させるつもりだったのだろう。そのために龍斗に近づいたのだし、契約破棄は、契約者が〈幻想戯曲〉の最後の文章を読み上げることで成立するのだ。そう難しいことじゃない。

　──だが、根本的にこの二人は勘違いをしている。

「その前に言わなきゃいけないことがある。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、契約破棄出来ないんだ」

「……えっ？」

　京きよう香かと時雨しぐれが、驚きに顔を染める。やはり、二人は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が契約破棄出来ないことを知らないようだ。

「初めは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は物語が完結していないから、契約破棄が出来なかったと思っていた。……でも、最後の一節まで文章が刻まれても、まだ契約破棄は出来ないんだ」

　拓たく也やとの戦闘で負った傷が完治した後の話だ。龍りゆう斗とはエミリから、アイリスを本の中に戻せるか試してくれないか、と頼まれた。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の物語が全すべて刻まれたのなら、龍斗とアイリスは完全な契約状態になったかもしれない。そうエミリは考えたのだ。

　龍斗はエミリの言葉通り、アイリスを『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中に戻るよう念じてみた。だが、アイリスは現世に召喚されたままだった。

　だから、龍斗とアイリスの契約は依然不完全なままであり、契約破棄も出来ない。そう龍斗たちは結論を出した。

　本音を言えば、龍斗はその結果に少しだけ安あん堵どしていた。犯人を捕まえないまま契約破棄をすれば、アイリスと交わした約束を反ほ故ごにしてしまうからだ。

「そんな……!?」

　京香は驚きの声をもらし、それまで考える仕草をしていた時雨が、口を開く。

「それなら、龍斗が契約したまま『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を京香に渡したらどうだ？　『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が危険なものであるのは変わりないし、桜さくらヶが丘おか図書館で調べれば何か分かるかもしれない」

　テーブルに座る誰だれもが、龍斗の答えを待っていた。

　京香と時雨は真剣な表情で、アイリスは無表情でありながら、どこか不安の色をした瞳ひとみで龍斗を見つめている。

「……確かアイリスは、俺が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約者だから守らないといけない。だから、離れることは出来ない。そう言ってたよな」

　呟つぶやくように、それでいて力強く、龍斗は言う。

「それは、今でも変わらないのか」

「……リュートと出会った時ほど、マスターを守らなければならないとは、強く思っていません。あの時は自分自身を、誰かを守るための剣としか思っていなかったですから」

　誰かを守るための剣。魔物と戦うことしか生き方を知らない少女の騎士。

　それが、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスであり、龍斗と出会ったばかりの頃ころのアイリスだ。

　……だが、

「しかし、犯人はリュートが契約した『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪おうと、リュートに危害を加えようとしています。もしキョウカに渡したとしても、犯人がリュートを襲わないという保証はありません」

　だが、今は違う。

「私は、マスターを守るためにリュートの傍そばにいるのではありません。リュートを守りたいから、リュートの傍にいるんです。だから、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』をキョウカに渡すのは、同意出来ません」

　今は、誰だれかのためにしか戦えない英雄じゃない。

　龍りゆう斗とのために戦う、一人の騎士。

　それが、現代に生きるアイリスだ。

「……俺はアイリスと一緒に住むって決まった時さ、これから大変になるな、ってくらいにしか考えてなかった」

　大切な言葉を紡ぐように、ゆっくりと龍斗は語りだす。

「でも、アイリスを襲う人間がいるって、知っちゃったんだ。それも、相手は一般人に〈幻想戯曲〉を配るような奴やつだ。……そんな奴に、アイリスを渡したくない」

　龍斗は知っている、料理の出来に一喜一憂するアイリスを。時雨しぐれに対抗意識を燃やして、むきになって龍斗を引っ張るアイリスを。

　出来ることなら、守ってやりたかった。手が届くのなら、差し伸べたかった。

　龍斗はその力を──ベオウルフを召喚する、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を持っているのだから。

「ずっと、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を持っていたいって訳じゃない。犯人を捕まえたら、京きよう香かに『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡してもいい。でも、それまでは、俺もアイリスの傍にいたい」

　京香の龍斗を見つめる眼まな差ざしが、険しくなる。

「龍斗さんは、『獣使いの乙女サモナー・オブ・メイデン』の契約者と戦闘して、全治一週間の怪け我がを負ったそうですね。……それだけの傷で済んだことがどれだけ幸運なことか、理解できているんですか？」

　苛いら立だちすら感じさせる京香の言葉に、部屋の空気が張り詰める。

「国一つをひっくり返すことの出来る戦神。幾千の人間の命を一瞬で奪うことも可能な兵器。存在だけで世界中の生物が畏い怖ふする幻獣。中には、そんな〈幻想戯曲〉もあるんです。……死ぬかも、しれないんですよ？」

　それは、龍斗も理解していたことだ。

　故に、京香の問いには、すぐに答えることが出来た。

「それはアイリスも、エミリも、時雨も、京香だって同じことだろ？　俺はもう首を突っ込んだんだ、見ないふりなんて出来ない」

　龍斗の意志も、決意も、揺るがない。

　当然だ。覚悟なんて、アイリスと約束をした時から決めていたのだから。

「だから、犯人を捕まえるまでは、俺はアイリスと一緒に──」

「勝手なこと言わないで下さいっ！」

　悲鳴にも似た叫びが、龍りゆう斗との部屋に響き渡った。

　今の声は京きよう香かでもなければ、時雨しぐれでも、アイリスでもない。

　龍斗は表情を凍りつかせながら、声の主に──ベッドの上で上半身を起こし、悲痛と憤ふん怒ぬの表情を浮かべる由ゆ紀きを、振り返った。

「由紀っ!?　いつから起きてたんだ!?」

「……時雨さんが石いし馬ま先輩に近づいた理由を話したところから、聞いてました」

　小さな肩を、細い声を震わせながら、由紀が答える。

「……石馬先輩、何でアイリスさんを守るなんて、言うんですか？　どうして戦うなんて、言うんですか？」

　今にも泣きそうな、由紀の顔。その表情に、龍斗は三叉槍トライデントを掲げる男を思い出した。

　どうして、こんな大事なことを忘れていたんだ。──由紀は、龍斗をおびき寄せる人質として、三叉槍トライデントの男にさらわれたのだ。〈幻想戯曲〉と関係のない、ただの女子高生のはずなのに。

「由紀、ごめん。俺のせいで危険な目に遭わせて」

　弾はじかれたように、龍斗は由紀の傍そばに寄る。

「知らない男にさらわれたりして、恐こわかったよな。なんて謝ればいいのか分からないけど、本当にごめ──」

「違います！　私が怒ってるのは、そんなことじゃありません！」

　再び、由紀の叫び。龍斗は息を呑のむ。

「あの男の人にさらわれた時、すごく怖かったです。ナイフを突きつけられて、目隠しをされて、死ぬのかなって思いました。……でも」

　由紀は、涙を耐えるように、スカートの裾すそを握る。

「それよりも、石馬先輩が傷だらけになるかもしれないって考える方が、ずっと怖いんです。石馬先輩がいなくなっちゃうかもしれないって考える方が、ずっとずっと怖いんです」

　龍斗は、何も言えず、瞳ひとみを濡ぬらす由紀の顔を見つめることしか出来ない。

　自分自身に危害が及ぶよりも、龍斗が傷つく方が怖い。

　本来なら喜ぶべき言葉だ。それほど由紀は、龍斗のことを慕ってくれているのだから。

　だが、龍斗の胸の内で湧わき出た感情は、迷い。

　由紀の言葉に頷うなずくことは出来ない。龍斗は、アイリスの為ために戦うと決めたのだから。

「……ユキ」

　由紀が、アイリスを鋭く見つめる。

「……アイリスさん。あなたのせいで、石馬先輩は戦っているんですか？」

「……それは」

　アイリスは口を閉ざし、俯うつむく。

「何で、石いし馬ま先輩じゃないといけないんですか？　石馬先輩はただの高校生じゃないですか。それなのに、どうして死ぬかもしれないのに、戦わないといけないんですか？」

　その言葉は龍りゆう斗とに言ったのか、アイリスに言ったのか。きっと、両者に対して向けられていたのだろう。

　龍斗は答えなかった。──答えが出てるからこそ、答えることが出来なかった。

　アイリスを守る。その意志は変わらない。

　もし『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が犯人に奪われたら、アイリスが死んでしまう可能性だってある。そうなったら、きっと後悔する。……だから、龍斗の戦う覚悟は変わらない。

　だが、目の前に、龍斗を心配してくれる少女がいる。

　その想おもいが、龍斗には辛つらかった。

「もし石馬先輩がいなくなったら、私は──」

　そこから先は、言葉にならなかった。

　嗚お咽えつを零こぼさないように、涙を流さないように、必死で由ゆ紀きは耐える。

「……ごめん、由紀」

「どうするんですか？　龍斗さんが〈幻想戯曲〉を持っている限り、また龍斗さんの友達が人質にとられるかもしれないんですよ？」

　京きよう香かの言葉に、龍斗の決意が揺らぐ。

　京香の言う通りだ。龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を所持している限り、また龍斗の知人が人質に取られるかもしれない。

　だが、もし『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡せば、アイリスは──

「……ですが、龍斗さんとアイリスさんの言葉も、一理あります」

「……えっ？」

「アイリスさんの言う通り、龍斗さんが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手放してもまた犯人に襲われると思います。龍斗さんが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手放したという情報を犯人に与えても、その正誤を確かめるため犯人は龍斗さんに接触すると思いますから」

　淡々と、京香は言う。

「私が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』をもらい、アイリスさんは龍斗さんを護衛するという方法もありますが、それは危険です。単純に、犯人の目標が二つに分かれるだけですから」

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』のキャラクターであるアイリスの命が失なくなれば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』も消滅する。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』はもちろんのこと、アイリスが犯人の手に渡れば、格好の交渉の材料になってしまう。

「ですから、犯人を捕まえるまでは、龍斗さんが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を持っている方がいいと思います」

「……つまり、現状維持ってことか？」

「いえ、それはいけません。また由ゆ紀きさんが契約者にさらわれる可能性があります。ですから……時雨しぐれ」

「何だ？」

「桜さくらヶが丘おか図書館の司書を手配するまで、由紀さんを護衛して。このまま桜ヶ丘高校の生徒として、由紀さんの傍そばにいるの」

「御意。……と言いたいところだが、京きよう香かはどうする。私がいなくても大丈夫なのか？」

「ほんの数日くらい、仕事に支障はないわ。私は桜ヶ丘図書館に篭こもって、犯人の手がかりを追うから」

「違う。私は京香が一人でも寝れるのか心配しているんだ。私が添い寝してやらないと寝れないだろ、お前」

「……っ！」

　きっ、と京香が時雨を睨にらみつける。余計なことは言わないで、私の言うことを聞きなさい。意味としては、その辺りが妥当だろうか。

　龍りゆう斗とは京香達から、由紀に視線を移す。

　由紀は俯うつむき、しゃっくりを零こぼしていた。

　だが、涙は流れていない。きっと、必死で、泣くのを我慢していたのだろう。










第三章　彼の覚悟、彼女の想おもい



　窓から差し込む朝日に、由紀は薄く目を開けた。

　由紀はしきりに目を擦った。昨晩、一睡も出来なかったからだ。

　由紀は昨日龍斗のアパートで『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の話を聞いた後、時雨と一緒に自宅に帰り、晩御飯も食べずベッドの上に横になった。しかし、寝ようとすればするほど龍斗への不安や怒りが募り、結局眠ることは出来なかった。

　時計を見ると、もう朝食を準備しなければならない時間。

　ぼーっとする頭で、由紀はふらふらとキッチンへ降りていく。……すると、

「早いな、もう少し寝ていても良かったんだぞ？　食事が出来た後に、起こしに行ってやったのに」

　キッチンでは、桜ヶ丘高校の制服を着た時雨が朝食を作っていた。

　目の前の状況がよく分からず、由紀は目をぱちぱちとさせる。

　時雨が、〈幻想戯曲〉という本から出てきた剣客だということは、昨夜京香から教えてもらった。由紀を護衛するために、数日時雨が居候することも、覚えている。

　だが、だからといって、何な故ぜ時雨が食事を作っているのか。

「……時雨しぐれさん、朝ご飯を作ってくれてるんですか？」

「昨日は色々と大変だっただろう。それに、宿を借りている身なんだ。朝食くらい作らせてくれ」

　料理は得意なのだろう。時雨は手際よく、キャベツを千切りにしていく。

「……料理が上手なんですね」

「剣士といえど、私だって女の子なんだ。握る刃物が刀だけなんて寂しいからな。……ほら、出来た」

　時雨は皿に盛り付けをし、テーブルに並べる。白ご飯に鮭さけの切り身、千切りにされたキャベツと豚汁。やはり剣客だけあって、和食が得意なのだろうか。

　由ゆ紀きは一口、豚汁を飲む。

「……おいしい」

　思わず感嘆の溜ため息が出るほど、美味だった。

　眠気から食欲はあまりなかったのだが、つい手が伸びてしまう。

「私は京きよう香かのお目付け係もしていたからな、料理くらいは出来るよ」

　由紀は食事を進めながら、得意げに笑う時雨を見つめる。

　朝あさ霧ぎり時雨。──〈幻想戯曲〉という本から出てきた剣客。

　時雨とは数日間、桜さくらヶが丘おか高校の生徒として接していただけに、由紀は未いまだに目の前にいる少女が小説から出てきた人間とは思えなかった。

　由紀の眼まな差ざしに、時雨が気付く。

「やはり、まだ私やアイリスの存在が信じられないか？」

「……まだ、理解しきれていないところはあります」

　昨夜、時雨と一緒に帰宅した時、〈幻想戯曲〉については大方の説明を受けた。

　〈幻想戯曲〉が小説の中の生物や兵器を召喚することが出来る、魔導書グリモワールであること。未確認の〈幻想戯曲〉を回収する、幻想司書がこの街にいること。

　そして、龍りゆう斗とが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約し、アイリスを召喚したこと。

「すぐに信じろ、というのも酷な話だ。こんなの、まるでお伽とぎ話ばなしだからな」

「……でも、石いし馬ま先輩が危ないことをしてたってことは、知ってました」

「知ってた？　龍斗が〈幻想戯曲〉の事件に巻き込まれていたと、気づいていたのか？」

「そこまでは、分かりませんでしたけど……」

　数週間前、ひどい傷を負った龍斗を自宅で看病したことを、由紀は思い出す。

　あの日、怪け我がをした龍斗を家に運んだ時、龍斗はアイリスの剣を手にしたのだ。

　それに、龍斗は由紀の制止を振り切って、アイリスの許もとへ行くと言った。尋常じゃない出来事が起こったのは、由紀にでも理解できた。

　しかし、由紀は龍斗の身に何が起こったのか、尋ねることが出来なかった。

　知ってしまったら、龍りゆう斗ととの日常が、壊れてしまう気がしたから。

「……それで、時雨しぐれさんは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』のために、桜さくらヶが丘おか高校の生徒を装って石いし馬ま先輩に近づいたんですよね？」

「ああ、そうだ。……なんだ、その珍獣でも見るような顔は」

「……正直なところ、〈幻想戯曲〉よりもそちらの方が、私には信じ難いです」

　龍斗を首ったけにさせ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を盗む。こう言ってはなんだが、ものすごく頭の悪い作戦に思える。

　時雨は肩をすくめると、リビングを出て行く。

　帰ってくると、時雨は手にした本を由ゆ紀きに差し出した。

「これが証拠だ。読んでみろ」

　由紀は時雨に渡された本のタイトルを見て、思わず顔をしかめた。

　タイトルは『男をオトすテクニック～これで君も今日から小悪魔!?～』。

　由紀は本を開く。



　第一条　積極的にセックスアピールをしましょう。

　男は基本下半身で行動する生き物です。女の子にえっちなことをされるだけで、すぐにくらくらになります。恥ずかしくって出来ないよ、という人へ。胸はただの脂肪ですし、下着はただの布です。割り切って下さい。

　第二条　男はテンプレートな行動に弱い。

　道で偶然ぶつかる、手作り弁当を渡す、など男はテンプレな攻めに弱いです。なぜなら、オスの孔く雀じやくがメスに羽を広げるように、男はそれを女性からの求愛行動だと認識しているからです。

　同様に、恋愛におけるテンプレな台詞せりふも勉強しておきましょう。



　こんなのが延々と続く本だった。

「出来るだけ隠おん密みつにことを済ます必要があったからな、武力行使は避けた。それで、この本を参考に龍斗を落とし、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収しようとしたんだ。信じてくれたか？」

「……はい、信じました。それはもう、頭が痛いくらいです」

「良ければ、この本を由紀に貸してやろうか？　この本の通りにすれば、龍斗も由紀に惚ほれるかも──」

　そこで、時雨は口を閉じた。

　見ていて痛ましいと思えるほど、由紀が沈み込んでいたからだ。

「……すまん、軽率なことを言ったな。まったく、私も焼きが回ったものだ」

　ふう、と時雨が溜ため息をつく。

「安心しろ。由ゆ紀きは絶対に私が守るし、犯人もすぐに京きよう香かが見つけるさ。そうすれば、龍りゆう斗ととの関係もいつも通りになる」

「……ありがとうございます」

　呟つぶやくように、由紀が答えた。

　あれだけおいしかった朝食が、今はどうしても口にしたいと思えなかった。



　◇



「はあっ!?　犯人を捕まえたら『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡す約束をした!?」

　朝礼が終わったばかりの教室で、人目も憚はばからずエミリが絶叫した。

　エミリの声に、思わず龍斗とアイリスの顔がひきつる。

「お、落ち着けって。みんなが見てるだろ」

「落ち着けるわけないでしょ！　あれは元々ウォレス図書館の〈幻想戯曲〉なのよ!?　何で京香なんて日本の司書に譲らないといけないのよ！」

　ふしゃー、っと威嚇する猫のように、エミリが龍斗を睨にらみつける。

　龍斗とアイリスは、昨夜京香と話した内容をエミリに話していた。

　由紀が契約者にさらわれたこと。時雨しぐれが〈幻想戯曲〉のキャラクターであること。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するために、時雨が龍斗に近づいたこと。

　そして、犯人を捕まえた後、京香に『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡すと約束したことを話し、今に至る。

「しかし、何な故ぜエミリは昨夜電話に出なかったのですか？　いつもなら、街の見回りをしているはずですが」

「……昨夜は邪念を断つために携帯の電源を切ってたのよ。一度座禅っていうのも経験したかったから。風邪ひきそうになったから、夜明けに家に帰ってシャワーを浴びたけどね」

「お前、まさか本当に屋上で一晩過ごしたのか……」

　龍斗とエミリの言葉の意味が分からないのか、アイリスが首を傾かしげる。

「でも、そんなことがあったなんて知らなかったわ。……よし」

　急にエミリが席から立ち上がり、教室を出た。

　エミリの突然の行動に慌てながら、龍斗とアイリスは彼女を追う。

「お、おい、何ど処こに行くんだよ。もうすぐ授業が始まるぞ」

「時雨に会いにいくわ。あいつには、話さなきゃいけないことがあるもの」

「しかし、シグレも授業なのではないのですか？」

「関係ないわ。だって、〈幻想戯曲〉のキャラクターってことは、この学校の生徒じゃないってことでしょ」

「……あ」

　考えてみれば、そうだった。

「でも、由ゆ紀きの護衛をしなきゃいけない。ってことは、生徒も教師も来ない、学校の何ど処こかにいるってことじゃない」

　そう言いながら、エミリは屋上に続く階段に足をかけた。

　屋上に出る。そこには座布団に座り、読書をする時雨しぐれがいた。

「授業をサボるとは感心しないな。勉学に心魂を傾けるのが、学生のあるべき姿だろう」

　龍りゆう斗とたちに気づいた時雨が本を閉じる。表紙を見るに時代小説だろう。文芸部で言った時代小説を好むという時雨の言葉は、本当なのかもしれない。

「まさか、時雨が〈幻想戯曲〉のキャラクターだったなんてね。びっくりしたわ。……私の尾行をまいたのも、あなたの能力？」

「能力なんて使ってないさ。私は〈幻想戯曲〉のキャラクターなんだ。京きよう香かが本の中に戻れと思うだけで、一瞬で姿を消すことは出来る。……それで、エミリは私に何か用か？」

「あら、初めて名前を呼んでくれたわね。一度もエミリって呼ばないから、てっきり私のこと眼中にないかと思ってたわ」

「とんでもない、君のことはよく知ってるよ」

　そう言うと、時雨は声の調子を整えるように喉のどを鳴らす。

「エミリ・ガーネット。契約している〈幻想戯曲〉は矢を自在に操る能力を持つ『魔弓の射手フライヘーゲル』。十七歳という異例の若さで〈幻想戯曲〉の回収を行っている、ウォレス図書館きっての麒き麟りん児じ。ちなみに、スリーサイズは八十一、五十六、七十九のＣカップだ」

「なっ……！　ば、馬ば鹿か言わないで！　Ｄはあるわよ！　ウエストには少し自信があるんだから！」

「お前、そんなことでムキになるなよ……」

　ていうか、胸のカップ、Ｄなんだ。

　隣で「負けました……」という声が聞こえた気がしたが、空耳に決まってる。誇り高い騎士であるアイリスが胸の大きさなんて気にするはずがない。

「って、そうじゃなくて！　……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について話があるわ。あんたのご主人様は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を欲しがってるみたいじゃない」

「ああ、やはりその話か」

　時雨は小さく笑う。

「いかにも、京香は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手に入れようとしているよ。そのために、私はわざわざ龍斗に近づいたんだからな」

「何を考えてるの？　『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』はウォレス図書館の〈幻想戯曲〉じゃない。あんた達は犯人が桜さくらヶが丘おかに来たのを利用して、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を掠かすめ取ろうって考えてるの？」

「人をコソ泥のように言わないで欲しいな。京きよう香かが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を欲しがるのは、それなりの理由があるのさ」

「それなりの理由……？」

　時雨しぐれの意味深な言葉に、龍りゆう斗とが怪け訝げんな顔をする。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、私たちが保管するべき〈幻想戯曲〉なんだ。君たちの手に負える代物じゃない」

　君たち……エミリと、ウォレス図書館のことだろう。

「手に負える代物じゃない？　……私が、ですか？」

「アイリスは分からないだろうがな。何せ、価値があるのはアイリスじゃなく、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』自体なんだから」

　価値があるのは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』自体……？

「君たちは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について何を知っている？　使役型と装備型を兼ね備えた、類たぐい希まれな〈幻想戯曲〉。その程度だろう」

「……あんた、何を知ってるの？」

「色々さ。少なくとも、君たちよりはね。何せ、私の主は桜さくらヶが丘おか図書館館長の娘にして、次期館長の座を約束された日ひむ向かい京香なんだ」

「京香の父親が、桜ヶ丘図書館の館長……!?」

　エミリが驚きの声をもらす。

「日本のほとんどの〈幻想戯曲〉を蔵書し、極東でも五指に入る桜ヶ丘図書館。その次期館長なんだ。一介の司書より〈幻想戯曲〉に精通してるのは、当然だろう」

「……そう。なら、尚なお更さら昨夜は座禅なんかしてる場合じゃなかったわね。リストラされた時に備えて、京香に名刺の一つでも渡しておけば良かったわ」

　司書のプライドがそうさせるのか、額に汗を流しながらも、エミリは軽口を叩たたく。

「教えてください、シグレ。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は一体、何なのですか？」

「悪いが、それは言うことは出来ん。昨夜京香も言った通り、〈幻想戯曲〉に関係のない人間まで巻き込む可能性がある」

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の主人公である私でも、ですか？」

「そうだ。そもそも、君たちはそんなことを知る必要がないんだよ。鬼が出るか蛇が出るか、なんて諺ことわざもあるが、もし妖あやかしの行軍でも飛び出したらどうする。……特に、龍斗」

　時雨が龍斗を鋭く見つめる。

「君は〈幻想戯曲〉とは関係のない一般人だ。余計な詮せん索さくは止やめろ。君が傷ついて、悲しむ人間もいるんだ」

　時雨の言葉に、龍斗は押し黙る。龍斗の脳裏に映る、涙を拭ぬぐう少女の姿。

　聞くまでもない。その少女とは、由ゆ紀きのことだ。

「でも、私はウォレス図書館の急務で日本まで来たのよ。京きよう香かが欲しがってたのであげました、なんて理由でイギリスに帰るわけにはいかないわ」

「適当なことを言っておけばいいだろう。犯人との戦闘で『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は廃棄された、とかな」

「勝手なこと言わないで欲しいわね。それで厳罰を受けるのは私なのよ」

「……君もしつこいな。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に関かかわることで、他人を危険に晒さらしたくない、という京香の善意も汲くみ取って欲しいものだが」

　時雨しぐれが困ったような表情を浮かべ、無言になる。

　だが、エミリは譲らない。腕を組み時雨の言葉を待つその姿は、京香と時雨の真意を聞くまで動かない、と主張しているように見えた。

「……それなら、一つだけヒントをやろう」

　エミリの眉まゆが、僅わずかに動いた。

「君たちは、〈幻想戯曲〉が何な故ぜこの世に存在するか、考えたことがあるか？」

「存在するかって……〈幻想戯曲〉が、そういう魔導書グリモワールだからじゃないのか？」

「確かに、〈幻想戯曲〉は魔導書グリモワールの一つとされている。魔導書グリモワールは、中世の魔術師共が作った魔術の指南書だ。悪魔を呼び出す儀式の方法や、黒魔術の技法が書かれている」

　龍りゆう斗とは頷うなずく。その話は以前、エミリから聞いたことがある。

「問題は、〈幻想戯曲〉が魔術師が作ったものだとして、どうやって作ったかということだ」

「それは、魔術師が魔法を研究して作ったんじゃ……」

「間違いじゃないが、そんな簡単な話でもない。〈幻想戯曲〉は魔導書グリモワールとして、あまりにはっきり確立し過ぎてるんだ。これだけ多くの数があり、使役型と装備型の二つに分類され、〈幻想戯曲〉という魔導書グリモワールとして一括りにされている。……異常だよ、これは」

　一言ずつ龍斗達に言って聞かせるように、時雨は語る。

　その表情に、龍斗たちをからかうような余裕は、もうなかった。

「〈幻想戯曲〉が作られたのは、理由があるのさ。……ここまで話したんだ。おとなしく引き下がってくれないか？　私の言葉を基に、君たちがどんな想像をするのかは自由だ。それが真実か、思い違いかは、責任を持たないがね」

　そう言うと、時雨は再び読書に戻った。もう龍斗たちと会話する気はないらしい。

　〈幻想戯曲〉が作られた理由。魔導書グリモワールとしての異常。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の存在。──同じ言葉が、何度も龍斗の頭の中を回る。

　龍斗がアイリスを見ると、彼女は呆ぼう然ぜんとしているような、恐怖で立ち竦すくんでいるような、複雑な顔をしていた。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を意味深長に語られたのだ。アイリスの心情は、考えるまでもない。

「……行きましょう。もう時雨しぐれは話す気がないみたいだし」

「いいのか？　まだ『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について、何も分かってないけど」

「ヒントをくれたんだもの、後は私で勝手に調べるわよ。時雨の言い分じゃ、勉学に心魂を傾けるのが、学生の本分らしいしね」

　言いながら、エミリが屋上を出ようとする。

「ああ、それと龍りゆう斗とにアイリス、君たちに一言言っておきたいことがある」

　龍斗とアイリスもその後に続こうとしたとき、時雨が呼び止めた。

「少なくとも『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を契約破棄するまで、由ゆ紀きと言葉は交わさないで欲しい。……由紀はまだ、君たちのことを許していない」

　真剣な口調で時雨は言う。その言葉の裏には、これ以上由紀を傷つけないでくれ、と懇願しているように龍斗には思えた。

「……はい。私も、どんな顔でユキと話せばいいか、分かりませんから」

　そう言って、アイリスは屋上を出て行った。

　龍斗は、時雨に向かって小さく頷うなずき、何も言わず時雨に背を向ける。

　言葉を言う必要などなかった。言う権利すらないとも、思っていた。

　龍斗の気持ちは、アイリスと同じなのだから。



　その日、放課後の文芸部の空気は最悪だった。

　机に座るのは、沈痛な表情を浮かべる龍斗とアイリス。部長席には不機嫌な気持ちを隠しきれず、どこか怒っているような顔をした由紀がいた。その隣には、時雨が座っている。

　エミリはこの場にはいない。今日時雨が言った言葉について、知り合いの司書に相談したりして、独自で調べているからだ。

　誰だれ一人として視線を合わせようとせず、会話もしようとしない。

　部室に来るべきではないということは、龍斗も理解していた。だが、昨夜京きよう香かが提案した、『放課後は契約者に襲われないよう、出来るだけ学校で、みんなで集まっていて下さい』という言葉には従わなければならなかった。

　だが、とにかく気まずい。龍斗とアイリスは由紀と話すことなんか出来ないし、楽しげに雑談するなんて以もつての外ほかだ。

　部室の中は無言。時計の針が動く音だけが、静かに響いていた。

「……アイリスさんは、今日は読書をしないんですか？」

　不意に、その時計が時間を刻む音を、由紀の声がかき消した。

「……えっ？」

「別に、私のことを気にしなくてもいいんですよ？　いつも通りにしてくれても。私は気にしませんから」

　言葉だけ聞けば、アイリスへの気遣いにも思える。

　だが、その低く小さい由ゆ紀きの声に、抑揚はなかった。穿うがった見方をすれば、龍りゆう斗とを〈幻想戯曲〉の事件に巻き込んだアイリスへの、当てつけのように聞こえる。

「……だって、今までそうしてきたじゃないですか。文芸部に入ってから、私が貸した本や部室の小説を、楽しそうに読んでたじゃないですか」

　ぎゅっと、由紀がスカートを握った。

「それなのに、何で私が石いし馬ま先輩とアイリスさんの関係を知っただけで、そんな態度をとるんですか？　……ずるいですよ、そんなの」

　段々と、由紀の口振りが荒くなる。

　今まで耐えてきた感情が溢あふれるように、由紀の口から言葉が零こぼれる。

「だったら、楽しそうに本なんか読んで欲しくなかったです。そんな辛つらそうな顔をするくらいなら、初めから──」

「由紀」

　由紀の言葉を制したのは、時雨しぐれだった。

「由紀の気持ちは分かるが、そこまでにしておけ。アイリスだって好きで龍斗と契約した訳じゃない。……八つ当たりは、みっともないぞ」

「……っ！」

　由紀が固く、口を閉じた。

　アイリスは何も言わない。謝罪も、反論もしなかった。

　分かっているのだ。その言葉を口にする権利が、アイリス自身にないことを。

「……飲み物を買ってきます。すぐ戻りますから」

　由紀が文芸部を出て行った。その後を時雨が追う。護衛という立場上、由紀を一人にはしておけないのだろう。

　ぽつんと、龍斗とアイリスだけが部室に残された。

「私は、リュートと契約するべきでは、なかったのかもしれません」

　アイリスは目を伏せ、弱々しい声で言った。

「アイリス……？」

「ユキが私に怒るのも、分かります。私がリュートと契約してしまったせいで、リュートが契約者に襲われるのですから」

　アイリスがどんな顔をしているのか、龍斗には分からない。

　だが、その小さな声が、固く握ったたおやかな手が、龍斗の胸を締め付ける。

「……本音を言うと、私はリュートと契約できて嬉うれしかったです。私は初めて誰だれかと契約しましたが、リュートがマスターで、本当に良かったと思ってます」

「俺と契約出来て、良かった？　……アイリスが？」

　それは、龍りゆう斗とには思ってもいなかった言葉だった。

　アイリスは、龍斗との中途半端な契約のせいで、本来の力の半分も引き出すことが出来ない。しかも、アイリスを本の中に戻してやることも不可能なのだ。

　恨まれることはあっても、感謝されるとは思っていなかった。

「リュートは、私と一緒に戦うと言ってくれました。私がいた『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の世界では、誰だれもそんなこと言わなかったのに、リュートは私を守ると約束してくれました。……それが、すごく嬉うれしかったんです」

　でも、とアイリスは付け加える。

「リュートを〈幻想戯曲〉の事件に巻き込んでしまった自覚が、私には足りませんでした。リュートは、普通の高校生だったのに……リュートが剣を取って悲しむ人がいるのに、私は気づかなかった」

　アイリスは、顔を上げる。

「一刻も早く犯人を捕まえましょう、リュート。そうすれば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を解明して、契約破棄も出来るはずです。……リュートのためにも、ユキのためにも」

「……あ、ああ」

　確固たる意志を持った、アイリスの瞳ひとみ。

　だが、龍斗ははっきりとアイリスに答えを返すことが出来なかった。

　確かに、契約破棄をしない限り、龍斗はいつまでも『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に縛られることになる。……でも、今更、思う。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を契約破棄したら……アイリスは、どうなるのだろう。

「そのためには、まず犯人の情報が必要ですが……」

「……ああ、そうだな」

　気を取り直し、龍斗は頷うなずく。今は犯人を捕まえる方が先決だ。とりあえず、先程湧わき出た疑問をおいておく。

　龍斗たちは、犯人の素性も、住すみ処かも分からない。これでは捕まえるどころか、見つけることすら難しい。となると、犯人の情報を引き出すには、犯人に〈幻想戯曲〉をもらった契約者から聞き出すしかないが……。

　その時、龍斗の携帯が鳴った。エミリからだ。

「もしもし、龍斗。今、何ど処こにいるの？」

「文芸部だけど……もしかして、時雨しぐれが言ってたことの意味が分かったのか？」

「それとは別の件で、龍斗とアイリスに話があるの。今から、アパートに戻ってくれないかしら」

「それとは、別の件？」

　電話越しに、エミリが息を吸う気配が伝わった。

「由ゆ紀きをさらった契約者の情報が、桜さくらヶが丘おか図書館から送られてきたの。……もしかしたら、犯人のことが分かるかもしれないわよ」



　◇



　学校の外にあるベンチに座り、由紀は俯うつむいていた。

　気分は大分落ち着き、あれだけ苦しかった胸の痛みも和らいだ。だが、龍りゆう斗とたちのいる文芸部に足を運ぶ気にはなれなかった。

　龍斗とアイリスに会えば、またひどいことを言ってしまうような気がしたからだ。

　……と、

「ひゃうっ！」

　不意に、由紀の頬ほおに何か冷たいものが当たり、由紀は甘い声をもらした。

　由紀が視線を動かす。そこにいたのは、缶コーヒーを手にする時雨しぐれ。

「ひゃうっ、とは随分かわいい声だな」

「し、時雨さんっ！　何ですか、急に！」

「飲み物を買いに出たんだろう。ほら」

　時雨は缶コーヒーを由紀に手渡した。

「……ありがとうございます」

　こくこくと、由紀は缶コーヒーを飲む。龍斗たちと一緒にいた緊張から、喉のどが渇いていて、コーヒーの冷たさが心地よかった。

「さっきはすまないな、厳しいことを言ってしまって。傷心している少女に言う言葉じゃなかったかもしれん」

「気にしないでください。……時雨さんの言ったこと、間違ってないですから」

　龍斗が不可抗力でアイリスと契約したことは、由紀も知っている。だからこそ、龍斗が戦うことをアイリスに責めるのは、お門違いだろう。

　しかし……やはり、由紀はアイリスを許すことは出来なかった。

　嫌な女の子だな、と由紀自身思う。だが、どうしてもこう考えてしまうのだ。

　アイリスがいなければ、龍斗は〈幻想戯曲〉に巻き込まれることもなかったのではないか、と。

　時雨が由紀の隣に座った。

「私が傍そばにいて迷惑じゃないか？　一人になりたかったら、いつでも言っていいんだぞ」

「いえ、むしろ一人でいると色々考えちゃうんです。だから、時雨さんとお喋しやべりしてる方が、気が紛れます」

「そう言ってくれると嬉うれしいよ。……やはり、龍斗たちと顔を合わせるのは辛つらいか？」

「……まだ、石いし馬ま先輩が戦うってことには、納得できません。だって、石馬先輩は数週間前までは普通の高校生だったんです。それなのに、死ぬかもしれないなんて、あんまりです」

　龍りゆう斗とが傷つくかもしれないと考えただけで、由ゆ紀きは堪たまらなく不安になる。たとえ龍斗に戦う意思があったとしても、由紀はそれを認めることは出来ない。

　……でも、とも思う。

「でも……石馬先輩がアイリスさんのために戦うっていうのも、本当は少し分かるんです」

　いや、違うか。由紀は心の中で否定する。

　悔しいが、分かってしまうのだ。龍斗が当たり前のように、誰だれかのために行動する人間だと、分かってしまう。

「分かる……？」

「はい。時雨しぐれさんは、私と石馬先輩が出会った時の話、知りませんよね？」

「……もしかすると、それは以前龍斗が忘れた、と言っていたやつか？」

「はい。……少し、昔話をしてもいいですか？」

「ああ、もちろんだ。聞かせてくれ」

　由紀は時雨から視線を逸そらし、正面を向いて話しだした。

「私が入学した時の話です。私は読書が好きで、高校に入ったら小説が好きな友達が欲しいと思ってました。それで、文芸部に入部したんです」

　だが、当時の文芸部は三年生が卒業して、部員は由紀しかいなかった。

　それでも構わなかった。きっと、自分みたいな読書好きな生徒が来てくれるだろう。そう信じていたからだ。

「すごく恥ずかしかったですけど、大きな声でチラシを配ったり、ポスターを作ったりしたんです。それで、私の期待通り、何人かの男子生徒が入部してくれました」

「男子生徒の部員……？　龍斗のことか？」

「この時は、まだ石馬先輩はいません。もうちょっと先の話です」

　由紀は時雨を焦じらすように、くすくすと笑う。

「でも、その人達は文芸部に興味なかったんです。入部しても、小説を一冊も読みませんでした。開く本といえば、雑誌や漫画くらいです」

　それだけではなかった。その生徒たちはまるで由紀がその場にいないように振舞ったり、大声で由紀に嫌味を言ったりした。

　その時、理解した。この人たちは部室が欲しいだけなのだと。

　一人で文芸部にいる由紀が、邪魔だったのだ。

「でも、私は部活を辞めませんでした。読書好きな友達が出来るのは、私の夢でしたから」

　しかし、男子生徒たちの嫌がらせは日に日にひどくなっていった。

　部活と関係ない生徒を呼んで大騒ぎをしたり、露骨に由ゆ紀きに対し疎ましい態度をとったりした。由紀が読んでいた小説が、ゴミ箱に捨てられていたことすらあった。

「その時は、とても辛つらかったです。なんで私は文芸部にいるのかなって、ずっと思ってました。……そんな時です」

　その日のことを、由紀は鮮烈に覚えている。

　夕日に照らされた部室。由紀を無視し、大声で騒ぐ男子生徒たち。一人ぼっちで、本を読んでいた由紀。

　そして、由紀に対し笑顔を浮かべる、一人の男子生徒。

「その人は、文芸部に入部するって言ったんです。男子生徒たちを横目に、本を読んでいる私に向かって」

　過去を懐かしむように、ほのかに由紀は笑う。

「入部するって言ったくせに、その人は小説のことなんか何も知りませんでした」

　今思い出しても、つい笑ってしまう。何せその男子部員は、小説を読むだけで目を回してしまうほど、活字が苦手だったのだ。

「でも……その人だけが、私に話しかけてくれました」

　由紀が読んでいる小説は、どんな本なのか。

　小説を読んだことない人間でも楽しめる、おすすめの本はあるか。

　その時の男子生徒との会話を、由紀は一言一句覚えている。

「それから、自然と男子生徒たちは部を辞めていきました。私とその人だけになった時、その男子生徒も辞めるって言い出したんです。だって、その人は部員に無視されている私を放っておけなくて、入部したんですから」

　小説に興味がない自分が文芸部にいるのでは、最初に入部した生徒たちと変わらない。その男子生徒はそう思っていたのではないか、と由紀は考えていた。

「でも、私はその人を引き止めたんです。部員の頭数を揃そろえたいって言いましたけど、そんなの嘘うそでした。私は、その人に文芸部にいて欲しかったんです」

　わがままであるのは、分かっていた。

　だが、その男子生徒は由紀にとって初めて、その人のことをもっと知りたいと思った異性だったのだ。

「それで、その人は部員が集まるまで文芸部にいると約束してくれて……私と、石いし馬ま先輩だけの文芸部になったんです」

　全すべてを語り終えた由紀は、ふう、と息をつく。時雨しぐれは、目を丸くしていた。

「……驚いた。昔話が始まったと思ったら、いつの間にか惚のろ気け話になっていたとは」

「びっくりしたのそこなんですか!?」

「まあ、確かにあいつならやりかねんが……それで、由紀は龍りゆう斗とがアイリスのために戦うのも分かる、というのか」

「……はい」

　部室で一人ぼっちでいた由ゆ紀きに手を差し伸べるほどだ。死ぬかもしれないアイリスを守ろうとする龍りゆう斗との決意は、よく分かる。

　だが、だからこそ──そんな龍斗だからこそ、由紀は傷ついて欲しくなかったのだ。



　◇



　橋の柱の陰に隠れながら、龍斗は河川敷を歩く男を見つめていた。

　夜は深いが、月明かりに照らされ男の外見は分かる。切れ長の糸目と、細長い体躯。昨夜、由紀をさらった男──桜ヶ丘図書館の情報によれば、氷ひ室むろ駿しゆんという名前らしい。

　氷室は途中で立ち止まり、振り返る。

「そろそろ、こんな茶番は止やめにしない？　男にストーキングされる趣味はないんだよね」

　ぎくり、と龍斗の肩が跳ねた。

「……いつから気づいてた？」

「いやいや、いつからも何も、僕がアパートを出た時からばれてるよ。だって君、隠れるの下手すぎなんだもの」

　氷室の言う通り、龍斗は夕方から彼を尾行していた。エミリが京きよう香かからもらった情報で、氷室の住むアパートは判明していたからだ。

　犯人の情報を引き出すには、犯人と関係のある人間から話を聞き出す必要がある。

　そうなると、現段階で契約者と判明している氷室に接触するのが、最も手っ取り早い。そのため、龍斗はエミリから情報を得て、氷室の住居まで行き、彼を追っていたのだ。

　恐らく、桜さくらヶが丘おか図書館としては司書であるエミリに氷室の情報を与えただけで、龍斗たちが戦闘するのは望んでいなかっただろう。

　だが、龍斗は一刻も早く氷室の〈幻想戯曲〉は回収すべきだと考えた。また龍斗のせいで他人が傷つく可能性もある。それに、氷室には個人的な因縁もあった。

「それで、僕に何か用？」

「お前に聞きたいことがある。〈幻想戯曲〉を、誰だれにもらったかだ」

「やっぱりその話？　でも、あまり話したくないんだよ。多分、怒られると思うから」

「話したくないなら、別に構わない。……腕ずくで聞き出すだけだ」

　龍斗は服の下から、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出す。

「うわ、怖いなあ。止めてよ、まるで僕が追い込まれてるみたいだ」

　へらへらと、氷室は笑う。

「事実、そうだろ？　だって、お前は尾行されているのに気づきながら、こんな人ひと気けのない場所まで俺を誘い込んだんだから」

　氷ひ室むろの笑顔が、固まった。

「俺から『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うなら、不意打ちの方がいいに決まってる。にもかかわらず、俺をここまで連れてきたのは、〈幻想戯曲〉を使って戦闘をするためだ。……なぜなら、お前には時間がなかったから」

　以前拓たく也やは、一般人がいる公園で〈幻想戯曲〉を使用した。他人に見られれば、警察に通報され、面倒が増える可能性があったのに、だ。

　エミリの憶測だが、拓也は早急に『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収しなければならない理由があったのだ。それが氷室にも当てはまるなら、彼も迅速に龍りゆう斗とと接触したいと考えるはずだ。だが、龍斗の周りにはアイリスやエミリ、時雨しぐれがいる。そう簡単に手出しは出来ない。

　そこに氷室が、龍斗一人に尾行されていると気づけば、どうなるか。まさに渡りに船だ。戦闘になるにしても、この機を逃す訳にはいかないと思うはず。

　だが、アイリスは龍斗を戦わせたくなかったのか、この作戦には否定的だった。しかし、龍斗がいなければ成立しない。そのため、龍斗自身が無理を言い、実行したのだ。

　全すべては、犯人を捕まえるために。

「だから、お前はここまで来た。〈幻想戯曲〉を使い、俺から『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うために。……そんなこと、こっちは百も承知だ」

　龍斗は頭上にある、中天にのぼる満月を指す。

「尾行してるのが、俺一人だと思ったか？」

　否──龍斗が指しているのは、月ではない。

　龍斗が手を掲げた先にある、橋の欄干。そこに、二人の少女がいた。

　一人は、闇やみに溶ける黒いローブを羽織り、『魔弓の射手フライヘーゲル』を手に持つエミリ。

　もう一人は、ワンピースのスカートを風にはためかせ、氷室を見下ろすアイリス。

　二人の少女の瞳ひとみに宿るのは、静かな闘気。

「悪いが、こっちは三人だ。降参するなら聞いてやるよ」

　龍斗は鋭く、敵意を込めて氷室を睨にらむ。

「でも、一発殴られる覚悟はしてもらう。由ゆ紀きに手を出されて、俺も腹が立ってるんだ」

「……調子に乗るんじゃねえぞ、クソガキ」

　低く小さく、凶暴さを孕はらんだ声で氷室は呟つぶやいた。

「俺は戦うつもりでここに来たんだぜ？　俺が不利になるような場所を選ぶわけねえだろ」

　昨夜、氷室は噴水の水を操り、水柱を時雨にぶつけようとしていた。

　そして、龍斗たちがいるのは、河川敷。氷室の言葉は強がりではない。人数では龍斗たちの方が上だが、地形を見れば氷室の方が有利だ。

「昨日の侍もどきの女といい、生意気な口をきくガキといい、うぜえ奴やつばっかりだ」

　氷ひ室むろはだらんと、力なく夜空を仰ぐ。

「いいかげん、きれちまったよ。……てめえら、全員地上おかで溺おぼれ死ね」

　刹せつ那な、氷室は殺意を剥むき出しにした双そう眸ぼうを龍りゆう斗とに向け、〈幻想戯曲〉を取り出した。

「還流の三叉槍メイルストローム！」

　題名を叫ぶ。本から光の粒子が溢あふれ、氷室を中心に旋風が巻き上がり──氷室の手に、三叉槍トライデント、『還流の三叉槍メイルストローム』が現れた。

　昨夜見た時より刀身は長く、氷室が片手で持てないくらい大きい。

　変化していたのは、氷室も同じであった。『還流の三叉槍メイルストローム』を召喚した途端、苦しげに顔を歪ゆがめ、息遣いは荒くなっている。その姿は、感情を失ったドロシーに使役された、煌獅子ヴオルドたちに似ていた。

　龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を開き、アイリスは欄干から飛び降りる。

「ベオウルフ！」「断章フラグメント！」

　龍斗の手にベオウルフが現れ、宙に舞うアイリスは剣やドレスや鎧よろいを装備し着地する。

　同時に、二人は地を蹴けった。氷室と河川は距離が離れている。氷室が河川に足を踏み入れるより早く、一撃を与えられる。

　だが、氷室は迎え撃つ素振りを見せず、地面に『還流の三叉槍メイルストローム』を刺した。

　瞬間、氷室の背後にある川の水が、爆発したように噴き上がった。

　噴き上がった水はいくつも分裂し、剣のように鋭利に、あるいは戦棍メイスのように硬質化し、龍斗とアイリスに襲いかかる。

　龍斗たちは後退する。凶器と化した水は地面を叩たたきつけ、砂すな埃ぼこりを巻き上がらせた。

「地面に刺したのに、何で……！」

「恐らく、土に含まれる水分を操っていると思われます」

　実戦経験の違いだろうか。動揺している龍斗に対して、アイリスは落ち着いている。

「土には土壌溶液と呼ばれる、主成分を水とする液体が含まれています。その水から別の土に繋つなげ、最終的に背後の河川に繋ぎ操作しているのではないでしょうか」

「……アイリス、賢いな」

「伊だ達てに小説ばかり読んでいる訳ではありません。それと、無駄口は慎んでください。──来ます」

　何本も枝分かれした水の凶器が、龍斗たちに襲いかかる。打撃、斬ざん撃げき、刺突。その全すべてを龍斗は避よけ、防ぐ。

（もしかして、前より能力が高くなってないか、こいつ！）

　時雨しぐれと戦闘した時に見せた氷室の能力は、水柱をぶつけるという単純なものだった。だが、今の氷室の攻撃は、地面の中の液体を川に繋げたり、いくつもの水の凶器を創つくりだしたりと、ずっと複雑化している。やはり、〈幻想戯曲〉の力が、飛躍的に上がっているのだ。

　龍りゆう斗との視界に、歪いびつに笑う氷ひ室むろに狙ねらいを定め、一本の矢が飛来するのが見えた。エミリの援護射撃だ。だが、水の防壁によって防がれる。

「刃物にも、鈍器にも、防具にもなりうる変幻自在の能力。……なるほどね、水がある場所じゃ攻防一体の万能な能力って訳か」

　ベオウルフの力で先鋭化された龍斗の聴力が、エミリの声を捉とらえた。

「じゃあ、これはどうかしら？　──断章フラグメント」

　氷室の猛攻を防ぎながら、龍斗は視線だけでエミリを一いち瞥べつする。エミリの手に二本の矢が出現した。二本の矢をつがえ、放つ。

　達人の域に達していないと不可能とされている、同時射ち。だが、矢の速度は両方共、衰えることはない。

　一本は直線上に、氷室に疾はしる。もう一本も、同じ道筋を辿たどり──途中で、抉えぐるように直角に折れ、軌道を変えた。

　軌道模刻オービツト・コピー──放った矢が頭の中に描いた軌道をなぞる、エミリの能力だ。

「ちっ……！」

　常識を超えた矢の動きに動揺しながら、氷室は水の壁を創つくり、かろうじて二本とも防ぐ。

　だが、その一瞬。一秒にも満たない、刹せつ那なの時。──氷室の意識は完全にエミリに逸それ、龍斗を襲う水の凶器が動きを止めた。

（……いけるっ！）

　龍斗とアイリスは、同時に氷室に駆ける。

　氷室が龍斗たちに気付き、二本の水の触手を伸ばす。氷室はアイリスに標的を絞ったのだろう、アイリスへ襲いかかる触手の方が、速度が速い。

　掴つかまれると判断したのか、アイリスが寸前で回避する。

「お願いします、リュート」

　ああ、この一撃で決める──龍斗は心の中で、アイリスの言葉に応こたえる。

　龍斗が右足を踏み込むと同時に、触手がその足首を絡め取る。

　遅い。間合いは内、踏み込みは十分。何をしようとも龍斗の一撃を阻むことは出来ない。

　龍斗は致命傷にならないよう手首を狙い、浅く斬きるつもりで剣を振り下ろし、

　──想像も絶するような熱に襲われ、その場に膝ひざをついた。

「がっ……！」

　龍斗がうめき声をもらす。意識を失いそうになるほどの痛みに、振り下ろした剣の勢いは衰え、空を斬った。

　何が起こったのか分からない、といった風にアイリスとエミリの顔が凍りつく。

　無理もない。龍斗を掴つかんだ水の触手が、激しく泡立ち、気化していたのだから。

　龍りゆう斗とは苦く悶もんの表情を浮かべ、膝ひざをついたままベオウルフを薙なぐ。だが、氷ひ室むろは『還流の三叉槍メイルストローム』を引き抜き、バックステップし河川へと入った。

　ぱしゃり、と龍斗の足首を掴つかんでいた水の触手が、液体へと戻る。

（──誤算だった）

　あの状況ならば、氷室は何をしようとも、龍斗の一撃を阻むことは出来ない。その判断は、間違っていない。……だが、龍斗は一つだけ、読み間違っていた。

　──それは、物理的な範囲での話だ。

（まさか、水の温度を変えることも出来るなんて──！）

「なんでも、人間ってのは七〇度を超える熱を受けると、たった一秒で体の組織が壊れるらしい。……足がすげえ色になってるぜ？」

　嘲あざ笑わらうように、氷室は口の端を吊つり上げる。

　確かに、龍斗の右足はふくらはぎから足首にかけて赤く変色し、腫はれていた。疼うずく痛みに、龍斗は満足に立ち上がることが出来ない。

　だが、ベオウルフでアイリスと同じ自然治癒力を得ているからこそ、この程度で済んだのだ。生身なら、一生消えない火傷やけどを負っていただろう。

　龍斗を庇かばうように、アイリスが前に立ち塞ふさがる。

「リュートっ！　大丈夫ですか!?」

「これくらい、なんてことない」

　龍斗は小さく笑う。だが、すぐに笑顔は崩れ、苦しげに顔を歪ゆがめた。

　龍斗は氷室を見る。氷室は河川に『還流の三叉槍メイルストローム』を突き刺し、自身を覆うように、ドーム状の防壁を作っていた。

　その背後には──

「……嘘うそだろ」

　何メートルもあろうかという巨大な津波が、こちらに向かっていた。

　轟ごう音おんを立てながら、津波は龍斗に向かっている。津波が河川の際に辿たどりつけば、この河川敷一帯を呑のみ込むのは、想像に難くない。

「エミリ！　龍斗をお願いします！」

　欄干で唖あ然ぜんとするエミリに、アイリスが叫ぶ。

　エミリは我に返ると、地面に飛び降り龍斗を担ぐ。

「お願いしますって、アイリスはどうすんのよ！」

「決まっているでしょう。ヒムロを倒します」

　アイリスが構える。……まさか、

「あんな馬ば鹿かでかい津波に突っ込むつもりか!?　止よせ！」

「所しよ詮せん、川の水量程度の津波でしょう。これくらい、どうってことはありません」

「どうってことあるに決まってんだろ！　無茶なこと言ってないで、アイリスも──」

「お忘れですか？　リュート。私は一国を守護し、英雄と讃たたえられていたんですよ。たかが津波程度に臆おくしはしません」

　毅き然ぜんと、アイリスは言い放つ。

「それに、退くわけにはいきません。これ以上リュートを〈幻想戯曲〉に巻き込ませないためにも……ユキを泣かせないためにも」

　龍りゆう斗とは、アイリスの言葉に何も言えなかった。

　アイリスは、龍斗を、エミリを、由ゆ紀きを守るために、戦っているのだ。

　その言葉は、多くの人間を救ってきた英雄としての矜きよう持じが言わせているのではない。

　龍斗たちのために戦う少女の騎士の、覚悟からの言葉だった。

「……行きます」

　アイリスが駆ける。エミリは龍斗を担ぎながら、橋の上へと跳躍した。

　アイリスが向かうは、災害と呼んでも差し支えない自然現象。一騎当千の戦士でも抗あらがうことすら許されず、溺おぼれ死ぬのは、自明の理だ。

　だが、ことアイリスに関していえば、それは当てはまらない。

　たとえ、あらゆるものを呑のみ込む災害だろうと、津波は津波。それは、現実で起こりうる事象だ。

　天を翔かけるドラゴン。城をも踏み潰つぶす巨人。一晩で街を焼き尽くす魔女。──化物達を相手に、アイリスは勝利を手にしてきた。

　そう──現実の道理が、幻想の世界で罷まかり通る訳がないのだ。

　流星とも見み紛まがう速度で、アイリスが飛ひ翔しようする。

　そして、津波の中に飛び込み──何トンもある水の壁を、貫いた。

　月影を隠しながら、アイリスが落下する。真下には、驚きよう愕がくに目を見開き、天を仰ぐ氷ひ室むろ。

　その姿に、龍斗はまるで場違いなことを思っていた。

　──月から来たお姫様ってのも、こんな風に落ちてきたのかな。

「……あなたの負けです」

　アイリスは、手にした剣を振り下ろした。



　龍斗は川の中で、仰向けに倒れる氷室を見つめていた。

　アイリスが高空より斬きりつけた剣を、氷室は『還流の三叉槍メイルストローム』で受け止めた。だが、『還流の三叉槍メイルストローム』は真っ二つに、折れたのだ。

　直後、〈幻想戯曲〉『還流の三叉槍メイルストローム』は光の粒子となり消失し、氷室は左手の刻印を押さえながら絶叫し、気絶した。

「……まさか、この状況って」

「ええ。拓たく也やの時と同じね」

　拓也も戦闘に敗れた後、刻印が刻まれた右腕を押さえながら呻うめき、気を失った。

　しかも、拓也は目を覚ました時、〈幻想戯曲〉に関する記憶を全すべて失っていたのだ。

「もしかしたらあいつも、犯人のこと忘れてるかも」

「……まじかよ」

　この事態を想定していなかった訳ではない。むしろ、氷ひ室むろを倒してしまい、犯人について何も得られない可能性の方が、高いとすら思っていた。

　氷室を降伏させる状況に追い込み、犯人について聞き出す。それが理想的な展開だったのだが……。

「どうしますか？　エミリ」

　アイリスが氷室の首根っこを捕まえ、引きずるように龍りゆう斗とたちの許もとへ行く。

「とりあえず、尋問するだけしてみるわ。あまり期待はしない方が良さそうだけどね。龍斗は早く病院に行った方がいいわよ。水で応急処置したとはいえ、ひどい火傷やけどなんだから」

「いや、その前にやることがある」

　龍斗はエミリから離れ、氷室に歩み寄る。一歩踏み出す度に、火傷した右足が疼うずく。痛みを噛かみ殺し、前へ。

　龍斗は氷室の肩を激しく揺らす。

「うっ……」

　氷室が目を覚ますと、龍斗たちを見つめ、顔を強こわばらせた。〈幻想戯曲〉の記憶を失っても、龍斗たちのことは覚えているのだろう。

　そして、

「おごっ！」

　龍斗は氷室を、思いっきり殴り飛ばした。

　ベオウルフは装備していないが、全力を込めた一発だ。氷室はその場に横たわり、ぴくりとも動かなくなった。

「一発殴られる覚悟はしてもらう、って言っただろ」

「……少年漫画なら、これは由ゆ紀きの分、って言ってるとこかしら」

「茶化すなよ。……それじゃあアイリス、頼む。正直、歩くだけで精一杯だ」

　アイリスは頷うなずくと、剣や鎧よろいは光の粒子となり、私服姿に戻る。

　だが、水に濡ぬれたままの髪や肌はそのままだ。金色の髪はきらきらと輝き、水が滴り落ちている。

「あー、あとさ。先にアパートに戻ってシャワーを浴びたらどうだ？　俺は構わないから」

「少し濡れたくらい何てことありません。それよりも、一刻も早くリュートを病院に連れて行く方が先決です」

　龍りゆう斗とがアイリスから、視線を外す。

「いや、そうなんだけどさ。……アイリス、服透けてるから」

「……えっ？」

　アイリスは、自分の服装を見て──かあっと、顔を赤くした。

　アイリスの肌に付いた水はワンピースを濡ぬらし、透けさせていた。

　透き通るような白い肌も、かわいらしいピンク色の下着も、くっきりと見える。

　正直、下着姿よりずっと、扇情的な格好だった。

「……こ、これくらい大したことありません！　なぜなら、私は国を守ってきた英雄ですから！」

「いや、それ関係ないから。それに、下着とか絶対濡れてるじゃん。絶対着てて気持ち悪いじゃん」

「この程度の恥辱、耐えてみせますっ！　たとえ他人にあられもない姿を見せようとも、リュートのためなら──」

「誤解されるようなこと言うなっ！　俺が変態みたいだろ！」

　一進一退の攻防を見せながら、龍斗とアイリスの口論は熱を帯びていく。

　エミリはそんな龍斗たちに、呆あきれ顔を浮かべるだけだった。










第四章　夕ゆう闇やみの空に



　放課後、由ゆ紀きは文芸部で、暗い表情を浮かべていた。

　由紀の隣には気まずそうに座る時雨しぐれ。時折何か話しかけようと口を開いては、由紀の沈痛な表情を見て躊躇ためらう。その繰り返しだった。

「……石いし馬ま先輩とアイリスさん、今日は欠席したんでしょうか」

　終礼が終わってから一時間も経たつのに、龍斗とアイリスは文芸部に姿を見せなかった。

「もしかしたら、犯人について調べていて、放課後は文芸部に来ないのかもしれん」

「京きよう香かさんに放課後は文芸部に集まるように言われたのにですか？　それも、私たちに一切連絡しないで」

「……そうだな」

　時雨はそれ以上言わず、由紀はまた俯うつむいた。

　文芸部に龍斗たちがいると、ひどいことを言ってしまうのではないかと心配になる。

　だがその反面、龍斗たちがいないと由紀は胸が締め付けられるように痛む。

　不機嫌でいる自分に嫌気がさして、龍斗は距離を置こうとしているのではないか。……そんな考えが、湧わき上がってくるのだ。

　由ゆ紀きはポケットから携帯を取り出した。

「誰だれに電話するつもりなんだ？」

「石いし馬ま先輩に直接聞いてみます。今、何してるのかって」

　龍りゆう斗とと会話するのは、未いまだに恐こわい。また、怒りをぶつけてしまうかもしれないから。

　でも、このまま不安に押しつぶされそうになるより、ずっと良かった。

　由紀が電話をかけようとした時──その腕を、時雨しぐれが掴つかんだ。

「……龍斗に電話するのは止めてくれ。由紀が電話すれば、あいつは嘘うそをつかないといけなくなる」

　時雨は、息を呑のむほど真剣な顔をしていた。

「嘘をつかないといけないって、どういうことなんですか？　……石馬先輩に、何かあったんですか？」

　切羽詰まった由紀の言葉に、時雨は逃げるように視線を逸そらす。

「……実は、昨日の夜──」

　しばらくして、時雨は諦あきらめたように口を開いた。
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「……っ」

　アイリスに足首に包帯を巻いてもらい、龍斗はベッドの上で声をもらした。氷ひ室むろと戦闘した翌日だが、包帯に触れただけでも、火傷やけどがじんじんと痛む。

「傷の具合はどうですか？　ひどいようなら、いつでも言ってください」

「大丈夫だよ、痛みも大分引いたから」

　龍斗は学校を休み、アパートで療養していた。

　ベオウルフを召喚していたということもあり、一週間もすれば治ると医者に言われた。しばらくは通院もしなければならないが、火傷の痕あとが残ることもないらしい。

　しかも、龍斗は休養中しばしばベオウルフを召喚しているため、常人よりも回復速度は速い。長時間召喚していると、身体からだに負荷がかかるリバウンドと呼ばれる現象が起こるため、頻繁に召喚するわけにもいかないが。

　だが、それでも無理はしない方がいいと、数日様子を見て自宅で休むことにしていた。

「しかし、リュートが怪け我がをしているならもっと栄養が摂とれる食事を作った方がいいかもしれません。……今夜は、シチューでも作ってみましょうか」

「い、いや、大丈夫だ。今日も卵焼きと味み噌そ汁しるでいいから」

　……下手したら、腹の方も壊すかもしれないし。

「それに、アイリスが料理を作ってくれるだけで有り難いよ。俺はこんな体だから、あんまり歩き回れないし」















「……ほんと、ですか？」

「ああ。アイリスが料理が上う手まくなって、本当に良かったって思ってる」

　アイリスはしばらく驚いた表情を浮かべたあと、

「……私も、ユキから料理を教えてもらえて良かったと思ってます。誰だれかから剣以外のことで褒められたのは、初めてですから」

　ふっと、微笑ほほえんだ。

「そっか。じゃあこれからも由ゆ紀きに料理を教えて──」

　言おうとして、龍りゆう斗とは口をつぐむ。

　由紀はまだ、龍斗にもアイリスにも、怒ったままだった。

「……じゃあ、早く由紀と仲直りして、料理を教えてもらわないとな。俺はアイリスの色んな料理、食べてみたいからさ」

「……はい。リュートが望むなら、喜んで」

　アイリスは、龍斗の包帯を替え終える。その時、ドアチャイムの音が部屋に響いた。

「私が出ます。リュートはそのまま寝ていてください」

　アイリスが玄関まで行き、扉を開け──龍斗とアイリスは、言葉を失った。

　そこにいたのは、険悪な顔をする由紀。そして、苦い表情を浮かべる時雨しぐれだった。

　由ゆ紀きは挨あい拶さつもせず部屋に上がり、龍斗を見下ろすように傍そばに立つ。

　静かな剣幕だった。燃えるような激しさはないが、ゆっくり溶かすような熱を持つ。そんな怒気だった。

「時雨しぐれさんから聞きました。昨夜、私をさらった人と戦って怪け我がをしたから、学校を休んでいるって。……本当ですか？」

　呟つぶやくように、しかし芯しんの通った声で由紀が尋ねる。

「あ、ああ、まあな。でも、ただのカスリ傷だから──」

　龍りゆう斗との言葉を全すべて聞かず、由紀が龍斗の布団を剥はいだ。由紀が見つめるのは、真新しい包帯が巻かれた龍斗の右足。

「お、おい、由紀……！」

　由紀は龍斗の包帯を解き──絶句した。

　他ほかの肌と比べる必要もないほど、龍斗の右足は赤く腫はれていた。皮膚は焼け、薄紅色の肉が露出している。空気に晒さらされ傷が痛み、龍斗はわずかに顔を歪ゆがめた。

　初めてこれだけひどい火傷やけどを見たのだろう。由紀の顔は青ざめ、目眩めまいを起こしたようによろめいた。

「これが、カスリ傷ですか……！」

　由紀の声は、震えていた。

「でも、あの男の人は捕まえたんですよね？　だったら、すぐに犯人のことを聞き出せば……」

「いや……それは無理だ」

　龍斗が重々しく、口を開く。

　由紀がショックを受けるのは分かっている。それでも、嘘うそをつけばまた、由紀を悲しませてしまう。

「刻印を持った契約者の契約が解ければ、そいつは〈幻想戯曲〉のことは忘れるから。だから、犯人のことは、まだ何も分からない」

「そんな……じゃあ、まだ石いし馬ま先輩は、戦わなきゃいけないんですか!?」

　龍斗は少しの間由紀を見つめると、無言で頷うなずいた。

「……アイリスさん。あなたは、石馬先輩を守る騎士じゃないんですか」

　きっと、由紀はアイリスを睨にらむ。

「どうして、石馬先輩を守ってあげられなかったんですか。どうして、石馬先輩を戦わせるようなことをしたんですか。……どうして、石馬先輩が傷つかなきゃいけないんですか！」

　それは、ほとんど悲鳴に近かった。

　怒りで震えを押し殺すような由紀の声が、龍斗の部屋に響く。

　アイリスは、何も言わない。ただ、沈痛な表情で、由ゆ紀きの罵ば声せいのような言葉を受け止めるだけだ。

「アイリスさんが戦うのは勝手です！　でも、石いし馬ま先輩を巻き込まないでください！　戦うなら、一人で戦ってください！　石馬先輩は、普通の高校生なんですから！」

「止よせ、由紀」

　由紀の言葉を止めたのは、龍りゆう斗とだった。

「アイリスは、俺たちを守るために戦ったんだ。これ以上由紀を心配させないよう、早く戦いを終わらせるために。この怪け我がは、俺がしくじっただけだ。アイリスは何も悪くない」

「……何で、そんなこと言うんですか」

　由紀が、龍斗に振り返る。

　由紀は、悲しげに目を細めていた。その瞳ひとみは、儚はかなげに揺れている。

「石馬先輩は、アイリスさんのせいでこんな怪我をしたんじゃないですか！　アイリスさんがいなかったら戦わなくてもよかったのに、どうして石馬先輩はそんなこと言えるんですか！」

「……俺は、自分の意志で戦ってるんだ。傷つく時があることだって、分かってる」

　龍斗は、由紀の目を見つめる。

　由紀の想おもいから、逃げたくなかった。もう、見ないふりはしたくなかった。

「だって、アイリスは死ぬかもしれないから。もし、アイリスがいなくなったら、俺は絶対後悔する。……それだけは、絶対に嫌だ」

「……そんなの、知らない」

　由紀の目から、涙が零こぼれた。

　撫なでるように、涙が由紀の頬ほおを伝う。

「石馬先輩が平気な顔出来ても、私はすごく苦しいの！　このままじゃ死んじゃうんじゃないかって、すごく怖いの！　……だって、私は石馬先輩のことが──」

　それ以上、由紀は口にしなかった。

　流れる涙も拭ぬぐわずに、由紀はアイリスを睨にらむ。

「アイリスなんか、いなかったら良かったのに……！」

　目に涙を溜ためながらも、由紀の瞳は憤ふん怒ぬに染まっていた。

　そして、立ち尽くすアイリスを押しのけて、由紀は部屋を出て行った。

　部屋に残ったのは、あまりに痛々しい沈黙。

「……私は由紀の後を追う。由紀の傍そばにいても何もしてやれないが、あいつ一人だと不安だからな」

　それまで成り行きを見ていた時雨しぐれが、龍斗たちに背を向けた。

「それと、二人共あまり自分を責めるなよ。私は龍斗も、アイリスも、由紀だって、間違ってないと思う」

　そう言い残し、時雨しぐれも部屋を出て行った。

「……俺さ」

　力なく、龍りゆう斗とが呟つぶやく。

　アイリスに話しかけているはずなのに、龍斗はずっと、由ゆ紀きがいた場所を見つめていた。

「由紀が敬語を使わずに喋しやべったの、初めて見たよ」

「……私もです」

　それっきり、二人は何も言わなかった。
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　茜あかね色の空の下、由紀は自宅まで涙を我慢することが出来ず、公園のベンチに座り嗚お咽えつを零こぼしていた。

　脳裏には火傷やけどの痕あとが、アイリスを庇かばう龍斗の姿が張り付いて、離れない。

　龍斗に文芸部に入ったきっかけを忘れられた夕暮れも、龍斗が戦うと決意を口にした夜も耐えていた涙が、今は止まらなかった。

　しばらく、由紀が涙を拭ぬぐっていると、背後から声をかけられた。

「泣くなら、胸くらいは貸してやれるぞ。アイリスやエミリより心地いいのは、私が保証してやる」

　時雨は冗談めいた言葉をかけるが、由紀は顔もあげなかった。

　由紀の背中越しに、時雨が閉口する気配が伝わった。どうも、少女が泣く状況には慣れていないようだ。

　しばらくして、ようやく由紀は泣き止やんだ。

「泣くなら、ハンカチくらい使え。ひどい顔をしている」

　時雨が隣に座り、ハンカチで由紀の頬ほおに残った涙の跡を拭ふこうとする。

　半ば奪うように、由紀は時雨の手からハンカチを取った。

「放っておいてください。涙くらい、自分で拭けます」

　だが、由紀はハンカチを握ったままで、使おうとしなかった。

　それから、二人は無言だった。時雨は由紀から離れようとしなかったし、由紀は時雨を拒絶しない。

「……少し、昔話をしていいか？」

　ぽつりと、時雨が言った。由紀は肯定も否定もしない。ただ、俯うつむいていた。

「『六むつ剱るぎの剣客』は、桜さくらヶが丘おか図書館の長である象徴みたいなものだ。だから、館長の座を代々受けつぐ日ひむ向かい家は、今までずっと私と契約してきた。もう四百年ほど、私は現世に召喚され続けている」

　由ゆ紀きは内心、何な故ぜ『六むつ剱るぎの剣客』について語りだしたのか疑問に思ったが、耳を傾ける。

　桜さくらヶが丘おか図書館の館長になる人間は、物心がつく前から『六剱の剣客』を契約しなければならない。契約者の護衛という面もあるが、時雨しぐれと信頼関係を築くためだ。

　だから、時雨は契約者が小さい頃ころから、生活面で一切の面倒を見てきた。

「そして、私は第十四代目当主である京きよう香かと契約したんだ。確か、京香がまだ五歳くらいだったと思う」

　時雨は今までやってきたように、京香の世話をした。

　京香が嫌うピーマンをばれないように料理に使ったり、障子を破ったことを隠す京香を叱しかったり、掛け算を覚えた京香を褒めたり。

「京香は母親がいないこともあって、いつも私にくっついていたよ。元々、甘えん坊だったのかもしれんな」

「……京香さんには、母親がいないんですか？」

「日ひむ向かい家は次期館長になる子どもを生むと、不縁になるからな。〈幻想戯曲〉と関係のない人間を、巻き込む訳にはいかないから。……でも、京香は今までの子ども以上に、私に信頼を寄せていた」

　桜ヶ丘図書館は世界でも有数の幻想図書館だ。その館長になるということは、数多あまたの〈幻想戯曲〉を自由に出来る。即すなわち、契約の素質を持つ人間が揃そろえば、圧倒的な武力を保持することを意味する。政府転覆や、他国の幻想図書館の占拠。危険思想を実現させるための手段としては十分すぎる。

　そのため、京香は分家から館長の座を乗っ取ろうとする人間や、桜ヶ丘図書館に所属する司書同士の凄せい惨さんな争いに、怯おびえなければならなかった。命を落としかねない危機も、何度もあった。

　心の底から信頼できる人間は、時雨しかいなかったのだ。

「それに、京香は小さな頃から学校に行かず、同年代の人間と話す機会が全くなかったんだ。本当に打ち解けてくれるのは、私くらいしかいなかった」

　確かに、京香は由紀と初めて会ったとき、妙に無愛想だった。あれは、由紀にどう接していいか、分からなかったからなのか。

「でも、石いし馬ま先輩のアパートに来た時は、たくさん喋しやべってましたけど……」

「〈幻想戯曲〉の話なら、京香は流りゆう暢ちように話せるんだ。一度京香と流行の音楽の話でもしてみろ。動揺して相あい槌づちも打てないぞ、あいつは」

　時雨が柔らかく、口元を緩ませた。慌てる京香の姿でも想像したのだろうか。

「京香が十歳くらいになった時、初めて〈幻想戯曲〉の回収を任された。未確認の〈幻想戯曲〉を所持している契約者と、戦ったんだ」

　不幸にも、その契約者は相当の手練であった。百戦錬磨の時雨しぐれでさえ、傷を負った。

「私は多少の傷なんて、気にしなかったんだ。本の中に戻ればすぐに回復する程度だったしな。……でも、京きよう香かは大泣きしたんだ」

　時雨の表情に、翳かげりが差した。

「すごい血が流れてる、時雨が死んじゃうかと思ったって、京香はわんわん泣いたんだ。……それで、京香は私に、もう戦って欲しくないって言い出したんだ」

　そこでようやく、由ゆ紀きは気づき始めた。

　似ているのだ。現在の由紀と、過去の京香が。

「出来るわけないだろう、そんなこと。私は〈幻想戯曲〉のキャラクターなんだ。刀を握るために、京香と契約したんだから。……そう、私は京香に言った」

　時雨は、どこか寂しげな表情を浮かべていた。

「しばらく京香とは口をきかない日が続いたが、自然と仲直りして、それっきり京香は私に戦いを止めろとは言わなくなった。……それで、今に至るという訳だ」

「……時雨さんは、大事な人が戦うことに慣れろって、私に言ってるんですか？」

「いや、違う。そういうことが言いたいんじゃないんだ。……多分、京香は私が戦うことを、認めてくれたんだと思う」

「……認めてくれた？」

「私は〈幻想戯曲〉を回収するために戦う時もあるが、京香のために契約したんだ。京香を契約者や、反徒の司書から守るために。だから、京香は私が戦って傷つく理由を、分かってくれたんだと思う。龍りゆう斗とだって、アイリスを守るために戦っているんだ、私と同じようにな」

　京香は自分を守ってくれているから、時雨が戦うことを許した。その言葉は、由紀にも分かる。……だが、

「私は、それでも納得できません。だって、石いし馬ま先輩は〈幻想戯曲〉と関係なかった、普通の高校生だったんですよ」

　時雨は〈幻想戯曲〉のキャラクターなのだ。契約者のために戦うのは、もはや宿命と言ってもいい。

　だが、龍斗は違う。龍斗は数週間前まで、どこにでもいる少年だったのだ。

　それなのに、どうして命を賭かけてまで、戦わなければいけないのか。

「確かにそうなんだが……ああ、くそ。相応ふさわしい言葉が見つからん」

　苛いら立だたしげに、時雨は立ち上がった。

「頭を冷やすついでに、飲み物を買ってくる。……とにかくだ、あまり龍斗とアイリスを責めてやるな。あいつらにはあいつらなりの、想おもいがあるんだから」

　そう言って、時雨は去っていった。

　だが、由ゆ紀きは時雨しぐれの言葉には納得できない。龍りゆう斗とやアイリスが主義を持って行動しているのは、由紀だって頭では理解している。

　それでも、龍斗が傷つくのは許せない。龍斗と契約したアイリスを、認められない。

　だから、こんなにも胸が苦しいのだ。

　再び、由紀が頭を下げた。その時だった。

「『六むつ剱るぎの剣客』の武士、朝あさ霧ぎり時雨。桜さくらヶが丘おか図書館の館長に代々受け継がれる、刀を召喚する能力を持つキャラクター。……ウォレス図書館でも、あれほどの優秀な〈幻想戯曲〉は三冊とないだろう」

　頭上から聞こえた声に、由紀は顔を上げる。由紀の正面に、外国人の男性と少女がいた。

　不気味な男だった。初夏だというのにコートを着込み、表情には感情どころか、生気すら感じない。どこか、蜃しん気き楼ろうを思わせる男だった。

　少女も由紀と近そうな年齢に見えるが、年相応の愛あい嬌きようというものがない。無表情で黒いドレスを身につけた姿は、端正な顔立ちと相まって、西洋人形を彷ほう彿ふつとさせた。

　男が虚うつろな目で、由紀を見下ろす。──瞬間、由紀は確信する。

　この人が、石いし馬ま先輩たちが追ってる犯人だ。

「……っ！」

　由紀が逃げようと立ち上がる直前、男が由紀の腕を掴つかむ。

　男はコートの中に手を入れた。取り出すのは、ナイフだろうか。拳けん銃じゆうだろうか。どっちでも変わらない、由紀が思うことは一つ。

　また、さらわれるのだろうという、確固とした予感だった。

　由紀が口にしたのは、この場を離れた時雨の名前──

「……どうしてですか？」

　ではなく、疑問の言葉だった。

「どうして、あなたは石馬先輩を襲ったりするんですか？　……石馬先輩は、〈幻想戯曲〉に巻き込まれただけの、普通の高校生なのに」

　男がコートの中に入れた手を止める。

「もうこんなの、止やめてください。私はただ、石馬先輩といつも通りの毎日を送りたいだけなんです。……もう、石馬先輩が傷つくのは、見たくないんです」

　何な故ぜ、自分でもこんな言葉が溢あふれてくるのか分からない。

　時雨を呼んでもどうにもならないと思っているのか、少しでも時間稼ぎをして時雨が帰ってくるのを待っているのか。

　ないとは言い切れないが、多分違う。──これは、由紀なりの抵抗なのだ。

　龍斗を傷つける犯人に、怒りをぶつけているのだ。

「……訴える相手を間違えている。戦っているのは、あの少年の意思だろう」

「あなたが石いし馬ま先輩を襲うようなことをしなければ、いいだけです」

「それは出来ない。私は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手に入れなければならない理由があり、手に入れるための手段もある」

　表情だけではなく、男は声色まで感情がなかった。

「リスクを度外視すれば、多数の契約者にあの少年の自宅を襲わせることだって出来る。……殺してでも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は回収する」

　由ゆ紀きは、契約者と戦う龍りゆう斗とを想像する。

　由紀をさらったような男が何人も集まり、龍斗を殺し、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪う。

　有り得ないとは、言い切れない。少なくとも、目の前にいる男は言葉を実行する、静かな迫力があった。

「……なら、どうすればいいんですか」

　その言葉は疑問ではなく、諦てい観かんから出た。

「どうすれば、石馬先輩は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』やアイリスさんから、解放されるんですか。……私は、ただ──」

　文芸部で石馬先輩と笑いあう。そんな、今まで当たり前だった日常が欲しいだけなのに。

　だが、思うだけで口にはできなかった。嗚お咽えつが込み上げてきたからだ。

「異性に想おもい焦がれ、自分の境遇に嘆く。まるで物語の中の、悲劇のヒロインだな。……彼女達は往々にして不幸な結末を迎えるが、何な故ぜか知ってるかね？」

　侮ぶ蔑べつするような冷たい目で、男は由紀を見る。

「彼女達は、自分の運命を受け入れたからだ。オフィーリアは想おもい人に父親を殺され狂い、人魚姫は王子を殺せず自殺する。彼女達は、自分の運命に翻ほん弄ろうされるしかなかった。……ならば」

　男は胸元に入れた手を動かし、

「私が、抗あらがう術を与えよう」

　一冊の、本を取り出した。

　辞典並みに厚く、古めかしくも、高級感が漂う紺色の本。その装丁はどこか、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に似ていた。

「君がその少年に死んで欲しくないと言うのなら、君の手で戦いを終わらせればいい。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を君が奪えばいいんだ。……悲劇のヒロインを気取って傍観しているだけじゃ、何も変わらない」

「……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を、奪う」

　取り憑つかれたように、由紀はその本を見つめていた。

　その本を手に取れば、後戻り出来ないのは分かっていた。恐らく、龍斗やアイリスを傷つけてしまうということも。

　だが、由ゆ紀きの脳裏に映るのは、傷つく龍りゆう斗との姿。

　もう、龍斗のあんな姿は二度と見たくない。──いや、これで最後にしたかった。

　それだけが、由紀の心を占めていた。

「由紀っ！」

　故に、遠くで聞こえた時雨しぐれの声にも、由紀は応じない。

　そして──由紀は、その禁断の本に、手を伸ばした。



　◇



　龍斗のアパートの静寂を破ったのは、携帯の着信音だった。

　由紀が出て行ってから呆ぼう然ぜんとしていた龍斗は、画面も確認せず反射的に電話に出る。

「もしもしっ、龍斗!?　時雨は何ど処こにいるの!?」

　携帯から聞こえてきたのは、動揺したエミリの声。

「……時雨ならさっきまで俺の部屋にいたけど、由紀を追いかけて何処かに行ったよ。それが、どうかしたのか？」

「……桜さくらヶが丘おか図書館の司書に、京きよう香かが襲われたの。私たちが氷ひ室むろと戦闘をした夜に」

　エミリの言葉に、龍斗の表情が凍りついた。

「襲われたって、京香は無事なのか!?　それに、どうして桜ヶ丘図書館の司書に……!?」

「落ち着いて、順を追って説明するから。……京香は怪け我が一つないわ。ただ、『六むつ剱るぎの剣客』が、その男に奪われたみたい」

　龍斗は眉まゆをひそめる。

「『六剱の剣客』が奪われた？　一体、何のために？」

「……日ひむ向かい家は、館長の座が約束された本家と、幻想司書として活動する分家に分かれてるのよ。その司書は、分家の人間だったの。それで……」

　エミリの話では、以前から、その司書は館長になることを目もく論ろんでいたという。京香が『六剱の剣客』を失ったことを糾弾すれば、京香が館長になる資格を剥はく奪だつすることが出来る。そう考えたらしい。

　今までは京香の傍そばには時雨がいたが、今は時雨は由紀の護衛をしている。どうやってその司書が情報を得たのかは分からないが、京香を襲うには絶好の機会だったのだ。

「京香も、分家の司書が怪しい動きをしていないか、今まで裏で監視してたの。でも、その司書は何の準備もなく、突発的に京香を襲ったみたい。だから、何の対応も出来なかったのよ」

「……そこまで詳しく分かってるってことは、その司書は捕まえたのか？」

「ええ。桜ヶ丘図書館の司書が、数時間前にね。だけど、彼の手元には『六剱の剣客』はなかったの。だから、これからの方針を相談したいから、今すぐ由ゆ紀きと時雨しぐれの二人と合流して。私もすぐに行くから」

　龍りゆう斗とは「分かった」とエミリに答えると、携帯を切る。

「どうかしたのですか？」

　アイリスが緊迫した表情で龍斗に尋ねる。龍斗の反応から、ただ事ではないと察したのだろう。

「京きよう香かの『六むつ剱るぎの剣客』が犯人に奪われたらしい。今から由紀たちを探しに行く」

「『六剱の剣客』が……!?　しかし、リュートは歩けるのですか？」

「そんなこと言ってる場合じゃないさ。これくらいの傷、我慢できる。……とりあえず、由紀の家に行こう」

　龍斗はぎこちない足取りで、アイリスと一緒にアパートを出た。

　由紀の家に行くために、近道である公園を通る。その時、こちらに歩いてくる二人の少女を見つけた。由紀と時雨だ。

「時雨、由紀！」

　無事由紀たちと会えたことにほっとしながら、龍斗とアイリスが駆け寄る。

「……どうしたんですか？　石いし馬ま先輩もアイリスさんも、そんなに慌てて」

　龍斗の視線を避けるように、由紀は伏し目がちに声をかける。やはりアパートでの一件で、ショックを受けているのだろうか。

「さっき、エミリから電話があったんだ。京香が襲われて、『六剱の剣客』が奪われたって」

「それで、私達を探してたんですね。それは都合が良かったです。私も、石馬先輩に話があって、アパートに行こうとしてましたから」

　驚くこともなく、無表情で淡々と話す由紀に、龍斗は違和感を覚えた。

　〈幻想戯曲〉のことを知っている由紀なら、『六剱の剣客』が奪われたことがどれだけ重大なことか、理解できるはずだが……。

　途中、龍斗は気付いた。

　さっきまでは由紀たちと出会えた安あん堵どから気が緩み見落としていたが、今なら分かる。

「……由紀」

　龍斗は顔を強こわばらせ、由紀の首元を見つめながら、呟つぶやく。

　口にして、背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

　有り得ないはずだ。有っては、ならないはずだ。

「……その模様は、なんだ？」

　龍斗は、由紀の首に刻まれた刻印を、凝視する。──直後、

「断章フラグメント」

　龍りゆう斗との背後で、時雨しぐれの声がした。

「っ、断章フラグメント！」

　アイリスの声と共に、鋼がかち合う、鋭い音。

　振り返ると──武装したアイリスが剣で、着物姿になった時雨の刀を受け止めていた。

　アイリスは時雨の刀を払うと、龍斗の腕を掴つかみ、時雨から距離を取る。

「……どういうことだよ、由ゆ紀き」

　龍斗は呆ぼう然ぜんと、刀を構える時雨と、その場に佇たたずむ由紀を見る。

　由紀は普段からは想像も出来ない、強い意志を持った眼まな差ざしを龍斗に向けている。敵意。名前をつけるなら、それが一番相応ふさわしいように思えた。

「何で由紀に、刻印が刻まれてるんだ……！」

「そんなの、決まってるじゃないですか」

　由紀は手にした本を見せる。硬い皮の表紙。糸かがり綴とじの本。

　見間違えるはずがない──〈幻想戯曲〉だ。

「『六むつ剱るぎの剣客』とは、私が契約しました。時雨さんの契約者はもう京きよう香かさんじゃありません。……私です」

「だから、何で由紀が──」

「石いし馬ま先輩、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡してください」

　龍斗の言葉を、由紀は冷たい声で遮った。

「出来るなら、私もアイリスさんを傷つけたくありません。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡してくれれば、全すべて終わるんです」

「……犯人に、会ったんだな」

　〈幻想戯曲〉を契約するには、素質が必要だ。由紀にその才能があるとは考え辛づらい。

　由紀は犯人に契約させられたのだ。例えば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』がないと『六剱の剣客』の契約が解けないとか、吹き込まれて。だから、由紀はアイリスを襲ったのだ。

「由紀は犯人に会って、契約させられたんだろ？　それで、動揺して──」

「違います。私は、自分の意志で契約したんです」

　龍斗の淡い期待は、打ち砕かれた。

　由紀は、望んで『六剱の剣客』と契約したという。つまりそれは、龍斗たちに対する宣戦布告に他ほかならない。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡してください、石馬先輩」

「……アイリスはどうなる。犯人に『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が渡れば、アイリスは死ぬかもしれないんだぞ」

「あの人は、アイリスさんの命の保証はすると言いました。アイリスさんは死ぬこともなく、石馬先輩も傷つくことはない。それじゃ、不満なんですか？」

　アイリスが死ぬことはない。だが、その言葉に、龍りゆう斗ともアイリスも顔色一つ変えない。

　詭き弁べんに決まっている。犯人が不都合になるようなことを、言うはずがない。

「そんな言葉、信じられるか。真実である根拠が何ど処こにもないだろ」

「……ですが、嘘うそという証拠もありません」

　由ゆ紀きは少しも表情を変えない。無機質な顔で、ずっと龍斗を見つめている。

「私はあの人の言葉を信じます。信じるしかないんです。……最後です。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡してください」

　龍斗は、重々しく口を開く。

「それは出来ない。アイリスを守るって約束したんだ。……由紀に〈幻想戯曲〉を契約させるような奴やつに、アイリスは渡せない」

　それは、ほんの一瞬の間。

　だが、確かに──由紀は、悲しげに顔を歪ゆがめた。

「……時雨しぐれ」

　しかし、直すぐに先程の無表情に戻り、時雨の名を呼んだ。

　時雨は由紀の言葉に、手を前に掲げることで応こたえ、

「──夕ゆう凪なぎに、想おもいも攫さらう、天つ風」

　静かに、詩を口ずさむ。

「──志シ那ナ津ツ姫ヒメ」

　時雨の手に、光の粒子が集まり──一振りの刀が現れる。

　刀身は萌もえ葱ぎ色。エメラルドにも似た、流麗な緑の輝きを放っている。明らかに、以前召喚した刀とは別物だ。

　由紀は刀を召喚した時雨に、驚く素振りを見せない。時雨の能力は把握しているようだ。

　時雨は、龍斗と距離をとったまま、志シ那ナ津ツ姫ヒメを肩に担ぐように構える。

「伏せてください、リュート！」

　龍斗はアイリスに押さえつけられるように、頭を下げた。

　時雨が志シ那ナ津ツ姫ヒメを、真横に薙なぎ──風で成された刃が、龍斗とアイリスの頭を掠かすめた。

　風の刃は、龍斗たちの背後にある雑木林まで滑空し、何十本もの樹木を斬きり倒す。

　真空刃ソニツクブーム──音速を超えた際に起こる、衝撃波であった。

（時雨の能力は、凍らせる刀を召喚することだけじゃなかったのか……!?）

「時雨、石いし馬ま先輩は絶対に傷つけないで」

「その命令を完遂できる保証はない。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の回収を優先し、対象を損傷させる可能性は高い」

「……訂正します。出来るだけ、石馬先輩を傷つけないでください」

　時雨は由紀の言葉に、刀を構える。

　時雨しぐれの無表情な顔と、機械的な言葉遣い。以前のドロシーと同じく、感情を失った状態なのだろう。

　第二波、時雨が真空刃ソニツクブームを放つ。アイリスは即座に立ち上がり、剣で真空刃ソニツクブームを弾はじく。

「止よせ！　由ゆ紀きが〈幻想戯曲〉を使って戦う必要はないだろ！　俺たちが犯人を捕まえれば──」

「それまでに石いし馬ま先輩が死んじゃったらどうするんですかっ！」

　由紀の怒声が、夕暮れの公園に響き渡る。

　怒り──初めて、由紀が見せた感情だった。

「ずっと、石馬先輩は犯人を捕まえるって言ってます。……でも、私は怖いんです。石馬先輩が死ぬかもしれないって思うと、胸が苦しいんです」

　由紀が話している間も、アイリスは時雨の放つ真空刃ソニツクブームを防いでいる。

　だが、遠距離からの時雨の攻撃にアイリスは近づくことも出来ず、防戦を強いられていた。

「もう、石馬先輩が傷つくのは、耐えられないんです。……だから、終わらせます。私が、この手で」

　恐らく、由紀はもう龍りゆう斗とといつも通りの日常を送ることが出来ないことを、理解しているのだろう。

　由紀が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪い、龍斗の傍そばからアイリスが消える。──そんな由紀に普段のように接することは、龍斗には出来ない。きっと、由紀を嫌いになる。

　そのことを分かっていながら、由紀は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するために、戦っているのだ。

「……何で、そこまでして『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪おうとするんだ」

「……そんなの、当たり前じゃないですか」

　消え入りそうな声で、由紀は呟つぶやく。

「だって、私は──」

　ぎゅっと、由紀がスカートを握る。

　龍斗は知っている。……スカートを握る仕草は、由紀の癖だ。

　不安になった時、いつも由紀はスカートを握るのだ。

「石馬先輩のことが、好きなんですから」

　一瞬、龍斗の頭の中が、真っ白に塗りつぶされた。

　風の刃が翔とぶ音も、アイリスが剣を振る音も、今はもう聞こえない。

　無音の中、龍斗が見つめるのは夕暮れに染まる由紀の姿。

　異性に想おもいを告白する、少女の姿だった。

「くっ……！」















　由ゆ紀きの告白に気を取られたアイリスが、真空刃ソニツクブームを剣で受け損ない、大きくよろめく。

　即座に、時雨しぐれが真空刃ソニツクブームを放つ。だが、アイリスは体勢を直すことが出来ない。

　真空刃ソニツクブームは、隙すきを晒さらしたアイリスに翔とび──横から飛んできた矢に貫かれ、霧散した。

「エミリっ!?」

　アイリスが、街灯の上に立ち、『魔弓の射手フライヘーゲル』を構えるエミリに気付く。

　その背中には、何な故ぜか京きよう香かがおぶさっていた。

「ここで被害を出すわけにはいかないわ、逃げるわよ！　そこでぼーっとしてる龍りゆう斗とを引っ張って！」

　アイリスが龍斗の肩を担ぎ、立ち上がる。

　時雨はアイリスに向かい志シ那ナ津ツ姫ヒメを構え──その手が止まる。

　時雨の視線の先には、エミリにおぶさる京香。

　今の時雨には、京香のことは分からないはずだ。それでも、時雨は光のない瞳ひとみで、見入ったように京香を見つめていた。

　だが、直すぐに時雨は刀を構える。時雨の視線の先にいるのは、龍斗の肩を担ぎ、この場を離れるエミリを追おうとするアイリス。

　アイリスが手にした剣を時雨に投げる。だが、目で追える程度に速度は遅く、剣の刃先は弧を描いている。とてもじゃないが、時雨に傷を負わせることは不可能に見えた。

　案の定、時雨しぐれはアイリスの投げた剣に反応し、刀で打ち落とそうとする。

　時雨が刀を振り下ろす。──その瞬間、剣は光の粒子となって宙に散った。アイリスが断章フラグメントを解いたのだ。

　時雨の刀は空を斬きり、光の粒子は時雨の視界を塞ふさぐ。そのわずか数秒の時間で、アイリスは公園から離れ、エミリに追いついた。時雨が追撃してくる気配はない。上う手まく逃げることが出来たようだ。

「しかし、逃げるといっても、何ど処こへ行くのですか？」

「とりあえず、私の家へ来てください。あそこなら戦闘になっても他人に被害は及びません。……それに、皆さんに話したいこともあります」

　京きよう香かの言葉に、アイリスとエミリが訝いぶかしげな表情をする。……その中で、龍りゆう斗とだけがぼんやりと、虚空を見つめていた。

　──石いし馬ま先輩が、好きなんですから。

　その言葉が、いつまでも龍斗の耳の奥で響いていた。



　京香の家は、街から離れた小高い山、その麓ふもとにあった。

　純和風のお屋敷だ。近くで見れば、外観全すべてを把握するのは不可能なほど大きい。普段は使用人がいるらしいが、今は避難させているらしく、家には龍斗たち以外に姿はない。

　そのお屋敷の中にある京香の部屋に、龍斗たちは案内されていた。

　個人で使うとは思えないほど、京香の部屋は広い。床は畳、テーブルは木製と、内装は和で統一されている。……床の間にうさぎやひつじなど、ファンシーな人形が置いてあるのは、多少気になるが。

「私たちに話があるとは、一体何なのですか？」

　テーブルに座ったアイリスが、口を開く。

「それよりも、ユキとシグレを止めるのが、先決だと思うのですが」

「戦闘するにしても、一般人を巻き込んでしまう可能性がある公園では、駄目です。それに、恐らく由ゆ紀きさんはここに来ます。追いかけるにしても、まず私たちの自宅を訪れるはずですから」

　元より、京香は由紀から逃げるつもりはないのだろう。〈幻想戯曲〉と契約した由紀を、放っておく訳にはいかないのだから。

　京香はこのお屋敷を戦闘場所にするために、自宅であるお屋敷まで一時退避したのだ。

「まず、犯人が『六むつ剱るぎの剣客』を持っていたことについてですが、私を襲った司書から犯人に渡ったと考えられます。そうでもないと、私を襲った司書が、私の傍そばに時雨がいないことを、知っているはずがないですから」

「それは、犯人がその司書に、シグレがユキの護衛についていることを教えていたということですか？」

「はい。私を襲った司書は、その情報と交換に、『六むつ剱るぎの剣客』を渡した。そうとしか思えません」

　京きよう香かが、姿勢を正す。

「重要なのは、由ゆ紀きさんが『六剱の剣客』と契約出来たことについてです。……あれは、ディケンズが契約させたのでしょう」

　ディケンズ、という名前にアイリスとエミリの眉まゆが動く。

「ディケンズって、犯人の名前？　桜さくらヶが丘おか図書館は、犯人の情報について掴つかんでたの？」

「はい。……黙っていて、すみません。どうしても私がディケンズを捕まえなければならない理由がありましたから」

「その理由についても聞きたいけど、とりあえず京香が話さなきゃいけないことを話して。由紀を止めた後、ゆっくり聞かせてもらうわ」

「……皆さんは、〈幻想戯曲〉の能力が原則一つということは、ご存知ですよね」

　アイリスとエミリは頷うなずく。『魔弓の射手フライヘーゲル』は矢が頭に思い描いた軌道を辿たどり、『還流の三叉槍メイルストローム』は水を操る。それだけしか、出来ないのだ。

「……ですが、中には例外もあります。例えば、龍りゆう斗とさんの持つ『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』」

　その場にいた皆が、龍斗を見る。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、使役型と装備型を兼ね備える〈幻想戯曲〉だ。明らかに、原則から外れている。

「ちょっと、龍斗話聞いてるの？　さっきからぼーっとしてるけど」

　エミリの声に、龍斗の肩がびくりと動く。

「あ、ああ、大丈夫だ。続けてくれ、京香」

「はい。ですが、私は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』以外にも確認しています。……ディケンズの契約する〈幻想戯曲〉、『光を愛せざる者メフイスト』です」

　場の空気が、凍りつく。

　初めて知る、ディケンズの〈幻想戯曲〉。段々と、京香の話が見えてきた。

「『光を愛せざる者メフイスト』は、どんな人間でも〈幻想戯曲〉を契約させる能力……そして、〈幻想戯曲〉の本来ある力以上を引き出す能力を持ちます」

　確かに、『獣使いの乙女サモナー・オブ・メイデン』のドロシーの召喚獣も、『還流の三叉槍メイルストローム』も、力は増大していた。

「でも、『六剱の剣客』はキョウカが契約していたはずです。契約している〈幻想戯曲〉を、別の人間に契約させることが、『光を愛せざる者メフイスト』には出来るのですか？」

「普通は出来ませんが、『光を愛せざる者メフイスト』ならあり得るかもしれません。何な故ぜなら、『光を愛せざる者メフイスト』も、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』も、それを可能にしてしまう〈幻想戯曲〉ですから」

　京きよう香かは、息を吸う。

「〈古典クラシカル〉……私たちは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』や『光を愛せざる者メフイスト』のような〈幻想戯曲〉を、そう呼んでいます」

「〈古典クラシカル〉……？　そんな〈幻想戯曲〉、聞いたことがないわよ」

「当然です。ごく一部の幻想司書しか知りませんから。……でも、分かっていることも少ないです。分かるのは、複数の能力を発揮できる、規格外の〈幻想戯曲〉であること。そして、〈古典クラシカル〉には私たちにも予想も出来ない力があるということです」

「予想も出来ない力……？」

　エミリが、怪け訝げんそうに呟つぶやく。

「私も文献でしか知りませんが、過去に〈古典クラシカル〉を使用し、ヨーロッパの列島が消失した事件があります。……焦土、ではありません。文字通り、消え失うせたんです」

「……何よ、それ。そんな事件聞いたこともないわよ」

「当然です。現在ではどれだけ調べても、その列島の名前すら出てきません。各幻想図書館が、徹底的に隠いん蔽ぺい工作をしましたから。知っているのは、〈古典クラシカル〉を保管する、幻想図書館の館長だけです」

　龍りゆう斗とは服の上から、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に触る。

　まさか、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』にもそんなとんでもない力が……？

「ですが、私もそれくらいしか知りません。何代と桜さくらヶが丘おか図書館の館長と契約してきた時雨しぐれならもっと知っているのでしょうが、まだ館長になっていない私には詳しく教えてくれません」

「……ちょっと待って。知っているのは、〈古典クラシカル〉を保管する幻想図書館の館長だけってことは──」

　エミリがそう言った時、屋敷の外から、体が震えるほどの轟ごう音おんが聞こえた。

　理由など、考えるのも馬鹿馬鹿ばかばかしい。由ゆ紀きと時雨が、すぐ傍そばまで来ているのだ。

「どうやら、もう時間がないようですね。話は後で聞かせてもらいます」

　アイリスが立ち上がる。

「それと、リュート」

　龍斗がアイリスに目を移し──アイリスは呟くように、断章フラグメント、と唱えた。

　アイリスは剣を掲げ、振り下ろす。アイリスの突然の行動に龍斗は思わず目を閉じ、……しばらくして、身体からだに痛みがないことに気づいた。

　アイリスが切り裂いたのは、龍斗の服。そして、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を収めていたホルダーだった。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、私が預かっておきます。リュートを、ユキと戦わせる訳にはいきませんから」

　床に落ちた『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を、アイリスが拾う。

「……一人で、戦うつもりか」

「ユキが『六むつ剱るぎの剣客』と契約したのは、私の責任です。私がリュートと契約しなければ、ユキがあんなに追い詰められることはありませんでしたから」

　アイリスは、部屋を出ていこうと、龍りゆう斗とに背を向ける。

「それに、ユキだって、リュートと戦うのは辛つらいに決まっています。もうこれ以上、ユキが苦しむ姿は、見たくありません。……私とエミリだけで、シグレを倒します」

　そう言って、アイリスは部屋を出て行った。

　龍斗は、アイリスを追いかけることが出来なかった。オレンジ色に染まった由ゆ紀きの残像が、未いまだに頭の中から消えない。

　由紀は、龍斗と戦うのは辛いに決まっている。そのアイリスの言葉は、龍斗だって良く分かっていた。

「由紀が龍斗を好きだったこと、本気で知らなかったのね。ま、龍斗の由紀に対する態度を見れば、察しはつくけど」

　エミリの、呆あきれたような、笑っているような顔。

「……由紀の告白、聞いてたのか」

「聞こえちゃったのよ。『魔弓の射手フライヘーゲル』を装備してれば、いつもより耳が良くなるから。そのおかげで助けに来れたんだから、感謝しなさいよ」

　そう言って、エミリも立ち上がった。アイリスの加勢に行くのだろう。

「私は、龍斗に戦うな、なんて言えないわ。アイリスは由紀が契約したのは自分の責任って言ったけど、龍斗にも、私にも責任はあるんだから。……でも、まだ迷ってるなら、止やめときなさい。そんなので戦場に立っても、辛いだけよ」

「……エミリは、由紀と戦う覚悟があるのか？」

「あるわよ。契約者を好きにさせる訳にはいかないもの。誰だれが相手でも、絶対に止めてみせるわ。……たとえ、由紀を傷つけることがあってもね」

　部屋を出る直前、エミリは振り返り、

「だって、それが幻想司書ってもんでしょ？」

　龍斗に向かって小さく笑い、部屋を出て行った。

　だが、龍斗はエミリの背中を見送っただけで、ついていこうとはしない。

　正直、まだ動揺している。時雨しぐれと戦うことも、由紀が『六剱の剣客』と契約したことも、由紀の想おもいも。

　今まで、一度も由紀のことを意識したことはなかった。由紀は文芸部の部員が欲しいだけで、たまたまそれが龍斗だった。それだけの関係だと思っていた。

　でも、由紀は龍斗が好きだった。だから、あれだけ龍斗が戦うことを拒絶した。

　それを嬉うれしいと思う。悲しいとも、思う。

「……私が何な故ぜ、〈古典クラシカル〉について話したか分かりますか？」

　ぽつりと、京きよう香かが呟つぶやいた。

「桜さくらヶが丘おか図書館にも、〈古典クラシカル〉があります。ディケンズはその〈古典クラシカル〉を回収するために、この桜ヶ丘まで来たんでしょう」

「桜ヶ丘図書館に〈古典クラシカル〉が……？　でも、ディケンズは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を狙ねらってるんじゃないのか？」

「恐らく、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』はディケンズがウォレス図書館で盗んだ〈幻想戯曲〉の一つです。そして、桜ヶ丘図書館の〈古典クラシカル〉も奪うために、この街に来た。……しかし、何かしらの理由で、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手放し、龍りゆう斗とさんが契約した。だから、ディケンズは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と桜ヶ丘図書館の〈古典クラシカル〉の二つが欲しいんです」

　龍斗の『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、学校の図書室で見つけたものだ。

　ということは、ディケンズが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を図書室に隠したのだろうか……？

「ディケンズの目的は、『六むつ剱るぎの剣客』を誰だれかと契約させ、桜ヶ丘図書館の動揺を誘うことでしょう。桜ヶ丘図書館の象徴とも言える『六剱の剣客』が奪われるなんて、前代未聞ですから。……この機に乗じて、ディケンズは桜ヶ丘図書館の〈古典クラシカル〉を盗むつもりです」

　その言葉の割には、京香は冷静だ。慌てている素振りを少しも見せない。

「桜ヶ丘図書館には、『六剱の剣客』は手元にあると報告しています。『六剱の剣客』が他人に契約されたことを、司書に知られたら、確実に桜ヶ丘図書館は混乱しますから」

　京香の話では、桜ヶ丘図書館に由ゆ紀きが『六剱の剣客』と契約したことを伝えれば、司書を何人か動員させることも出来るらしい。

　しかし、京香が次期館長であることを良しとしない分家の人間は少なくない。この機会に何かしらの行動を取る可能性は高い。動員する司書の妨害をするかもしれないし、『六剱の剣客』を奪われた京香を糾弾するために、議論が交わされるかもしれない。

　桜ヶ丘図書館が混乱に陥るのは、想像に難くない。それがどれだけの時間に及ぶのかは分からないが、ディケンズはその好機を逃さないだろう。

「だから、桜ヶ丘図書館と関係のない龍斗さん達だけで、由紀さんと時雨しぐれを止めて欲しいんです。ディケンズに桜ヶ丘図書館の〈古典クラシカル〉を渡さないためにも」

　ですが、と京香は付け加える。

「はっきり言って、時雨は強いです。それも、途方もなく。……龍斗さんは、時雨の能力を知ってますか？」

「……多分、刀を召喚することだろう。それも、複数のだ」

　初めて時雨の戦闘を見た時召喚した刀は、哭皐女ナキサワメ。物体を凍らせる、氷の刃。

　公園で時雨が召喚した刀は、志シ那ナ津ツ姫ヒメ。衝撃波を作る、風の刃。

　恐らく、時雨しぐれは何本もの特徴のある刀を使うことができるのだ。それは、龍りゆう斗とにも想像出来る。

「はい。……時雨は、六つの刀を召喚することが出来ます」

　だが、その京きよう香かの言葉は、予期することも出来なかった。

「六つ……!?　あんな刀が、あと四本もあるのか!?」

「はい。恐らく、戦闘能力や剣の技巧だけ見れば、アイリスさんの方が優れています。しかし、時雨は能力によって、あらゆる敵に臨機応変に対応することが出来ます」

　本来、人型のキャラクターを召喚する〈幻想戯曲〉は、他ほかの使役型の〈幻想戯曲〉に劣ると言われている。大型の獣や幻獣は人型に比べ、殺傷力、耐久力など、実戦に求められる能力が桁けた違いだからだ。大型獣とも対等に戦い合えるアイリスは、異常ともいっていい。

　だが、時雨は六つの刀を召喚する能力によって、その差を覆すことが出来る。地形や相手の欠点、戦闘スタイルによって、もっとも有効な戦法を選択出来るからだ。……と、京香は語る。

「だからこそ、『六むつ剱るぎの剣客』は桜さくらヶが丘おか図書館の館長が契約する〈幻想戯曲〉に、値するんです。その戦闘力は、他に類を見ませんから」

　その言葉は、驕おごりでもなければ、自惚うぬぼれでもない。純然とした事実だ。

「アイリスさんとエミリさんでも、時雨を倒すのは難しいでしょう。龍斗さんが加勢しても、苦戦すると思います。……ですが」

　京香が、力強く龍斗を見据える。

「勝算はあります。それも、龍斗さんが加われば、時雨を倒す可能性は確実に上がります」

「時雨を倒す可能性……？」

　京香は頷うなずくと、龍斗に時雨に勝利するための戦術を語りだした。



「……なるほど」

　京香の話を全すべて聞き終え、龍斗は感嘆の声を零こぼした。

　京香の語った戦術は、決して必勝と呼べるものではないが、理に適かなった作戦だった。たったこれだけの短時間で時雨への対策を考えるとは、流石さすが『六剱の剣客』の契約者といったところか。

「現時点では、この作戦が時雨を倒すための最善の策です。そして、この作戦を成功させるためには、龍斗さんの協力が必要だということも、分かって頂けたと思います」

　そう言って、京香は頭を下げた。

「一般人である龍斗さんに剣を握らせる恥を忍んで、お願いします。……時雨を、止めてください」

　京香の言い分は理解できる。ここで時雨を倒さなければ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』どころか、桜さくらヶが丘おか図書館の〈古典クラシカル〉までディケンズの手に落ちる。だから、京きよう香かは龍りゆう斗とに剣を取ることを頼んでいる。

　それに、京香は、アイリスとエミリだけでは時雨しぐれを止めることは難しいと言う。……時雨に敗北すれば、二人は死んでしまうかもしれないのだ。

　アイリスはけじめをつけるために、エミリは司書としてこれ以上被害を増やさないために、由ゆ紀きと戦おうとしている。

（……なら、俺は）

　龍斗が強く拳こぶしを固める。──決心は、ついた。

　……だが、疑問が一つだけあった。

「京香は時雨を止めてくれ、って言うけど……それは、時雨を殺せ、ってことなのか？」

　京香の、息を呑のむ音が聞こえた。

　頭を下げているため、表情は分からない。

　だが、京香の小さな肩は、微かすかに震えていた。

「……はい。由紀さんを説得して契約破棄をしてもらうにしても、どれだけ時間がかかるか分かりません。今は、一刻を争う事態なんです」

　頭を下げたまま、しかし震える声で、京香は答える。

「……京香は、それでいいのか？」

「……構いません。これは私だけの問題ではありません。〈古典クラシカル〉が奪われれば、桜ヶ丘図書館だけでなく、この街の人達までも危険に晒さらしてしまいます。『六むつ剱るぎの剣客』に拘こだわっている状況ではないんです」

　ふと、龍斗は京香の背後の床の間に、写真立てが飾られているのに気づいた。

　先程までは京香の陰になって見えなかったが、今ははっきりと分かる。

　それは、子どもの京香が、時雨の腕に抱きついている写真だった。

　京香は小学生くらいの年齢だろうか。背丈は時雨の腰辺りしかない。あまり感情を見せない今の京香からは想像できない、あどけない笑顔を浮かべていた。

　時雨は、そんな京香に困ったように笑っていた。現在と全く姿が変わっていない。時雨は〈幻想戯曲〉のキャラクターなのだ。年をとることがないのは、当然だった。

　無邪気に時雨の腕に抱きつく京香に、ぎこちない笑顔を向ける時雨。

　その光景はまるで、はしゃぐ妹に仕方なく付き合う姉のようにも見えて──

　龍斗ははっきりと、言い切った。

「それは出来ない。……俺は、時雨を殺したくない」

　京香が顔を上げる。龍斗の言葉を想定していたのだろう、京香に驚きの色はない。だが、代わりに、彼女は険しい顔つきをしていた。

「まだ分からないんですか？　今は、私情を挟んでいる状況じゃないんです。このままだと、〈幻想戯曲〉と関係ない人まで、犠牲になるかもしれないんですよ」

　怒気を含んだ、低い声色。龍りゆう斗とは京きよう香かの言葉に臆おくさず、彼女を見つめ返す。

「でも、時雨しぐれを殺すことなんて出来ない。時雨は自分の意志で、俺たちと戦ってるわけじゃないだろ」

「そんなの、私だって分かっています。『六むつ剱るぎの剣客』を奪われたのは、私の責任ということも。だから、時雨は必ず止めなければいけないんです」

「『六剱の剣客』を廃棄する以外に、方法はないのか？　例えば、時雨を戦闘不能にさせて、後で由ゆ紀きの『六剱の剣客』の契約を破棄する方法を探すとか」

「リスクが大きすぎます。時雨が暴走した状態が続けば、いずれ司書に『六剱の剣客』が奪われたことが知られてしまいますから。今は、迅速に問題を解決する必要があるんです」

「だけど、時雨が死んだら、俺も、京香も、絶対に後悔する」

「いいかげんにして下さい。後悔する、しないなんて、今は問題じゃ──」

「だって、京香は時雨の死なんて、望んでないだろ」

　京香は、声を張り上げた。

「そんなの当たり前じゃないですか！」

　京香は、見ていて心が痛むほど、悲痛な顔をしていた。

「時雨は、ずっと私の傍そばにいてくれたんです！　本当の家族みたいに、私に接してくれたんですよ！　悲しくないわけないじゃないですか！」















　感情を吐き出すように、京きよう香かは声を荒げる。

　龍りゆう斗との目の前にいるのは、もう桜さくらヶが丘おか図書館館長の座を約束された幻想司書ではない。

　大切な人がいなくなることを嘆く、どこにでもいる一人の少女だった。

「でも、このままだと、桜ヶ丘図書館の〈古典クラシカル〉が奪われてしまうんです。『六むつ剱るぎの剣客』を廃棄する以外、方法は──」

　そこから先は、京香は言葉にしなかった。……いや、言葉に出来なかったのだろう。口を閉ざす京香は、必死で泣くのを耐えているように見えた。

「……もちろん、時雨しぐれは俺たちが止める」

　龍斗が立ち上がる。

「アイリスも、エミリも戦ってるんだ。俺がこんなところで、何もしない訳にはいかないからな。……でも、時雨は殺さない。時雨が死ぬなんて、誰だれも望んでないから」

　それは、理想論かもしれない。綺き麗れい事ごとかもしれない。

　甘ったれたことを言っているのは、自覚している。

　だが、理想論だからこそ、綺麗事だからこそ、叶かなえたいのだ。

　その言葉は絶対に間違ってないと、信じているから。

「……龍斗さん」

「約束する。『六剱の剣客』は、必ず取り戻してみせる。……もう、誰かが傷つくのは、見たくない」

　そうだ。龍斗の戦いの原点は、そこにあったはずだ。

　出会ったばかりのアイリスが傷だらけになることが耐えられなくて、龍斗は剣を取ったはずだ。

　ならば、アイリスだけではない。視界に映る人間全すべてを守る。

　助けることが出来るのなら、腕が千切れるまで手を差し伸べる。

　それが、龍斗の戦いだ。



　龍斗がお屋敷を出たとき、龍斗の目に映ったのは、ひどい様相を成した庭園だった。

　灯とう篭ろうは無残に打ち壊され、池は凍りついている。地面には何本も氷柱が連なり、月明かりを浴び輝いていた。

　その庭園の中で、アイリスは剣を構え、時雨と向かい合っていた。エミリはアイリスの援護をするためか、時雨の間合いから遠く離れ、弓を構えている。その時雨たちの戦闘を、由ゆ紀きはぞっとするような冷たい表情で、遠巻きに見ていた。

　アイリスの横顔には余裕など欠片かけらもない。呼吸は荒れ、致命傷こそないものの、身体からだには幾筋もの傷が見える。対して、時雨は無傷。着物には汚れ一つない。

　時雨しぐれに圧倒されている。そう思うと同時に、龍りゆう斗とはアイリスの許もとへ走り出した。

　時雨は哭皐女ナキサワメを、地面に斬きりつけるように振り下ろす。と、地面からいくつもの氷柱が作られ、アイリスに襲いかかった。

　アイリスが氷柱を避けるように横に跳ぶ。が、傷を負っているせいか動作が鈍い。足に氷柱が掠かすり、アイリスの片膝ひざが地についた。

「く、っ……！」

　駆ける龍斗の耳に、アイリスの掠れた声が聞こえた。アイリスは直すぐに体勢を立て直そうとするが、その時には既に、時雨が地を駆けていた。

　アイリスを斬きり裂かんと、時雨が刀を振り下ろす。回避不能の、必中の一撃。──が、時雨の刀が斬ったのは、虚空のみだった。

　龍斗がアイリスを抱きながら地面に転がり、時雨の一撃を避けたからだ。

　アイリスは座り込んだまま、立ち上がる龍斗を見上げる。

「っ！　リュート!?」

　それまで戦闘を見ていた由ゆ紀きが、龍斗の加勢に、口を開く。

「……時雨さん、刀を下ろしてください」

　由紀の言葉に従い、時雨は体を休める。

　由紀は、睨にらみつけるような眼まな差ざしで、龍斗を見つめた。

「何のつもりですか？　石いし馬ま先輩」

「決まってるだろ。時雨と戦いに来たんだ。……時雨を止めるために。アイリスたちを守るために」

「石馬先輩は、まだ戦うつもりなんですか……！」

　由紀の声に感情が篭こもる。その感情が何かなど、推し量るまでもない。──怒りだ。

「石馬先輩に、死んで欲しくないから……石馬先輩に嫌われるって知りながら、『六むつ剱るぎの剣客』と契約したのに、まだ分かってくれないんですか！」

「……俺は由紀の好意にも気づけなかったバカだけど、俺が怪け我がをして由紀が悲しむってことくらいは、分かるさ」

　由紀は龍斗の火傷やけどの痕あとを見た時、声を荒げながら涙を流した。

　それくらい、自分のことを好いてくれている。それは、龍斗も痛いほど分かっている。

　分かっているが──それでも、譲れないものがある。

「……でも、やっぱり駄目なんだ。だからって、戦うアイリスたちを見ているだけなんて出来ない」

　きっと、また傷を負えば、由紀は泣いてしまうのだろう。

　由紀の涙を見て、また戦ったことを後悔するのだろう。

　でも、アイリスたちが倒れて、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』がディケンズの手に渡ったら、もっと後悔する。

　それだけは、絶対に嫌だった。

「だから……俺は戦う。たとえ相手が時雨しぐれだろうと、由ゆ紀きだろうとな」

「……っ！」

　由紀が、龍りゆう斗とを睨にらみつける。

　だが、龍斗は怯ひるまない。決意を秘めた瞳ひとみで、由紀の視線を受ける。

「アイリス、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を返してくれ」

「……ですが、ユキはリュートのことを……」

「分かってる。……でも、そんなの関係ない。誰だれかがアイリスを傷つけるなら、俺がアイリスの剣になってやる」

　龍斗は、アイリスに手を差し出した。

「約束しただろ？　アイリスを守ってやるって。……一緒に、戦おう」

　アイリスは、龍斗の言葉に呆あつ気けにとられる。

　だが、それも一瞬。

「……はい！」

　アイリスは笑いながら龍斗の手を取り、立ち上がった。

「時雨さんっ！」

　由紀の叫びと共に、時雨がアイリスに斬きりかかる。

　アイリスは龍斗の腕を引き下げると共に、ドレスの下に入れていた『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を龍斗に渡す。

「ベオウルフ──！」

　龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を開き、その名を叫ぶ。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』から光の粒子が溢あふれ──龍斗の手に、ベオウルフが召喚された。

「石いし馬ま先輩は、傷つけないで。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』だけ奪うことに集中してください」

「……善処する」

　龍斗は剣を構える。時雨との距離は数メートル。少しでも気を緩めれば先手を取られる、一足一刀の間合い。

　龍斗は足に力を入れ、

「……俺に続いてくれ、アイリス」

　それだけ呟つぶやき、地を蹴けった。一瞬で距離を詰め、剣を振り下ろす。狙ねらいは時雨の首筋。直撃すれば、確実に死に至る一撃。

　時雨は龍斗の剣を哭皐女ナキサワメで防ぎ、同時に龍斗のベオウルフを凍らせようとした。その寸前、龍斗はベオウルフを哭皐女ナキサワメから離し、

　──哭皐女の刀身を、空いた左手で掴んだ。

「えっ……!?」

　由ゆ紀きが驚きの声をもらす。自我を失ったはずの時雨しぐれも、わずかに目を開いた。

　刀身を掴つかんだ龍りゆう斗との手からは血が滴り、哭皐女ナキサワメの能力で凍っていく。

　刺すような痛みが、龍斗の左手を襲う。手が氷漬けにされ、凍傷を起こしているのだ。

「……ああああああっ！」

　その痛みをかき消すように、龍斗は叫びながら右手に掴むベオウルフを哭皐女ナキサワメに叩たたきつけた。哭皐女ナキサワメに罅ひびが入る。

　だが、それだけだ。哭皐女ナキサワメに触れたベオウルフは凍り、剣としての機能を失った。

「──アイリスっ！」

「はいっ！」

　阿あ吽うんの呼吸、とでも言うのだろうか。龍斗の叫びにアイリスは駆け出し、哭皐女ナキサワメの罅が入った箇所に、強く剣を振り下ろし──哭皐女ナキサワメを、真っ二つに折った。

　それと同時に、凍りついた龍斗の左手の氷が消失した。

　龍斗とアイリスは時雨から距離を取るように、後ろに下がった。

「……まずは、一本だ」

　左手の痛みに汗を流しながら、それでも龍斗は笑う。

「……何を、考えてるんですか」

　動揺を露あらわにしながら、由紀が呟つぶやく。

　戦闘の知識がない由紀でも、今の龍斗の行動の異常は理解できたのだろう。

　一撃目の攻撃は、哭皐女ナキサワメを手で掴むための布石。本命は、確実に哭皐女ナキサワメにダメージを与えるべく振り下ろした、二撃目だ。

　その攻撃は、まさに玉砕覚悟という言葉が相応ふさわしい。──アイリスの攻撃があと少し遅れていれば、龍斗の左手は、壊え死ししていたのだから。

「さっきの状況なら、時雨さんに一ひと太た刀ち浴びせることも出来たはずです。それなのに、どうして哭皐女ナキサワメを……？」

「……アイリスは、どうやって時雨を倒すつもりだった？」

　由紀の質問に答えず、何な故ぜか龍斗は、アイリスに尋ねる。

「……『六むつ剱るぎの剣客』を破棄するか、シグレの命を絶つつもりでした。シグレ相手に加減をしたら、私がやられてしまいますから」

　アイリスの判断は、何一つ間違っていない。時雨を止めるなら、それが最も合理的だ。

　──だが、

「俺は、時雨を殺したくない。『六剱の剣客』は廃棄させたくないんだ」

「……リュートなら、そう言うんじゃないかと思ってました。ですが、それは理想論です。時雨を倒さないと、由紀の契約を破棄させることは出来ません」

「ああ、分かってる。だから、俺なりに考えてみたんだ。……時雨しぐれの召喚した刀を全部壊せば、もしかしたら契約は破棄されるかもしれない」

　その言葉に、龍りゆう斗とと時雨を除くその場にいた全員が、息を呑のんだ。

　由ゆ紀きが顔を強こわばらせ、呟つぶやく。

「時雨さんの召喚する刀を全部壊せば、契約が破棄される……!?」

「でまかせなんかじゃない。確かに俺たちは、その例を見てるんだ」

『獣使いの乙女サモナー・オブ・メイデン』のドロシーの召喚獣を全すべて倒した時も、拓たく也やの刻印は消えた。

　ドロシーの能力と時雨の能力は、あるものを召喚するという点で性質が似ているのだ。ドロシーは獣。時雨は刀。違いはそこしかない。

「時雨が召喚する六つの刀全てを壊せば、もしかしたら時雨を止めることが出来るかもしれない」

「そんな……確証は、あるのですか？　リュート」

「さあな。俺も今考えながら話してるから、正直自信はない」

「なっ……！　こんな時に、そんないいかげんなことを言わないで下さい！　大体リュートはいつも──」

「無茶なのは承知だ。わがままなのも分かってる。……でも、誰だれ一人時雨が死ぬことなんて、望んじゃいないだろ」

　アイリスだって、由紀だって……誰よりも、時雨が死んだら、京きよう香かが悲しむ。

「だから、時雨は殺したくない。そんなの、絶対駄目なんだ」

「しかし、時雨の刀を全て壊すということは……」

「……ああ、分かってる」

　時雨の召喚する、六つの刀を壊すということ。

　──それは、時雨を六度ろくたび倒すに等しい。

「だから、アイリスの力を借りたい。……頼む」

「……仕方ありませんね。リュートを放っておくと暴走して自滅しかねませんし、付き合ってあげますよ」

　アイリスは溜ため息をつきながら、龍斗に倣うように剣を掲げた。

　だが、その口元は、微かすかに笑っていた。

「石いし馬ま先輩はアイリスさんだけでなく、時雨さんまで助けようとするんですか……！」

　怒りを露あらわにするように、由紀の表情が険しくなる。

　理解しているのだ。時雨を助けるということが、時雨を倒すよりも、ずっと困難であることを。それだけ龍斗が敗北する可能性が高くなるということを。

「自分がどれだけ甘いことを言ってるか、分かってるんですか!?　……死ぬかも、しれないんですよ!?」

「分かってるよ、そんなこと。でも、もしかしたら、時雨しぐれを正気に戻すことが出来るかもしれないんだ。だったら、俺は時雨を助けたい。それがどれだけ困難でもな」

　小さく、龍りゆう斗とが笑う。

「それに、時雨が言うには、俺はお人好よしらしいからな。……そのお人好しを、突き通させてもらう」

　龍斗が赤く腫はれた左手で、ベオウルフを握る。痺しびれるような痛みに、思わず呻うめきそうになった。問題ない。剣が握れるなら十分だ。

「エミリ、話は聞いたとおりだ。俺とアイリスが前衛オフエンスになる。援護はまかせたぞ」

「気軽に言ってくれるわね。時雨を六回倒すなんて、無茶を通り越して無謀って言ってもいいわよ？」

「だから、アイリスとエミリの力が必要なんだ。……頼む。誰だれが相手でも止めるのが、幻想司書なんだろ？」

「……はいはい、分かったわよ。じゃあ、先輩として、いいとこ見せないとね」

　エミリはほのかに笑い、遠距離より『魔弓の射手フライヘーゲル』を構える。

　これで、準備は全部整った。

「刀を出せよ、時雨。一つ残らず叩たたき壊してやる」

　龍斗は、時雨に向かって小さく笑う。

「神霊も、隠れて想おもう、天の岩戸──鳴蕪ナリカブラ」

　無機質な表情のまま、時雨は刀を召喚する。刀身の色は、土色。

「時雨と戦う前に、二つだけ言っておくことがある」

　時雨を正眼に見つめながら、龍斗はアイリスに話しかける。

「一つは、とにかく時雨の刀を壊すことだけを考えること。……もう一つは、絶対に俺に構わないでくれ」

「……リュート？」

　龍斗は時雨を中心に弧を描くように、アイリスから距離を取る。時雨の視界に、龍斗とアイリスを同時に映らせないために。

　時雨は龍斗を標的に絞ったらしい。龍斗を視線で追いながら、下段に刀を構える。

　時雨は、地面を舐なめるように刀を斬きり上げる。地面が爆はぜ、いくつもの車ほどの大きさの岩の塊が、龍斗に襲いかかる。岩を創つくる力を持つ、鳴蕪ナリカブラ。京きよう香かに聞かされた通りの刀だ。

　龍斗は身を翻す。しかし、避よけきれない。剣で直撃は防いだものの、衝撃で吹き飛ばされ、龍斗は地面に体を強く打った。

　背中と腕に、痺しびれるような痛み。吐き気が込み上げるが、歯を食いしばり耐える。

　だが、龍斗は充足感に拳こぶしを固めた。龍斗の目に、背後から時雨に斬りかかるアイリスが映ったからだ。

　アイリスの剣筋を見るに、刀を弾はじき飛ばすために柄つかを狙ねらったのだろう。だが、時雨しぐれは身体からだの重心をずらし、紙一重でアイリスの一いつ閃せんを避よける。

　アイリスは剣を振り下ろした勢いのまま、時雨の傍そばを駆け抜け、龍りゆう斗との許もとへ行く。

　龍斗は立ち上がりながら、呟つぶやいた。

「何百年も化物たちと戦ってきただけはあるな。やっぱり、そう簡単にはいかないか」

「……まさか、リュートは──」

　アイリスが顔を強こわばらせながら、言葉を続けた。

「囮おとりになるつもりなのですか。私が確実に、時雨の刀を壊せるように」

　全すべて語らなくても、アイリスは龍斗の意図に気づいたようだ。

　龍斗は、お屋敷の中で語られた、京きよう香かの戦術を思い出す。

『時雨が六つの刀を使い分け、最も相手に有効な戦法を取ることは、先程話した通りです。……しかし、時雨は六つの刀の内の五つに、共通の欠点があります』

　京香は言った。敵の情報さえ知っていれば、時雨は妖あやかしさえ斬きり伏せると。

　だが、それは一騎討ちの状況を想定した時のみであるとも、京香は語った。刀によって多少の差こそあるが、基本的に時雨は、集団戦は不得手らしい。

　一振りだけ、集団戦で真価を発揮する刀があるようだ。だが、もしかしたら時雨はその刀は召喚しないかもしれない、と京香は仮説を立てた。京香も自信がないらしく、根拠は口にしなかったが。

『恐らく時雨は、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するために、龍斗さんを優先的に狙うでしょう。つまり、どんな刀であろうと、時雨は龍斗さんしか攻撃出来ないんです』

　龍斗が時雨の注意を引き、アイリスとエミリが時雨の死角より攻める。それこそが、たった一つの、時雨への勝機である。

　普段の時雨なら、龍斗の戦略を見抜き対策を考えるだろう。だが、今の時雨は自我を失った傀く儡ぐつと化している。成功率は高い。

　それが、京香が龍斗に教えた、時雨の攻略法だった。

　──だが、現状ではその戦術にも、大きな問題がある。アイリスも龍斗が行おうとしている戦術の欠点に気づいたのか、依然顔を強ばらせたまま、口を開く。

「リュートは、分かっているのですか？　その戦法が、どれだけリュートの身を危険に晒さらすものなのか」

　時雨を倒すだけならば、龍斗が一度か二度、時雨の攻撃を耐えればいい。それだけの好機があれば、アイリスほどの剣技を持つ人間なら、時雨を斬り伏せることも可能だ。先程のアイリスの攻撃だって、直接時雨を狙えば、傷を負わせるくらい出来たはずだ。

　だが、時雨の刀を六つ壊すとなれば、話は別だ。最低でも六度、回避が困難である時雨の攻撃を耐えなければならないのだから。

　受け損なえば死に至る時雨しぐれの一撃を、六度。気が遠くなる回数だ。

　……それでも、やらなければならない。

「時雨を助けるためだ。それぐらいする価値はある。……それに」

　刀を肩に担ぐ時雨を見つめながら、龍りゆう斗とは微笑ほほえむ。

「アイリスと模擬戦をした時から思ってたけど、俺にはこっちの方が性に合ってる。好きな人と斬きり合うより、少しくらいの痛みを我慢する方が、ずっと楽だ」

「……リュート」

　アイリスの呟つぶやきを最後に、龍斗は地を蹴けった。



　◇



　龍斗が行おうとしている戦法は、由ゆ紀きでも理解できた。龍斗が時雨の注意を引き、その間にアイリスとエミリが時雨の刀を折る。防御に徹した龍斗の行動を見れば、戦闘の知識などなくても、それくらい分かる。

　その戦術は、功を奏していると言えるだろう。時雨の手には、三本目に召喚され、アイリスによって破壊された志シ那ナ津ツ姫ヒメがあるのだから。──だが、龍斗の代償も大きい。

　アイリスが鳴蕪ナリカブラを折った代わりに、龍斗は地面から突き出された岩柱をまともに喰くらい、吐血した。アイリスが志シ那ナ津ツ姫ヒメを折った代わりに、龍斗は風の刃に身を裂かれ、四肢から鮮血が迸ほとばしった。

　もう、龍斗の限界は見えている。先に戦闘をしていたはずのアイリスよりも龍斗の傷は深い。その満身創そう痍いである龍斗の姿を、由紀は強く両手を握りながら、見つめることしか出来なかった。

　時雨が手にしていた志シ那ナ津ツ姫ヒメが光の粒と消え、手を前に掲げる。

「嵐掃き、千ち尋ひろの海も、荒れ果つる──綿津螺ワダツミ」

　詩を詠み、時雨の手に刀が現れる。

　刀の色は、瑠る璃り色。鏡のように研ぎ澄まされた青い刀身に、傷ついた龍斗とアイリスの姿が映る。

　時雨が綿津螺ワダツミを地面に突き刺す。同時に、地面が裂けた。生まれた地面の亀き裂れつから、何本もの渦を巻いた水柱が迸る。

　いくつもの水柱が、真正面から龍斗とアイリスに突っ込んでくる。龍斗とアイリスが水柱を避よけながら、時雨と距離を詰めようとする。

　が、傷を負っている龍斗の動きは遅い。水柱を完全に避けるなど不可能だ。それは龍斗の方が理解しているのだろう。龍斗は回避をしようともせず剣を構え、激しく鳴動する水柱に相対する。

　龍りゆう斗とは水柱を迎え撃つべく、真上より剣を振り下ろす。

　龍斗の剣圧が、水を裂く。水柱は左右に枝分かれし、龍斗に直撃はしない。

　何トンもの水圧の威力を殺す、常人離れした剣技。──幻想に生きたアイリスの戦闘能力があっての、神業だった。

　しかし、

「っ！」

　相殺しきれない。勢いは半減されたものの、水柱は龍斗に直撃する。

　龍斗は水流に揉もまれながら吹き飛ばされ、地面に叩たたきつけられた。龍斗がくぐもった声をもらす。もしかしたら、肋あばらが折れているかもしれない。

　アイリスは一瞬龍斗に気を取られるが、構わず前へ。地面に刺さった綿津螺ワダツミへ、掬すくうように剣を振り上げる。

　綿津螺ワダツミは弾はじかれ、宙を舞う。エミリは舞い上がる綿津螺ワダツミに狙ねらいを定め、二本の矢を放つ。

　二本の矢は、アイリスが傷をつけた箇所を同時に射抜いた。

　からんと、折れた綿津螺ワダツミが地面に転がる。

「龍斗、大丈夫なの!?」

　エミリの叫びに、龍斗はおもむろに立ち上がる。

「ああ、なんてことないさ、これくらい。……これで、四本目だ」

　龍斗はベオウルフを構えるが、虚勢であることは明白だ。体はふらついているし、声は掠かすれている。

「……時雨しぐれさん。少し、戦闘を止やめてください」

　由ゆ紀きは、龍斗を見つめながら声をもらした。

「……石いし馬ま先輩──」

　もう、止めてください。──その言葉を、由紀は呑のみ込んだ。

　戦うのを止めてくれ、なんて言葉は、自分の覚悟を否定するようなものだ。龍斗が傷つくのが嫌なら、初めから『六むつ剱るぎの剣客』と契約なんてしなければよかったのだから。

　龍斗が傷つくのは、分かっていたことだ。それでも由紀は、戦おうとした。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するために。龍斗がこれ以上傷つかないために。

　それなのに──やはり、龍斗がふらふらになりながら剣を握る姿を見るのは、辛つらかった。

　でも、由紀は龍斗と戦うことを止めるなんて、出来ない。

　……だから、

「……どうして、そこまで戦おうとするんですか？」

　もう何度したか分からない問いを、龍斗に投げかけた。

「石馬先輩はアイリスさんと出会ったばかりなのに……どうして、そこまで必死でアイリスさんを守ろうとするんですか？」

　その言葉は、以前傷を負った龍りゆう斗とがアイリスを助けに行こうとして、引き止めた時と同じものだった。

　だから、由ゆ紀きは答えを知っている。……知っていてなお、尋ねずにはいられなかった。

「……時雨しぐれと戦ったら、アイリスは死ぬかもしれないだろ。でも、俺にはアイリスと一緒に戦える力がある。俺が、アイリスを守ることが出来るかもしれないんだ。……それじゃ、納得出来ないのか？」

　龍斗から返ってきたのは、何度も聞いた言葉。

　故に、由紀は今更、その言葉に動揺したりしない。

　だが、しかし、それでも──割り切れないものがある。

「……だって、石いし馬ま先輩、もうふらふらじゃないですか。……アイリスさんを守るために戦って、石馬先輩が、死ぬかもしれないんですよ？」

　震える声で、由紀は呟つぶやく。

　なんて自分勝手なのだろう、と思う。

　傷ついて欲しくないなんて言いながら、由紀は龍斗を傷つけている。

　死んで欲しくないなんて願いながら、由紀が龍斗を追い詰めている。

　でも、時雨を止めることなんて、出来ない。

　ここで戦いを止やめたら、龍斗は本当に、死んでしまうかもしれないから。

「そんなにぼろぼろなのに、なんで、アイリスさんを──」

「……当然だろ、そんなの」

　龍斗は、由紀を見据える。龍斗の顔は、血や土で汚れていた。

　それでも、その表情に諦あきらめなんて、一切ない。

「俺は、誰だれかが悲しんだり傷ついてるのを、見たくないんだ。アイリスだけじゃない。エミリも、時雨も、京きよう香かも、由紀だってそうだ。だから、見ないふりなんて、出来ない」

「……どうして、他人のためにそこまで出来るんですか？　……石馬先輩は、怖くないんですか？」

「怖いさ。出来るなら、ここから逃げ出したいくらい、怖い。……でも、それよりも、俺の好きな人が死ぬほうが、ずっとずっと怖いんだ」

　龍斗の、穏やかな表情。

　その顔は、先程まで命懸けの戦いをしていた人間の顔ではない。

　由紀のよく知る、少年の顔だった。

「だから、俺は逃げない。俺が戦えば、アイリスを助けることが出来るかもしれないから。……俺が傷つく理由なんて、それだけで十分だ」

　そう言って、龍斗は笑った。

　その言葉に由紀は呆ぼう然ぜんとしながら──龍斗の笑顔に既視感を覚えた。

　何度も見てきた、龍りゆう斗との笑顔。それでも、その誰だれかを安心させるような笑顔は特別で──由ゆ紀きは、思い出す。

　龍斗と初めて出会った、あの文芸部で──龍斗は、こんな笑顔を浮かべていた。

「あ……」

　由紀は胸を突かれたように、その場でよろめく。

　そうだ。何な故ぜ、忘れていたのだろう。

　龍斗は、こういう人間だったのではないか。

　一人ぼっちでいた由紀のために、文芸部に入るような、そんな人間だったのではないか。

「……時雨しぐれさんっ！」

　由紀が叫びながら、その場で佇たたずんでいた時雨の許もとへ駆け寄る。

「ごめんなさい、時雨さん。今更こんなことを言うのは、すごく卑ひ怯きようなことだって分かってます。……でも」

　ぎゅっと、由紀はスカートを握る。

「もう、石いし馬ま先輩と戦うのは、止やめてください」

「……それは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を諦あきらめる、と受け取っていいか？」

「……はい」

　龍斗が傷つくのは、嫌だ。その気持ちは、今でも変わらない。

　でも、もし龍斗が、アイリスを見捨てるような人間だったら──きっと、好きになんてなっていない。

　龍斗に戦って欲しくないなんて、そんなの最初から無理な期待だったのだ。

　なぜなら、アイリスのために戦う──誰かのために手を差し伸べる、そんな龍斗を、由紀は好きになったのだから。

「だから、もう時雨さんは──」

「その命令は、承諾出来ない」

「……えっ？」

　時雨は『断章フラグメント』を唱え、刀を召喚し、由紀に振り下ろした。

　時雨が切り裂いたのは、由紀が持っていた鞄かばん。

　裂いた鞄から落ちた『六むつ剱るぎの剣客』を、時雨は着物の中に入れる。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収することは、絶対遵守の命。故に、君の意思は反逆を意味する。……その命令には、従えない」

「……そん、な」

　話が違う。こんなこと、あの人からは聞いていない。

　時雨は──由紀の命令に、従うのではなかったのか！

「どういうことですか。シグレは、ユキの命令は全すべて聞き入れるはずでは？」

「……由ゆ紀きが『六むつ剱るぎの剣客』を契約したときから、おかしいとは思ってたの」

　アイリスの疑問の声に、エミリが返す。

「ディケンズが由紀に『六剱の剣客』を契約させるのは、不条理なのよ。だって、由紀に戦う意思がなければ、いつでも契約破棄出来るんだから」

　エミリの言葉に、由紀は気付く。

　考えてみれば、由紀に〈幻想戯曲〉を契約させるなんて、おかしな話だ。

「ディケンズは、由紀をさらうこと前提で『六剱の剣客』を契約させたのかもしれない。そうすれば、由紀を人質に取ると同時に、時雨しぐれを使役させることが出来るから。……でも、由紀は龍りゆう斗とたちと戦う意思があった。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するために」

　エミリの言葉を補足するように、龍斗が呟つぶやく。

「ディケンズにとって、由紀が俺たちと戦う意思があったのは、好都合だっただろうな。由紀が俺たちと戦ってる間、ディケンズは桜さくらヶが丘おか図書館を襲うことが出来るんだ」

　だが、それでも由紀が戦闘の途中で、戦意を失う可能性だってあったはずだ。

　それでも、由紀に契約させたのは──契約者の命令に関係なく、時雨が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を回収するために戦うことが出来たから？

「ディケンズは由紀が戦う意思をなくすこと前提で、『六剱の剣客』を契約させて、私たちと戦わせたのかもしれないわ。時雨単独でも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うことが出来るから」

「そんなこと、出来るのですか!?」

「可能か不可能か、私に聞かれても答えることはできないわよ。だって、〈古典クラシカル〉の能力は未知数なんだもの。……分かるのは、時雨はまだ私たちと戦うってことだけ」

　時雨が、龍斗たちに向き直る。

「鳴る神に、千夜の星も、堕おちにけり──武御雷タケミカヅチ」

　時雨の手に、黄金色の刀が現れる。──五本目の刀だ。

　絶対に届かない間合いにもかかわらず、時雨が刀を肩に担ぐ。時雨の行動を見て、龍斗は弾はじかれたように地面に転がった。

　時雨が袈け裟さがけに刀を振り下ろし──閃せん光こうが瞬き、由紀は目を閉じる。

　瞼まぶたを開けた時、由紀の目に映ったのは……地面に刻まれた、一文字の亀き裂れつ。

　光速とも見み紛まがう、稲妻の一閃。圧倒的な破壊力を持つ、さながら武を顕現させた刀であった。

「そんな……もう止やめてください、時雨さん！」

　由紀が時雨の腕にしがみつく。だが、すぐに振りほどかれ、由紀は地面に倒れた。

「うっ……！」

　由紀はくぐもった声をあげ──由紀の手の甲に、雫しずくが落ちた。

　龍りゆう斗とたちを傷つけ、時雨しぐれを止めることもできない。一体、私は何をやっているのだろう。

　情けなかった。悔しかった。自己嫌悪で、押しつぶされそうだった。

「ごめんなさい……私のせいで、みんな傷ついて──」

「謝るな、由ゆ紀き」

　龍斗の声に、由紀は顔を上げた。

「謝るのは、全部終わってからにしろ。……まだ、何も終わっちゃいない」

　龍斗に、由紀に対する怒りも、憐れん憫びんもない。

　あるのは、時雨に対する、燃えるような闘志だけ。

　龍斗とアイリスが時雨に駆ける。時雨は迎撃すべく、距離を取ったまま刺突する構えをとった。

　龍斗が方向を変え、それぞれ左右に跳んだ。ベオウルフの身体能力といえど、雷を視覚してから回避行動に移ったのでは、到底間に合わないからだ。

　龍斗が着地すると同時に、稲妻の槍やりが直線上に疾はしる。かろうじて躱かわせた。龍斗が再度、時雨との距離を詰めようとする。

　だが、その時には既に、時雨は龍斗に向かって刀を振り下ろそうとしていた。

　避よけきれない。由紀がそう直感した時、

「時雨っ！」

　少女の声に、時雨が硬直した。

　反射的に、由紀は声の主に振り返る。そこには、京きよう香かがいた。

　苦しげに時雨を見るその表情に、いつもの冷静さはない。京香は体の震えを耐えるように手を固く握っており、その姿は、胸の内から湧わき上がる不安と戦っているように見えた。

　京香の声が、時雨に届いた？　今の時雨に、自我はないはずなのに？

　刹せつ那な、地を蹴ける音に由紀が振り返る。由紀の目に映ったのは、時雨の懐に飛び込む龍斗。

　龍斗が柄つかを狙ねらい、一文字に剣を薙なぐ。時雨の手から、武御雷タケミカヅチが落ちた。

　同時に、時雨に肉薄したアイリスが、上段に構えた剣を振り下ろし、

「これで、五本目です！」

　一撃で、武御雷タケミカヅチを折った。

　時雨は壊れた刀に目もくれない。感情のない表情で、京香を見つめていた。

　だが、その目には、わずかに光が灯ともっているように見えた。

「……」

　時雨がゆっくり口を動かし、小さく呟つぶやいた。

　耳を澄まさなければ聞き取れないほど、微かすかな声。

　しかし、由紀には、時雨がこう呟いたように聞こえた。──京香、と。

（……時雨さん、京香さんのことが分かるの？）

　もしかしたら、もう時雨しぐれと戦う必要もないかもしれない。……その期待は、一瞬で裏切られた。

　ゆっくりと、時雨が龍りゆう斗とたちに向き直る。その瞳ひとみに、京きよう香かを見ていたときのような光はもうない。

　まだ時雨は、戦うつもりだ。

「……次で、最後だ」

　由ゆ紀きは、濡ぬれる瞳で龍斗を見つめる。確かに、時雨に残された刀はあと一つだ。

　だが、もし龍斗の仮説が間違っていたら？　──その一つが壊せず、もし龍斗が力尽きてしまったら？

「……石いし馬ま先輩──」

　逃げてください。……その言葉を言おうとして、由紀は思い留とどまる。

　たとえ、どれだけ由紀が訴えようが、どれだけ傷つこうが、龍斗は戦いを止やめないだろう。

　龍斗がそういう人間だと、由紀は理解している。

　──だから、

「──お願いします。……戦ってください。時雨さんを、助けてください」

　由紀はスカートを握りながら、震える声で言った。

「おうっ！」

　龍斗の叫びに呼応するように、時雨が手を前に出す。

「乾けん坤こんも、灰かい燼じん消ゆる、禍か倶ぐの焔ほむら──禍倶坤カグツチ」

　時雨の手に集まった光の粒子が収しゆう斂れんし、一振りの刀が現れる。

　月華の下、緋ひ色いろに輝く刀身。刃の反りが高く、その刃渡りは太た刀ちに近い。

　──時雨の、最後の刀だ。

　時雨が、円を描くように刀を振った。空気の燃える匂においが漂う。

　刹せつ那な──目に映る景色全すべてから、炎が舞い上がった。

　轟ごう々ごうと燃える、紅の海。ゆらゆらと、龍斗たちの姿が陽炎かげろうに揺れる。

「……ごめん、龍斗。私の援護は期待しないで。炎のせいで時雨に焦点が合わない。もしかしたら、龍斗たちまで傷つけるかもしれないわ」

　くやしげな顔を浮かべるエミリに、龍斗は片手を上げる。

「ああ、分かった。あとは俺とアイリスにまかせろ。……由紀、下がっていてくれ」

　龍斗の言葉に頷うなずき、由紀は火の手が上がっていない場所まで移動する。

　同時に、龍斗とアイリスは炎の中に飛び込んだ。

　炎から何メートルと離れている由紀でさえ、立ち眩くらみを覚えるほどの熱だ。灼しやく熱ねつに身を焦がす龍斗とアイリスの痛みは、想像すら出来ない。

　それでも、二人は退かない。ただ前へ、前へ。

　炎をなぎ払い、龍りゆう斗ととアイリスは時雨しぐれの懐に飛び込む。龍斗が真上から、剣を振り下ろした。

　時雨が剣で受ける。その一瞬、アイリスは時雨の刀に剣を打ち込んだ。

　武御雷タケミカヅチを一撃で砕いた、アイリスの一いつ閃せん。だが、時雨の刀には罅ひびひとつ入っていない。

「時雨の刀を五つ折ったことは、私も驚いています。……ですが、禍倶坤カグツチはそう簡単に折れません」

　京きよう香かが由ゆ紀きに声をかける。

「禍倶坤カグツチは、時雨の愛刀です。もしかしたらと思っていたのですが、時雨は無意識の内に最後まで残していたのでしょう」

　確かに、あらゆるものを燃やす能力、アイリスの一撃でも壊れない耐久度をとっても、武器としての洗練度は禍倶坤カグツチが随一だろう。

　禍倶坤カグツチは、時雨にとって切り札なのだ。

　……だが、由紀が京香に話さなければならないのは、そのことではない。

「……京香さん、私はあなたに謝らなければならないことが──」

「その話は、後にして下さい。……今は、龍斗さんたちの戦いを見届けましょう」

　力強い眼まな差ざしで、京香は龍斗たちを見つめ──由紀は、彼女の足が震えていることに気づいた。

　その震えは、龍斗たちが敗北する不安からか、時雨が凶刃を振るっている恐怖からか。……でも、

「……はい」

　それでも、由紀は龍斗たちの戦いを見守る。由紀に出来るのは、龍斗たちの勝利を祈ることだけなのだから。

　どれくらい、龍斗達は炎に包まれながら戦っているのだろう。時雨と打ち合う龍斗とアイリスは、炎の熱に顔を歪ゆがめている。

　対して、時雨の表情に、感情はない。

「くっ……！」

　時雨が薙ないだ刀が、アイリスの鎧よろいを砕く。直撃を食らったのだろう、裂けた鎧から、血が流れていた。

　龍斗とアイリスが、時雨から距離を取る。

「アイリス、無理なら逃げてもいいんだぞ」

「……冗談を。私が撤退をする時は、リュートが撤退する時です。リュートが戦っているのに、私だけ逃げるわけにはいきません」

「そうか。……じゃあ、最後まで頼むぞ、アイリス」

「無論です。……リュートとならば、どこまでも」

　龍りゆう斗ととアイリスが、同時に地を蹴けった。

　身を焦がす業火が二人を襲う。──耐える。

　時雨しぐれの刀に、二人の体から血が迸ほとばしる。──耐える。

　体が限界を迎え、二人の四肢が爛ただれ始める。──耐える。

　耐える、耐える、耐える！

「っあああああああ！」

　剣筋も、踏み込みも、裂れつ帛ぱくの気合も同調シンクロした、龍斗とアイリスの一撃。

　両者の剣は禍倶坤カグツチに打ち込まれ──一筋の、小さな罅ひびを作った。

　手て応ごたえあり。……だが、まだ壊れない。

　時雨は二人の剣を弾はじき、前に掲げる。

　時雨の刀が、炎を纏まとう。周囲でたつ火柱と違う、蒼あおい炎。

　時雨は蒼炎と共にアイリスに剣を振り下ろす。アイリスは剣で受ける。

　だが、時雨の刀はアイリスの剣を容易たやすく溶かし、アイリスの肩を斬きり裂いた。

「くっ……！」

　ドレスも焼かれ、白い肌を晒さらした肩を押さえながら、アイリスが膝ひざをつく。

　その光景に、由ゆ紀きは言葉にならない声をもらす。──幻想で打たれた剣さえも、禍倶坤カグツチの炎は溶かすのか。

　時雨が刀を横に寝かし、アイリスに突き刺す。

　狙ねらいは、アイリスの喉のど元もと。神速で突き出されたその刃に、アイリスは反応が出来ず、

「が、はっ……」

　そう苦く悶もんの声をもらしたのは──アイリスではなく、龍斗であった。

　アイリスを守るために咄とつ嗟さに伸ばした左の手のひらに、時雨の刀が刺さっていた。

「石いし馬ま先輩っ！」

「リュートっ！」

　由紀とアイリスが、夜気を切り裂くような悲鳴をあげる。

　龍斗は痛みに顔を歪ゆがめている。が、その口元は笑っていた。

「……やっと、捕まえた」

　龍斗は、右手に握るベオウルフを振り上げ、

「これで……最後だっ！」

　禍倶坤カグツチの罅の入った箇所に、斬りつける。

　禍倶坤カグツチの罅は大きくなり、小さな破片が零こぼれ落ちる。

　──だが、禍倶坤カグツチはまだ折れない！

「ぎっ……！」

　龍りゆう斗との右手から、ベオウルフが落ちる。

　朦もう朧ろうとしているのか、目の焦点が合っていない。龍斗は両膝ひざをつき、頭こうべを垂らす。龍斗を支えているのは、左腕に突き刺さる時雨しぐれの刀のみ。

　禍倶坤カグツチの蒼そう炎えんに、龍斗の体は耐え切れなかったのだ。

　時雨は、龍斗の左手から刀を抜こうとし──その刀を龍斗は、刺さっているはずの左手で、掴つかんだ。

　龍斗の意識は、ほとんど消えているに違いない。

　それでも、龍斗は空になった右手を、固く握り、

「──砕けろおおおおおおっ！」

　嗄かれた声で叫びながら──禍倶坤カグツチに、拳こぶしを打ち込んだ。

　蒼炎に、龍斗の拳が燃える。

　禍倶坤カグツチに入った罅ひびは、刃元まで到達し──根元から、二つに折れた。



　先程の戦いが夢かと思えるほど、静かな夜だった。

　目の前の景色に燃え盛る火柱などなく、時雨の手に刀はない。

　だが、風に舞う塵が、息を荒くしながら倒れた龍斗の姿が、凄せい惨さんな戦いがあったことを証明していた。

　夜空を仰いでいた時雨の体が、次第に光の粒子となる。

　由ゆ紀きは、時雨に声をかけようとして、思いとどまる。

　誰だれよりも先に、京きよう香かが時雨に駆け寄ったからだ。

「時雨っ！」

　京香に気づき、時雨が振り返る。

　京香は、時雨に何も言わなかった。

　躊躇ためらいがちに開いた口から、言葉が零こぼれることはない。

　言いたい言葉は、溢あふれるほどあるはずだ。

　言わなければならない言葉は、たくさんあるはずだ。

　それでも、何も話さないのは、

　──言葉を紡ぐには、あまりにも時間が短いと、分かっているからだろうか。

「……京香」

　感情を失ったはずの時雨が、呟つぶやく。

　時雨の腕が、足が、光の粒子と消えていく。

　それでも、時雨はほのかに笑う。優しく、温かく。

　そして──

「そんな顔をするな、京香。……またな」

　時雨しぐれが愛いとおしそうに口にしたのは、感謝でも、別れでもない。

　再会を、約束する言葉。

　刹せつ那な、時雨の微笑ほほえみも光の粒になり──時雨は、現世から、消え去った。

　京きよう香かは、何も言わない。

　夜風に髪をさらわれながら、いつまでも、時雨がいた場所を見つめていた。

「ごめんなさい、京香さん。……本当に、ごめんなさい」

　由ゆ紀きは、京香の許もとに駆け寄り、震える声で言う。

　ごめんなさい、その言葉しか出てこなかった。

　他ほかの言葉は、全すべて言い訳になってしまうような気がして。

「気にしないで下さい、由紀さん。時雨と別れるのは、日ひむ向かい家の宿命ですから。それが少し早まっただけです。……それに」

　呟つぶやくような声色で、京香は続ける。

「いつかきっと、時雨には会えますから」

　振り返った京香は、やっぱり、涙を流していた。

　それでも、京香は必死で笑おうとする。

　あまりに儚はかない、今にも壊れそうな笑顔。

　その笑顔はまるで、時雨との再会を、信じているような──















「……京きよう香かさん」

　その時、痺しびれるような痛みが由ゆ紀きの首元を襲った。

　契約が、解けるのだ。

「は、あっ……！」

　神経が焼ききれるような熱が、全身に疾はしる。

　由紀が首元を押さえながら倒れようとして──温かい感触に包まれた。

　龍りゆう斗とが、由紀を抱きかかえたのだ。

「あっ……」

「……由紀が今日の出来事を忘れる前に、謝らなきゃいけないことがある」

　立っているのだって、辛つらいに違いない。

　意識だっていつ途切れるか、分からない。

　それでも、龍斗は懸命に、由紀に語りかける。

「由紀は俺を好きって言ってくれたけど……俺は、由紀が好きか、分からないんだ。俺にとって由紀は、大切な後輩でしかなかったから」

　一瞬、由紀は全身の痛みが消えた錯覚に陥った。

　だが、すぐに焼けるような痛みが、由紀を襲う。

　痛みに耐えながら、由紀は龍斗の言葉を聞き澄ます。

　その言葉は、決して由紀が望んでいた答えじゃない。

　全すべて聞かなくても、それくらい分かる。

　それでも、何度も想おもいを馳はせた、龍斗の告白だ。

　絶対に、逃げたくなかった。

「由紀と一緒にいたい、由紀の傍そばにいたい。それは、俺の正直な気持ちだ。……でも、それが恋愛として由紀を好きって言えるのかは、分からない。こんな気持ち、初めてだから」

　由紀と一緒にいたい。由紀の傍にいたい。

　それは、ずっと龍斗から聞きたかった言葉。

　それなのに……こんなに涙が溢あふれてくるのは、何な故ぜだろう。

「それに、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を持ってる限り、俺はまた由紀を泣かせてしまうかもしれない。だから、俺が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手放して、胸を張って由紀を好きだって言えるようになったら……俺から、言うから。由紀が好きだって」

　たどたどしい、龍斗の口調。

　きっと、龍斗は本心を吐露しているのだろう。

　だからこそ、こんなに胸が、苦しいんだ。

「だから、由紀さえ良ければ、それまで──」

　そこから先、龍斗は言葉に出来なかった。

　由ゆ紀きが、龍りゆう斗との頬ほおに触れていたからだ。

「……一度、こうしてみたかったんです」

　小説の中の恋人同士のように、由紀は龍斗の頬を撫なでる。

　愛いとおしそうに、ゆっくりと、何度も。

「もし、石いし馬ま先輩が普通の高校生に戻るまで、告白を待たされるなら……これくらい、許してください」

　由紀の瞳ひとみから、涙が零こぼれた。それでも、由紀は必死に微笑ほほえむ。

　由紀の手が、龍斗の血で汚れる。

　それでも構わなかった。龍斗の温かさを感じられるなら。

　もっと腕の感触に浸っていたいのに、段々と、意識が遠のいていく。

　視界がぼやけてきて、龍斗の顔すらよく分からない。

「私、待ってますから」

　それでも、声を絞り出す。

「私は、ずっと石馬先輩を好きでいますから。……だから、待ってます」

「……ありがとう、由紀」

　視界は霞かすんでいて、確信はなかったが……龍斗は、笑っていた気がした。

　そして──龍斗の頬から、由紀の手が離れた。


















エピローグ



「……皆さん、ご迷惑をおかけしました」

　窓から夕日が零こぼれる文芸部にて、深々と由ゆ紀きは頭を下げた。

　机に座るのは、頬ほおに絆ばん創そう膏こうを貼はっているエミリ。腕に包帯を巻くアイリス。そして、全身包帯だらけの龍りゆう斗とだった。

　由紀が『六むつ剱るぎの剣客』と契約してから二週間、龍斗は病院で入院していた。

　完治まではしなかったものの、入院中こっそりベオウルフを召喚していたため、学校に通えるくらいには回復していた。

　そして、退院して初日の学校の放課後にて、龍斗は由紀に謝られている訳である。

「なんて謝ればいいか分かりませんが……私のせいで、皆さんを傷つけてしまって、ほんとうにごめんなさい」

　もう一度、由紀は頭を下げる。

　由紀は、〈幻想戯曲〉の存在も、ディケンズのことも、全すべて忘れていた。だが、龍斗たちを傷つけたことや、時雨しぐれを暴走させたことは、おぼろげながら覚えていたようだ。

　だから、あの日龍斗に告白したことも、きっと忘れていないのだろう。

「まあ、いいんじゃないか？　犠牲者は出なかったんだしな。『六剱の剣客』が廃棄されることもなかった訳だし、万々歳じゃないか？」

「そうですね。何より、由紀が無事で安心しました。これで、またいつも通りみんなで文芸部で過ごせますし」

　由紀が『六剱の剣客』と契約したのは重大なことだが、龍斗はあまり責める気になれなかった。由紀をそこまで追い込んだのは、龍斗にも責任があるのだ。アイリスも、龍斗と同じ気持ちなのだろう。

　だが、エミリは仏頂面で、由紀を見つめるばかり。

「エミリは、まだ由紀のことを許してないのか？」

「……まあ、ね。〈幻想戯曲〉の危険性は、由紀だって分かってたはずだから」

　由紀が、肩を落とす。

「でも、龍斗の言葉にも一理あるわ。一般人に危害が及んでないし、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が奪われるっていう最悪の事態は免れたわけだし。……だから、今度またおいしいものでも食べさせてね。それでチャラにしてあげるわ」

「……はい」

　そう言いながらも、由紀の表情は晴れていなかった。

　理由は、聞かなくても分かる。由紀はまだ、時雨に一言も謝ることが出来ていないのだ。

　あの後、京きよう香かは『六むつ剱るぎの剣客』と契約出来るか試してみたが、駄目だった。エミリ曰いわく、由ゆ紀きと契約したことにより、京香の契約は破棄されてしまったのではないか、とのことだ。

　そのため、由紀はまだ時雨しぐれと一度も会っていない。だから、まだ由紀は、自分自身を許していないのだろう。

「……一つ、良いことを教えてあげるわ」

　由紀の気持ちを察したのか、エミリが由紀に話しかけた。

「日ひむ向かい家の人間が、『六剱の剣客』と契約できることは知ってる？　これは、〈幻想戯曲〉と契約出来る素質が、子孫に遺伝されるって説に基づいてるんだけど……」

　エミリは、言葉を続ける。

「もし京香が桜さくらヶが丘おか図書館の館長になって、結婚して、子どもが出来たら、きっとその子に『六剱の剣客』を契約させるでしょうね。だって、その子が次期館長になるんだから」

「それって、もしかして……」

　エミリの言わんとしてることに、由紀が気付く。

「どれくらい先になるかは分からないけど……きっと、時雨は現世に召喚されるわよ。その時になったら、気が済むまで謝りなさいよ。また、時雨に会えるんだから」

　エミリの言葉に、由紀は呆あつ気けに取られたような表情をする。

　だが、次第に由紀の顔は綻ほころび、

「はいっ！」

　力強く、頷うなずいた。

「じゃあ、今日は龍りゆう斗との退院祝いとして、由紀の家で祝賀会でもやる？　おいしい料理作ってくれるって、約束してくれたし」

「はい、分かりました！　皆さんにご迷惑をかけた分、腕を振るいますね！」

「……ユキ」

　おずおずと、アイリスが口を開いた。

「私も、ユキの料理の手伝いをしても、いいでしょうか？　……私は、もっとユキから料理を教わりたいです」

「……もちろんですよ」

　由紀が、柔らかい笑みを浮かべた。

　由紀がアイリスと喧けん嘩かして以来初めて見せた、アイリスに向けた笑顔だった。

「アイリスさんには、まだ卵焼きと味み噌そ汁しるの作り方しか教えていませんから。またいつも通り、料理の勉強をしに私の家に来てください」

「……はい。ありがとうございます」

　アイリスは胸を撫なで下ろしながら、笑顔で返す。

「それじゃあ、今日はデパートで食料を買いましょうか。祝賀会をするなら、たくさん料理を作らなきゃいけませんし」

「それじゃあ、私とアイリスが買い出しに行ってくるわ。龍りゆう斗とと由ゆ紀きは、先に家に行って料理の準備をしてくれない？」

「ということは、リュートとユキが二人きりということですか？　リュートの傍そばを離れるのは、少し不安なのですが……」

「いいじゃないですか。アイリスさんはいつでも石いし馬ま先輩の傍にいることが出来るんですから、今回くらい、譲ってください」

　その言葉に、その場にいた全員の顔が凍りつく。

　いつもの由紀からは想像も出来ない、強気な発言。

「ユ、ユキ？」

「アイリスさん。私はあなたと良い友達でいたいと思ってますけど……石馬先輩は、絶対に渡しませんから」

　確固たる意思を持った、由紀の表情。

　それは正真正銘、アイリスに対する宣戦布告だった。

「じゃあ、一緒に私の家に行きましょう、石馬先輩」

　そう言って、由紀は龍斗の腕に抱きついた。

　時雨しぐれとは比べるまでもない、小さな由紀の胸。

　それでも、由紀の体温ははっきりと伝わり、龍斗は胸の鼓動が強くなるのを感じた。

「お、おいっ、どうしたんだ、いきなり──」

「……石馬先輩は、私に腕を抱かれて、嫌ですか？」

　上目遣いに、由紀が尋ねる。その声は少しうわずっていて、瞳ひとみは微かすかに揺れていた。

　不安なのだ。龍斗に拒絶されることが。

　だから──龍斗は、本心を口にした。

「……はっきり言って、嫌いじゃない。かわいい女の子に抱きつかれて、嫌がる男なんていないからな」

「リュ、リュートっ!?」

「そう言ってくれると、嬉うれしいです。それでは、このまま私の家に行きましょう」

「ユキ！　あなたに話が──」

「はいはい、ストップ。私たちは買い出し組なんだし、ここで何を買うか決めましょうよ」

　エミリは立ち上がろうとするアイリスの腕を取り、小さく笑う。その笑顔は、どこか由紀の言葉を喜んでいるみたいだった。

「離してください、エミリ！　そんなことを言ってる場合では……！」

　アイリスの声を最後に、龍斗は由紀に引っ張られ、文芸部を出て行った。

「……ほんと、どうしたんだ？　突然こんな思い切ったことをしてさ」

「もし私が告白しても、石馬先輩は返事を延期するんだろうなって、何となく分かってたんです。石馬先輩って、優柔不断なところがありますから。だから──」

　由ゆ紀きが優しく微笑ほほえむ。

　まるで、笑顔を浮かべながら龍りゆう斗との頬ほおを撫なでた、あの夜のように。

「石馬先輩が好きになってくれるよう、頑張ることにしました。石馬先輩の返事が、私が望んだ答えでも、そうでなくても、何もしないより絶対良いですから。……それに」

　由紀は一度、そこで言葉を切り、

「時雨しぐれさんが言ってくれたんです。由紀は、もっと大胆になった方がいいって」

「……そうか」

　龍斗は由紀から視線を逸そらしながら、相あい槌づちを打つ。

　どうも、あの夜から由紀のことを意識してしまい、見つめられると顔が熱くなる。今までは、そんなことなかったのに。

「……そうだ。由紀、俺は由紀に謝らなきゃいけないことがあるんだ」

「……なんですか？」

「由紀と出会ったことを忘れてて、ごめん。俺、思い出したんだ、文芸部に入った理由」

　龍斗の言葉に、由紀が呆あつ気けに取られた顔をした。まるで、すっかりそのことを忘れていたかのように。

「俺さ、由紀が部員に無視されてたの、知ってたんだ。一度だけ文芸部の前を横切ったとき、由紀は泣きそうな顔で本を読んでたから。だから放っておけなくて、入部したんだ。……ごめん。こんな大事なことを、今まで忘れてて」

「……いいんですよ。石馬先輩が忘れた理由も、何となく分かりますから」

　顔を暗くした龍斗に、由紀は笑いかける。

「……えっ？」

「だって、私が大切にしていた思い出でも、石馬先輩にとっては、それが当たり前のことなんですから。だから、アイリスさんのために戦うんですよね？　私のために入部することも、アイリスさんを守ることも、石馬先輩にとっては同じですから」

　そして、由紀は俯うつむき、

「石馬先輩は、そのままでいて下さい。……私は、そんな石馬先輩と、一緒にいたいです」

　恥ずかしそうに、そう呟つぶやいた。

　それは、夕暮れに染まる公園で言った告白のように、はっきりした言葉ではない。

　だけど──間違いなく、勇気を振り絞った、由紀の告白だった。

「だから……絶対に、石馬先輩のことは諦あきらめませんから」

　由紀は、龍斗にオレンジ色に染まる笑顔を向け──ふと、龍斗は思う。

　そういえば、俺が入部した時も、由紀はこんな笑顔をしてたっけ。










あとがき



　お久しぶりです、弥や生よい志し郎ろうです。

「カレントテイル」、無事に二巻を出すことが出来ました。先に謝辞を述べる形になりますが、ひとえに編集の池いけ本もとさん、イラストレーターの基もと井いあゆむさん、そして読者の皆々様のおかげです。ありがとうございました。



　あとがきらしく、今作の表紙を飾った、朝あさ霧ぎり時雨しぐれのことでも話そうと思います。

　時雨はこの作品を書き始めた時から、性格とか口調とか、ちっとも変わっていません。僕の頭の中で思い浮かべた時雨というキャラクター像を、そのまま文章に出来たと思います。

　しかし、和服のデザインについては色々と変化がありまして、初めはミニスカだったり、胸元を開けていたり、いわゆる改造和服というやつでした。紆う余よ曲きよく折せつありまして、現在の純和風テイストに落ち着いたわけです。

　ちなみに、今作の表紙についても編集さんと相談したのですが、

編「胸元の開いた和服を変えて、和服をはだけるようにして欲しい？　でも、それだと地味になっちゃうし、和服がはだけると大人っぽく見えちゃうんですよねー」

僕「だったら、いっそのことお尻しり見せませんか？　戦いで破れちゃったみたいな感じで」

編「……お尻ですか？」

僕「お尻です」

編「……じゃあ一回和服をはだけさせてもらうよう、基井さんに頼んでみましょうか」

　こんな会話があったとか、なかったとか。



「カレントテイル」の主人公は龍りゆう斗とで、ヒロインはアイリスです。この二人がいなければ、「カレントテイル」は始まりません。

　しかし今作の主役は、サブタイトルにも書かれている二人の少女です。この二人が、この本を読んで下さった人達の心に少しでも残れば、作家冥みよう利りに尽きるというものです。もちろん、龍斗も、アイリスも、エミリも、この物語に登場する全すべてのキャラクターも、そうです。



　朗報です。

　ＭＦ文庫Ｊ「夏の学園祭２０１３」というイベントが、二〇一三年七月二八日に行われます。場所は秋葉原UDX&AKIBA_SQUARE。作家さんのサイン会や、様々な企画が用意されています。

　そのイベントで記念冊子が販売されるのですが、その冊子に僕が書いた「カレントテイル」のショートストーリーと、基もと井いあゆむさんが描かいたイラストが載せてもらえることになりました。どちらも描き下ろしです。

「学園祭前日」というのがテーマで、イラストではブレザー風の衣装を着てアイドル然としたアイリスと、ちびキャラになったエミリと由ゆ紀きが描かれています。勿もち論ろんフルカラーです。

　ショートストーリーでは、ステージの上で踊るアイリスを書きました。アイドルの描写を考えるというのは新鮮で、非常に楽しく書けました。皆さまにはこのイベントに足を運んで、僕のショートストーリーを読んで欲しい、基井あゆむさんのイラストを見て欲しい、というのが本心です。



　では、遅ればせながら、再び謝辞の方を。

　初めに、編集の池いけ本もとさん。池本さんのアドバイスがなければ、今作は全く別のものになっていたと思います。最後の最後まで付き合ってくれた池本さんに、心より感謝を申し上げます。

　次に、イラストレーターの基井あゆむさん。時雨しぐれの刀にリボンを付けるというアイディアは、基井さんが考えてくれました。日本刀に萌もえという感情を抱いたのは生まれて初めてです。感謝のあまり、言葉もございません。

　さらに、出版や販売に関かかわって下さった全すべての方々。一冊の本を世に出す度に、作品を作るということは、僕だけじゃどうしようもないということを痛感します。本当にありがとうございました。

　最後に、この本を手にとって下さった読者の皆さま。名前も顔も知らない誰だれかが、僕の作品を読んでくれる。これほど光栄なことはありません。だから、読者の皆さまに最も深い感謝を。よろしければ、これからもお付き合い下さい。

　では、これにて。これからも精進いたしますので、よろしくお願いします。
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　　ＨＰ「PURE PLANET BLOG」

　　（http://pureplatet.blog22.fc2.com/）









カレントテイル２

月華の剣客と恋する乙女



著者名……弥生志郎

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１３年７月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2013 Shirou Yayoi





OEBPS/nav.xhtml



		
プロローグ



		
第一章　ラブストーリー（？）は突然に



		
第二章　その少女は月華に濡れて



		
第三章　彼の覚悟、彼女の想い



		
第四章　夕闇の空に



		
エピローグ









OEBPS/image/o_p168.png





OEBPS/image/o_p251.png





OEBPS/image/o_p056.png





OEBPS/image/o_p064.png





OEBPS/image/o_p083.png





OEBPS/image/o_p211.png





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p021.png





OEBPS/image/o_p194.png





OEBPS/image/o_p247.png





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





OEBPS/image/o_p041.png





OEBPS/image/o_kuchie04.jpg





